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実施計画の策定にあたって 

 
 

本実施計画は、平成２４年１月に策定した基本計画 『えどがわ１０年プラン  

共育 協働 安心への道』 の着実な推進を図ることを目的に、 平成２４年度

～２６年度に計画的に取組む事業を示したものです。 

 

 

平成２４年３月 
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第１章 実施計画策定の考え方 

 

１ 計画の目的および性格 

 

２ 計画事業 

 

３ 計画の期間 

 

４ 財政収支の推計 

 

５ 計画の体系 
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１ 計画の目的および性格 

この実施計画は、江戸川区基本計画（後期）『えどがわ１０年プラン 共育 協働 安心への道』で示された

１０か年の計画の着実な推進を目的とし、計画期間における毎年度の予算編成等の区政運営の指針となるも

のです。 

  
＜実施計画の位置づけ＞ 

 

 

 

   

 

 

   

   

   

 

 
 
２ 計画事業 

この計画では、基本計画の実現を図る主要事業に新たに開始又は拡充する事業を加えて、計画事業化を

しました。 

維持管理及び内部管理的事業、法令等で事業の内容が細目にわたって定められている事業及び臨時的

事業については、計画事業の対象外としました。 

計画事業数は、３６７事業です。 

 

３ 計画の期間  

平成２４年度から平成２６年度までの３か年とします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策定からの２０年間に、区民と区がともにめざすべき江戸川区の将来

都市像及び基本目標を明らかにするとともに、これを実現するための基

本的な考え方及び施策を示します。 

基本構想を実現するために、１０か年で行う施策及び事業を体系化・計

画化するとともに、その進め方を示します。 

････

････

････
基本計画を現実の行政の中でどのように実現していくかを明らかにする

３か年計画です。 

基本構想 

基本計画 

実施計画 
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４ 財政収支の推計 

この計画を実現していくためには、的確な財政見通しが不可欠となります。推計にあたっては、平

成２４年度の予算額を基本に、過去の事業規模の推移、今後の計画等を考慮しました。 

〔歳 入〕 

① 特別区税は、過去の実績及び税制改正等を考慮して算定しました。 
② 財政調整交付金は、３か年同水準としました。 

 ③ 国・都支出金は、対象事業の計画や推移等を参考に算定しました。 
 ④ 特別区債は、通常起債額に学校改築経費に合わせた起債額を加えて算定しました。 
 ⑤ その他については、過去の実績等を基礎に算定しました。 

〔歳 出〕 

 ① 人件費は、退職者の見込数等を基に算定しました。 
 ② 扶助費は、過去の実績等を基に算定しました。 
 ③ 公債費は、今後の償還計画に基づき算定しました。 
 ④ 一般行政経費等(物件費、維持補修費、補助費等)は、過去の実績等を基に算定しました。 
 ⑤ 投資的経費は、都市基盤整備事業を中心に今後の計画を考慮して算定しました。 
 
３か年の財政収支の推計 

金　額 構　成 金　額 構　成 増減率 金　額 構　成 増減率 金　額 構　成

218,938 100.0 223,640 100.0 2.1 220,834 100.0 △1.3 663,412 100.0

特別区税 46,134 21.1 44,804 20.0 △2.9 43,011 19.5 △4.0 133,949 20.2

財政調整交付金 77,500 35.4 77,500 34.7 0.0 77,500 35.1 0.0 232,500 35.0

国・都支出金 55,571 25.4 56,377 25.2 1.5 56,749 25.7 0.7 168,697 25.4

特別区債 2,820 1.3 3,200 1.4 13.5 2,920 1.3 △8.8 8,940 1.3

その他 36,913 16.8 41,759 18.7 13.1 40,654 18.4 △2.6 119,326 18.1

人件費 37,465 17.1 37,651 16.8 0.5 36,906 16.7 △2.0 112,022 16.9

扶助費 79,092 36.1 80,459 36.0 1.7 82,345 37.3 2.3 241,896 36.5

公債費 2,230 1.0 2,482 1.1 11.3 2,622 1.2 5.6 7,334 1.1

一般行政経費等 78,716 36.0 79,643 35.6 1.2 80,553 36.5 1.1 238,912 36.0

投資的経費 21,435 9.8 23,405 10.5 9.2 18,408 8.3 △21.4 63,248 9.5

総　　　　額

歳
　
　
入

歳
　
　
出

(単位：百万円・％)

区　　　　　分
２４年度 ２５年度 ２６年度 合　計
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５ 計画の体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家庭教育の充実 

子どもの手本となる親であるために 

 
地域での次代を担う人づくり（地域教育の充実）

地域教育の環境づくり 

青少年の地域社会の一員としての 

自覚づくり 

 

多様な保育サービスの提供 

人間性の基礎を培う家庭的保育の推進 

社会性の基礎を培う集団的保育の推進 

 

 

２１世紀にふさわしい学校教育の推進 

子どもたちのための学校環境の整備 

「生きる力」を育む教育の実践 

特別支援教育の充実 

開かれた学校づくり 

人生を豊かにする生涯学習 

時代にふさわしい生涯学習機会の提供 

生涯学習の裾野を広げるしくみづくりと 

学習成果の活用 

 

江戸川区の良さを活かした 

ボランティア活動とコミュニティ活動

ボランティア立区の推進 

時代にふさわしいコミュニティの形成 

 
創造性豊かな江戸川文化 

「江戸川文化」の創造 

 

男女共同参画社会の推進 

性別に関係しない機会平等の社会づくり 

 
世界の人々との交流と共生 

「地球人」の意識づくり 

世界からの人々が共生する 

地域社会の構築 

世界平和のためのまちづくり 

 
安心できる消費生活 

安心できる消費生活への支援 

参加型消費者の支援 

未来を担う人づくり 学びと協働による区民文化づくり 

生きる喜びを実感できる都市
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〔１〕区民の健康づくりのために 

 

生活習慣病と健康 

区民の生命と健康を 

守るためのしくみづくり 

がん予防対策の推進 

 
心の健康づくり 

心を元気にするためのしくみづくり 

 
生涯スポーツの推進 

健康スポーツ都市・江戸川の形成 

 
感染症と健康危機への対応 

感染症対策などの充実 

 

食と住の安全性 

健康食住の推進 

 

〔２〕高齢の人々・障害のある人々のために 

 

高齢の人々の生きがいと健康 

「生涯現役」の環境づくり 

高齢の人々の健康づくり 

 
高齢の人々の生活支援 

高齢の人々が安心できる生活支援 

介護サービスの充実 

 
障害のある人々の生活支援 

障害に関する生活支援 

精神障害のある人々の社会復帰への支援 

発達障害者（児）へのライフステージに 

応じた支援 

福祉のまちづくり 

ユニバーサルデザインの促進 
心のバリアフリーと福祉ネットワークづくり 

 

いきいきとした生活のための健康・福祉の社会づくり 
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環境啓発・環境教育 

     環境にやさしいエコタウンづくり 

 
資源循環（ごみの減量と資源リサイクル） 

ライフスタイルの見直しによる 

ごみの大幅な減量化 

資源リサイクルの拡充 

 
自然との共生・ふれあい 

水と緑でネットワークする 

「いのちのオアシス」づくり 

自然とのふれあいの拡大 

 
都市環境問題・有害化学物質への対応 

生活環境の改善・保全と 

新たな環境汚染問題への対応 

 

 
 

ものづくり産業の活性化 

自立型中小企業の支援 

 

商業・生活サービス業の活性化 

新しい商店街への経営革新 

 

起業家の育成 

情報産業などの起業・育成支援 

 

都市農業の継承 

特色ある都市農業の展開 

 

伝統的地場産業の継承、発展 

江戸川文化としての伝統的地場産業の振興 

 

次代の産業を担う人材の育成 

次代を担う人材育成の支援 

 

新たなパートナーシップの確立 

産業界の主体性を重視した行政システム 

 

働く意欲あふれる環境づくり 

多様な就業の場の確保と支援 

 

 

区民参加による環境づくり 活力を創造する産業づくり 
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都市基盤の充実・質の向上 

土地利用と市街地整備の方針 

木造密集市街地の改善 

良好な市街地環境の創出 

大規模公園予定地の整備 

地域生活圏と中心核の整備 

 
利便性の高い道路、交通、情報ネットワークの整備 

道路ネットワークの形成 

鉄道の整備 

楽しく快適に移動できる交通 

情報通信ネットワーク化の推進 

 
地域の魅力を高めるまちづくり 

水と緑にあふれる都市環境の充実 

美しい都市景観づくり 

住みよく永住できる居住環境づくり 

歩いて楽しめる個性あるまち 

安心して生活できるまちづくり 

 
安全で災害に強いまちづくり 

防災まちづくり 

防災体制の充実 

みんなで守るまちづくり 

区民の暮らしを力づよく支えるまちづくり
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第２章 分野別計画 

 

第１節 未来を担う人づくり 

第２節 学びと協働による区民文化づくり 

第３節 いきいきとした生活のための 

健康・福祉の社会づくり 

〔1〕区民の健康づくりのために 

〔2〕高齢の人々・障害のある人々のために 

第４節 区民参加による環境づくり 

第５節 活力を創造する産業づくり 

第６節 区民の暮らしを力づよく支える 

まちづくり 
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＜ 分野別計画の見方 ＞ 

１ 施策の考え方  

長期計画は、将来都市像「生きる喜びを実感できる都市」を実現するための６本柱の基本目標にそって、

各分野別に施策体系を構成しています。 

ここでは、分野別の施策体系を構成する大項目ごとに、事業策定の基本となる考え方を示します。 

 

２ 施策体系図 

分野別施策体系の大項目ごとに施策体系図を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の内容 

 

 

施策コード １３５ 年次計画 

計画内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

 ○○○の整備支援 

【新】 再掲 101 
 協議 整備支援 

事業費        千円 ０千円    ※※※千円

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

   （掲載例） 
１０１ 親として必要な学びの場の整備 

ア． 共育プラザ事業の充実 

イ． 子ども家庭支援センターの充実 

ウ． 子育てひろば事業の充実 

家
庭
教
育
の
充
実 

 
 

 
 

親
で
あ
る
た
め
に 

子
ど
も
の
手
本
と
な
る 

１０２ 自信をもって子育てを行うために 
大項目 

中項目 

小項目 

計画事業

施策コード：頭数字が分野を示し、分野ごとに通し番号を

ふっています。 

例） １００番台 未来を担う人づくり 

空欄は、事業開始前や事業完了等により、計画事業が存在しないこと示します。

空欄は、事業開始前、事業完了等により、事業費が存在しないこと示します。 

「 ０千円 」は、事業計画はありますが、経費を必要としないものです。 

「※※※」は、検討・協議の結果に基づき、今後所要の経費を計上していくものです。

「－」は、経費を他の事業のなかで計上しているものです。 

２４年度以後新たに実施する事業は、【新】と記載しています。 

また、再掲された場合には、再掲○○○ と表示し、最初に記

載した箇所の施策コードを記載しています。 
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第１節 

未来を担う人づくり 

 

１ 家庭教育の充実 

（１）子どもの手本となる親であるために 

 

２ 地域での次代を担う人づくり（地域教育の充実） 

（１）地域教育の環境づくり 

（２）青少年の地域社会の一員としての自覚づくり 

 

３ 多様な保育サービスの提供 

（１）人間性の基礎を培う家庭的保育の推進 

（２）社会性の基礎を培う集団的保育の推進 

 

４ ２１世紀にふさわしい学校教育の推進 

（１）子どもたちのための学校環境の整備 

（２）「生きる力」を育む教育の実践 

（３）特別支援教育の充実 

（４）開かれた学校づくり 
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１ 家庭教育の充実 

【施策の考え方】 

家庭は、子どもにとって最も大切な生活の場であり、家庭教育がしっかりしていることが何より大切です。しか

し、家族形態、ライフスタイル等が多様化し、時代が大きく変化している今日、親が子育てを行うことはこれまで

以上に難しさを増しています。 

親が親としての自覚と自信を高めるための学び、子育て相談等に対するニーズに応えていくとともに、働く親

が増加するなかで、子育て家庭に対する支援を行っていきます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

家
庭
教
育
の
充
実 

親
で
あ
る
た
め
に 

 
 

子
ど
も
の
手
本
と
な
る 

 
 

 
 

 

１０１ 親として必要な学びの場の整備 

ア． 共育プラザ事業の充実（子育て支援、世代間交流、 

中高生の活動支援） 

イ． 子ども家庭支援センターの充実 

ウ． 子育てひろば事業の充実 

ウー１ 子育てひろば（健康サポートセンター） 

ウー２ 子育てひろば（共育プラザ 

及び子ども家庭支援センター） 

ウー３ 子育てひろば（グリーンパレス） 

ウー４ 子育てひろば（民間ひろば） 

エ． 安心子育て支援 

エー１ ハローベビー教室 

エー２ 養育支援家庭の早期発見・支援 

エー３ 育児ストレス相談の実施 

エー４ 養育支援訪問事業の実施（育児支援ヘルパー

     事業を含む）  

エー５ 親子ひろばあい♣あい事業 

１０２ 自信をもって子育てを行うために 

ア． 子ども家庭支援センターの充実 （再掲 101） 

イ． 子育て関連情報の効果的な提供 

ウ． 子育て安心パスポート事業 

エ． 子育てボランティアの育成 

１０３ 家庭に対する支援 

ア． 子育てに対する経済的支援 

アー１ 乳児養育手当 

アー２ 子ども医療費助成 

アー３ ひとり親家庭等医療費助成 

アー４ 私立幼稚園等保護者負担軽減 

アー５ 学校給食費保護者負担軽減 

イ． 母子家庭の就労支援 

ウ． 一時保育・緊急一時保育事業の充実  

エ． 子どもショートステイ事業 

次ページへ 
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（１）子どもの手本となる親であるために 

１０１ 親として必要な学びの場の整備 

共育プラザでは、中高生の活動支援、乳幼児の保護者の子育て支援及び世代間の交流を推進し、各地域の

共育･協働を実践する拠点として一層の充実を図ります。 

子ども家庭支援センターでは、児童相談所等の関係機関との連携を強化し、総合的な相談・支援体制の充

実を図るとともに、共育プラザや保育園等と協力して、子育て支援事業を実施していきます。 

民間子育てひろばとも連携しながら、多くの子育て世代への支援を充実します。 

また、各施設の特性に応じた子育てひろばの運営の充実を図るとともに、父親も積極的に育児や地域の子育

て活動に参加できる体制づくりを進め、妊娠届時、新生児訪問、乳児健診時等から養育支援が必要な家庭を早

期に発見し、家庭訪問や個別相談、グループ支援等の早期支援を行います。 

 

１０４ ファミリーサポート制度の充実 

ア． ファミリーサポート制度の充実 

１０５ 地域における子どもの居場所づくり 

１０６ 幼児・児童虐待防止体制の充実 

ア． 虐待防止のための支援としくみづくり  

アー１ 予防事業の充実 

     関係機関との連携強化 

アー２ 相談支援等の充実 

イ． 子ども家庭支援センターの充実 （再掲 101） 

前ページより
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「－」：事業費は、共育プラザ事業の充実及び子ども家庭支援センターの充実（施策コード 101）の中で計上しています。 

 

 

 

 

施策コード １０１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

共育プラザ事業の充実 

（子育て支援、世代間交流、

中高生の活動支援） 

運営の充実 同左 同左 

事業費 ３３８，４４６千円 ３３８，４４６千円 ３３８，４４６千円

子ども家庭支援センター 

の充実 

関係機関との連携強化 同左 同左 

子育て支援事業の実施 同左 同左 

事業費 ５０，１２３千円 ５０，０００千円 ５０，０００千円

子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業
の
充
実 

子育てひろば 

（健康サポートセンター）

育児相談等 

常設 ６か所 

定期 ２か所 

同左 同左 

事業費 ２，１６４千円 ２，１６０千円 ２，１６０千円

子育てひろば 

（共育プラザ及び 

子ども家庭支援センター） 

運営の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

子育てひろば 

（グリーンパレス） 
運営の充実 同左 同左 

事業費 １３８千円 ※※※千円 ※※※千円

子育てひろば 

（民間ひろば） 

民間ひろばの助成 

1 か所 

民間ひろばの助成及び

その検証 
同左 

事業費 ７，５００千円 ※※※千円 ※※※千円

安
心
子
育
て
支
援 

ハローベビー教室 

 

平日コース 

土曜日コース 

延４，９００人 

 

同左 同左 

事業費 ５，４７２千円 ５，４７０千円 ５，４７０千円

養育支援家庭の 

早期発見・支援 

新生児訪問 

妊産婦訪問 

３，５３０人 

新生児訪問 

妊産婦訪問 

３，６００人 

同左 

事業費 ２４，０６５千円 ２２，０００千円 ２２，０００千円



15 
 

安
心
子
育
て
支
援 

育児ストレス相談の実施

医師による相談 

年１２回 
同左 同左 

心理相談員による相談

年６０回 
同左 同左 

事業費 １，２６０千円 １，２６０千円 １，２６０千円

養育支援訪問事業の実

施（育児支援ヘルパー

事業を含む）  

実施 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

親子ひろば 

あい♣あい事業 
実施 同左 同左 

事業費 ４０，３２４千円 ４０，３２４千円 ３２，９９３千円

「－」：事業費は、子ども家庭支援センターの充実（施策コード 101）の中で計上しています。 

 

１０２ 自信をもって子育てを行うために 

保育園、共育プラザ等の協力を得ながら子育て支援事業を実施する子ども家庭支援センターの機能を充実

するとともに、育児不安等を抱えた乳幼児の養育者に対して個別相談等を実施します。 

共育プラザ等子育て関連施設の子育て情報コーナーや、区立保育園の子育て情報掲示板を活用して区民

へ子育て関連情報を提供します。また、ホームページの充実を図るとともに、子育てマップや子育てガイド等の

印刷物を活用することにより、必要な情報を効果的に提供します。 

子育て安心パスポート事業を推進し、誰でも気軽に参加できるようにパスポートを発行しながら育児相談、園

庭開放、プール開放、保育体験「親子ｄｅチャレンジ」、園ごとの「遊びにきませんか」等子育て支援事業に取組

むとともに、共育プラザ等利用促進を図っていきます。 

さらに、子育てひろば等の活用を図ることにより、各種サークル活動の支援、子育てボランティアの育成等を

推進します。 

施策コード １０２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

子ども家庭支援センター 

の充実 再掲 101 

関係機関との連携強化 同左 同左 

子育て支援事業の実施 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

子育て関連情報 

の効果的な提供 

子育て情報コーナー 

（共育プラザ等）の活用
同左 同左 

子育て情報掲示板 

（区立保育園）の活用 
同左 同左 

子育てマップ・子育て

ガイドの充実 
同左 同左 

区ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の充実 同左 同左 

事業費 １，９２４千円 １，９２４千円 １，９２４千円
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子育て安心パスポート事業 
区立保育園全園で 

実施 
同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

子育てボランティアの育成 
子育てボランティア講座

の実施 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

「－」：事業費は、子ども家庭支援センターの充実（施策コード 101）の中で計上しています。 

 

１０３ 家庭に対する支援 

子育て世代の経済的な負担を軽減するため、乳児養育手当、子ども医療費助成等の各種手当の支給又は

助成を実施します。 

母子家庭の母の就労を支援するため、一定の職業能力開発等に要した費用に対して、給付金等を支給

します。 
また、冠婚葬祭・通院・リフレッシュ等を目的とした私立保育園での一時保育、保護者の入院・出産

等で緊急時に対応する区立保育園での緊急一時保育、病気等の事情で、宿泊を伴う子どもの養育及び保護

が必要となる保護者の支援事業として、子どもショートステイ事業等を実施していきます。 
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１０４ ファミリーサポート制度※の充実 

共育プラザ内の子育てひろばを活用した、一時預かり等を行う子育てサポートひろば事業の推進等、多様化

する依頼内容に対応していくため、協力会員の増強及びサブリーダーの発掘に努め、地域力を活かした子育て

支援事業の充実を図ります。 

※ ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ制度：育児援助を行いたい人と受けたい人を会員組織化し、援助活動を行うことで子育て世帯への育児を支援する制度。 

施策コード １０４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

ファミリーサポート制度の 
充実 

協力会員及びサブリー

ダー等の充実 
同左 同左 

事業費    １０，２０４千円 ※※※千円 ※※※千円

施策コード １０３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

子
育
て
に
対
す
る
経
済
的
支
援 

乳児養育手当 ５，６２５人 ５，５８０人 ５，４７２人 

事業費 ８７８，０００千円 ８７０，０００千円 ８５３，０００千円

子ども医療費助成 １０１，０００人 同左 同左 

事業費 ４，０９５，８５１千円 ４，０９５，８５１千円 ４，０９５，８５１千円

ひとり親家庭等 

医療費助成 
７，１６８人 同左 同左 

事業費 ２５３，２５０千円 ２５３，２５０千円 ２５３，２５０千円

私立幼稚園等 

保護者負担軽減 
１１，６２２人 同左 同左 

事業費 ３，６３７，５６４千円 ３，６３７，５６４千円 ３，６３７，５６４千円

学校給食費 

保護者負担軽減 
実施 同左 同左 

事業費 ５２３，８７４千円 ５２３，８７４千円 ５２３，８７４千円

母子家庭の就労支援 

自立支援教育訓練 

給付金の支給 
同左 同左 

高等技能訓練 

促進費の支給 
同左 同左 

事業費 ３６，４６４千円 ３６，４６４千円 ３６，４６４千円

一時保育・緊急一時保育 

事業の充実  
充実 同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

子どもショートステイ事業 充実 同左 同左 

事業費 ８，９７２千円 ８，９７２千円 ８，９７２千円
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１０５ 地域における子どもの居場所づくり 

地域、学校及び保護者の連携を推進し、子どもたちの豊かな人間性を育みます。 

 

１０６ 幼児・児童虐待防止体制の充実 

育児支援ヘルパー派遣事業等の児童虐待予防事業の充実を図るとともに、子どもの保護に関する地域協議

会を中心に、関係機関と連携しつつ、地域における児童虐待防止活動等の充実を図ります。併せて、育児不安

等を抱える保護者に対するグループミーティング、個別相談等を実施し、児童虐待防止のための支援としくみづ

くりを推進します。 

また、児童に対する虐待の未然防止・早期発見等を含めた、子育てに関する総合的な相談・支援を実施する

子ども家庭支援センターにおいて、児童相談所等の専門機関との連携を深める等の体制整備を一層推進しま

す。 

施策コード １０６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

虐
待
防
止
の
た
め
の
支
援
と
し
く
み
づ
く
り 

予防事業の充実 

関係機関との連携強化 

予防事業の充実 同左 同左 

関係機関との連携強化 同左 同左 

事業費 ６，５９４ 千円 ７，０００ 千円 ７，０００ 千円

相談支援等の充実 

MCG※の実施 同左 同左 

育児ストレス相談 

再掲 101 
同左 同左 

虐待予防検討会の運営

１２回 
同左 同左 

事業費 ４８０千円 ５００千円 ５００千円

子ども家庭支援センター 

の充実 再掲 101 

関係機関との連携強化 同左 同左 

子育て支援事業の実施 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

※ＭＣＧ（マザーアンドチャイルドグループ）：児童虐待、育児困難等を抱える母親等がグループに参加し、親子の関係づく

り、問題解決等を図る事業。 

「－」：事業費は、子ども家庭支援センターの充実（施策コード 101）の中で計上しています。
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２ 地域での次代を担う人づくり（地域教育の充実） 

【施策の考え方】 

一人ひとりのライフスタイルが一層多様化する中で、子どもたちが地域に愛着をもち、次代の地域社会を担う人

材となるよう、地域の人々がともに支えあって教育していくことが大切です。 

子ども会活動等への多くの地域ボランティアの関わり、親と子の貴重なふれあいの場となる親水公園等豊か

な自然、町会、自治会等のしっかりしたコミュニティの存在、このような子どもを教育していくための恵まれた環境

を活かして、次代を担う人づくりを進めます。 

【施策体系図】 
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１０７ 地域で子どもの教育に責任をもつ意識の形成 

ア． すくすくスクールの充実 

１０８ 地域教育力の担い手づくり 

ア． 学校経営・教育活動等への地域人材等の活用 

１０９ 親子・親同士がふれあえる環境づくり 

ア． 子育てひろば事業の充実 （再掲 101） 

イ． 共育プラザ事業の充実 （再掲 101） 

ウ． 親子ひろば｢あい♣あい｣事業 （再掲 101） 

エ． 身近な公園の整備 

オ． 特色ある公園の整備 

１１０ 地域の人々とふれあい、のびのび遊べる環境づくり 

ア． 共育プラザ事業の充実 （再掲 101） 

イ． 特色ある公園の整備（再掲 109） 

１１１ 夢と好奇心をはぐくむ共育プラザづくり 

ア． 共育プラザ事業の充実 （再掲 101） 

１１２ 多様な産業教育の推進 

ア． インターンシップ実施の支援 

 

１１３ 多様な活動機会・場の提供・支援 

ア． 共育プラザ事業の充実 （再掲 101） 

イ． 「青少年の翼」事業の充実 

１１４ 相談体制の整備 

１１５ 健全育成団体の支援、指導者の育成 

１１６ 青少年のための社会環境づくり 
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（１）地域教育の環境づくり 

１０７ 地域で子どもの教育に責任をもつ意識の形成 

地域・学校・保護者の連携によって、児童が多くの大人と交流することで、創造性・自主性・社会性が養われ、

豊かな人間性を育みます。 

施策コード １０７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

すくすくスクールの充実 地域・学校との連携強化 同左 同左 

事業費 １，０７１，１５９千円 １，０７１，１５９千円 １，０７１，１５９千円

 

１０８ 地域教育力の担い手づくり 

地域住民が積極的に学校支援活動に参加し、地域の資源・人材の活用により、学校を支援することで、

学校の教育活動をより効果的に推進します。また、地域住民と児童生徒との異世代交流を通して、地域

の教育力の向上を図ります。 

施策コード １０８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

学校経営・教育活動等への

地域人材等の活用 

学校応援団の実施 

小学校７３校 

中学校３３校 

同左 同左 

事業費 １２，１０５千円 １２，０００千円 １２，０００千円

 

１０９ 親子・親同士がふれあえる環境づくり 

子ども家庭支援センター及び共育プラザ内の子育てひろばにおける育児相談、子育て講座等を実施するとと

もに、父親も積極的に育児や地域の子育て活動に参加できる体制づくりを進め、妊娠届時、新生児訪問、乳児

検診時等から養育支援が必要な家庭を早期に発見し、家庭訪問や個別相談、グループ支援等の早期支援を

行います。 

また、区内の自然、施設等を活用し、親子・親同士がふれあえる環境を整備します。 
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「－」：事業費は、共育プラザ事業の充実及び子ども家庭支援センターの充実（施策コード 101）の中で計上しています。 

 

 

 

 

 

 

 

施策コード １０９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業
の
充
実 

子育てひろば 

（健康サポートセンター）

再掲 101 

育児相談等 

常設 ６か所 

定期 ２か所 

同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

子育てひろば 

（共育プラザ及び 

子ども家庭支援センター） 

再掲 101 

運営の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

子育てひろば 

（グリーンパレス） 

再掲 101 

運営の充実 同左 同左 

事業費 １３８千円 ※※※千円 ※※※千円

子育てひろば 

（民間ひろば） 

再掲 101 

民間ひろばの助成 

1 か所 

民間ひろばの助成及び

その検証 
同左 

事業費 ７，５００千円 ※※※千円 ※※※千円

共育プラザ事業の充実 

（子育て支援、世代間交流、

中高生の活動支援） 

再掲 101 

運営の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

親子ひろば「あい♣あい」事業 

再掲 101 
実施 同左 同左 

事業費 ４０，３２４千円 ４０，３２４千円 ３２，９９３千円

身近な公園の整備 ４箇所 同左 同左 

事業費 １２２，０００千円 １２２，０００千円 １２２，０００千円

特色ある公園の整備 整備の検討 設計 整備 

事業費 ０千円 ３，０００千円 ３，０００千円
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１１０ 地域の人々とふれあい、のびのび遊べる環境づくり 

各地域の共育･協働を実践する拠点である共育プラザにおいて、中高生の活動支援、乳幼児の保護者の子

育て支援等を行うとともに、世代間交流を通じて次代の親としての学びの場づくりの一層の充実を図ります。 

また、花や緑あふれ、自然とふれあえる公園、農地を活用した公園、様々な世代が自由に遊べる公園等、特

色のある様々な公園を各地域に整備していきます。 

施策コード １１０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

共育プラザ事業の充実 

（子育て支援、世代間交流、

中高生の活動支援） 

再掲 101 

運営の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

特色ある公園の整備 

再掲 109 
整備の検討 設計 整備 

事業費 0 千円 ３，０００千円 ３０，０００千円

「－」：事業費は、共育プラザ事業の充実（施策コード 101）の中で計上しています。 

 

１１１ 夢と好奇心をはぐくむ共育プラザづくり 

各地域の共育･協働を実践する拠点である共育プラザにおいて、中高生の活動支援、乳幼児の保護者の子

育て支援等を行うとともに、世代間の交流を通じた次代の親としての学びの場づくりの一層の充実を図ります。 

「－」：事業費は、共育プラザ事業の充実（施策コード 101）の中で計上しています。 

 

１１２ 多様な産業教育の推進 

産業界、青年会議所・各種産業団体との連携を図りながら、インターンシップを受け入れる企業等を紹介し、

その実施を支援します。 

施策コード １１２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

インターンシップ実施の支援 実施 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

 

 

 

 

施策コード １１１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

共育プラザ事業の充実 

（子育て支援、世代間交流、

中高生の活動支援） 

再掲 101 

運営の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円
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（２）青少年の地域社会の一員としての自覚づくり 

１１３ 多様な活動機会・場の提供・支援 

各地域の共育･協働を実践する拠点である共育プラザにおいて、中高生の活動支援等を行うとともに、世代

間交流を通じた次代を担う青少年の健全な育成を促進します。 

青少年を世界各国へ派遣し、ホームステイや文化体験等の幅広い体験を通して国際感覚を培った次代を担 

う人材の育成を図ります。また、青少年の翼に参加した団員が、その後も地域等でさらに活躍できるよう支援しま

す。 

「－」：事業費は、共育プラザ事業の充実（施策コード 101）、「青少年の翼」事業の充実（施策コード 221）の中で計上しています。 

 

１１４ 相談体制の整備 

ユースワーカー※、大学生等が青少年の日常的な悩みの相談相手となるようなしくみを整えるとともに、教育

研究所※等の活用を図ります。 

※ ﾕｰｽﾜｰｶｰ：比較的青少年に近い年齢で、ある程度の専門性をもち、青少年活動の支援を通じて青少年に社会活動のきっかけを与える人。 

※ 教育研究所：教育課題に対する調査研究、児童・生徒等を対象とした各種相談、教育に関する視聴覚教材・機材の貸出を行う教育機関。 

 

１１５ 健全育成団体の支援、指導者の育成 

地区委員会、子ども会等の健全育成団体を支援するとともに、ジュニアリーダー※、ユースワーカー等の指導

者を育成します。 

※ ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰ：子ども会の中で、レクリエーションの指導、行事の企画立案運営の援助等をする中高校生。 

 

１１６ 青少年のための社会環境づくり 

家庭、学校、地域社会、健全育成団体等が連携し、青少年のための健全な社会環境づくりを進めます。 

施策コード １１３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

共育プラザ事業の充実 

（子育て支援、世代間交流、

中高生の活動支援） 

再掲 101 

運営の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「青少年の翼」事業の充実 
派遣先  ５か国 

派遣人数 １００人 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円
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３ 多様な保育サービスの提供 

【施策の考え方】 

区では、０～２歳児の低年齢期は家庭で保育する世帯が多く、３～５歳児の幼年期はその９割以上が集団保

育です。低年齢児保育へのニーズ、女性の就労の増加等に伴う長時間保育に対する期待等、様々な保育需要

に柔軟に対応するために、多様な保育サービスが提供できるしくみづくりに取組みます。 

【施策体系図】 
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１１７ 保育ママ制度の充実 

ア． 保育ママ制度の充実 

 

１１８ 家庭的保育の多様なしくみづくり 

１１９ 保育人材の充実 

 

１２０ 集団的保育の推進 

ア． 私立幼稚園就園奨励費 

イ． 私立幼稚園等保護者負担軽減 （再掲 103） 

１２１ 地域に開かれた保育施設 

１２２ 幼稚園・保育園の充実 

ア． 保育園の新設・建替え等 

アー１ 私立保育園の新設 

アー２ 私立保育園の増築 

アー３ 区立保育園の建替え 

イ． 発達障害児を支援する人材の育成 【新】 

ウ． 発達障害児のための巡回相談の充実 

エ． 育成室事業の充実 

オ． 保育園・幼稚園における食育の実施 

１２３ 保育サービスの多様化 

ア． 区立保育園の民営化 

イ． 私立保育園の充実 

ウ． 認証保育所の設置の誘導 

エ． 延長保育の充実 

オ． ファミリーサポート制度の充実 （再掲 104） 

カ． 病児・病後児保育施設の拡充 

 

１２４ 保育サービスの窓口整備 

ア． 子育て関連情報の効果的な提供 （再掲 102） 

イ． 子育て安心パスポート事業 （再掲 102） 

１２５ 保育サービスに対する第三者評価への取組み 

ア． 第三者評価への取組み 
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（１）人間性の基礎を培う家庭的保育の推進 
１１７ 保育ママ制度の充実 

０歳児保育の区民ニーズを見極めながら、ぬくもりと愛情あふれる家庭的保育の「保育ママ制度」を維持・充

実させていきます。 

また、人材の確保、研修や巡回指導による保育ママの資質向上に努め、「安全・安心な保育」を推進していき

ます。 

施策コード １１７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

保育ママ制度の充実 制度の充実 同左 同左 

事業費 ４９３，１３８千円  ４９３，１３８千円   ４９３，１３８千円

 
１１８ 家庭的保育の多様なしくみづくり 

ファミリーサポート協力会員が、共育プラザの子育てひろばにおいて、一時預かりを行う子育てサポートひろ

ば事業を実施する等の地域力を活かした子育て支援を推進します。 

 

１１９ 保育人材の充実 

地域の保育人材を発掘し、その積極的な活用を図ります。 

 

（２）社会性の基礎を培う集団的保育の推進 

１２０ 集団的保育の推進 

満３～５歳における、地域の人々、子ども同士等の関わりを重視した集団的保育(教育)を推進するため、子ど

もの就園を奨励し、保護者の負担を軽減するための支援を行います。 

施策コード １２０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

私立幼稚園就園奨励費 ８，０００人 同左 同左 

事業費 ８６８，８１７千円  ８６８，８１７千円   ８６８，８１７千円

私立幼稚園等 

保護者負担軽減 

再掲 103 

１１，６２２人 同左 同左 

事業費 ３，６３７，５６４千円 ３，６３７，５６４千円 ３，６３７，５６４千円

 
１２１ 地域に開かれた保育施設 

地域に開かれた、安全な保育施設の整備に努めます。 
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１２２ 幼稚園・保育園の充実 

平成２４年度に一之江地区に私立保育園を開設します。また、区立西保育園を老朽化に伴い建替えます。 

また、発達に課題を抱える子どもへの理解を深め、保護者への適切な対応や支援ができる職員を育成しま

す。 

さらに、育成室において機能訓練、相談等を実施するとともに、巡回発達相談の充実を図り、障害児の成長

を支援します。 

施策コード １２２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

保
育
園
の
新
設
・建
替
え
等 

私立保育園の新設 
1 園 

（民営化園を除く） 
同左  

私立保育園の増築 1 園   

区立保育園の建替え 
 

（区立）西保育園 
  

事業費 ２８６，４９４千円 ※※※千円

発達障害児を支援する 

人材の育成 

【新】 

人材育成 

関係機関との連携強化
同左 同左 

事業費 １２５千円 ※※※千円 ※※※千円

発達障害児のための 

巡回相談の充実 
巡回相談の充実 同左 同左 

事業費 ４，６００千円 ４，６００千円 ４，６００千円

育成室事業の充実 

療育の充実 同左 同左 

発達相談の充実 同左 同左 

事業費 １３８，０００千円 １３８，０００千円 １３８，０００千円

保育園・幼稚園における 

食育の実施 
普及啓発 同左 同左 

事業費 ８５５千円 ※※※千円 ※※※千円

 

１２３ 保育サービスの多様化 

保育サービスに関する多様な需要に柔軟に対応するために、区内の私立幼稚園及び私立保育園で構成す

る社会福祉法人えどがわによる保育園運営を行い、区立保育園の民営化の促進を図ります。併せて、私立保育

園の特長を活かした保育を充実させるとともに、地域の需要を見極めつつ、認証保育所及び病児・病後児保育施設

の設置を支援し、多様な保育サービスの整備に努めます。 

※ 認証保育所：大都市特有のニーズに対応するため、東京都が独自基準により認証した保育所。 

※ 認定こども園：幼稚園、保育所等のうち、東京都が認めた、就学前の教育・保育を一体として捉え一貫して提供する施設。 
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施策コード １２３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

区立保育園の民営化 ２園 １園 計画実施 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

私立保育園の充実 保育内容の充実 同左 同左 

事業費 ６，８８４，０６０千円 ※※※千円 ※※※千円

認証保育所の設置の誘導 
地域需要等の把握 

必要地域への設置誘導
同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

延長保育の充実 充実 同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

ファミリーサポート制度の充実
再掲 104 

協力会員及びサブリー

ダー等の充実 
同左 同左 

事業費 １０，２０４千円 ※※※千円 ※※※千円

病児・病後児保育施設 

の拡充 
５か所 検討 ６か所 

事業費 ４０，０００千円 ※※※千円 ※※※千円

 

１２４ 保育サービスの窓口整備 

子育て情報コーナー及び子育て情報掲示板の活用、子育てマップ・子育てガイド等の活用、区ホームページ

の充実等を図ることにより、子育てに関する情報を効果的に提供するしくみを構築するとともに、子育て安心パス

ポート事業の推進を図り、子育て支援に係る事業の利用促進等に一層努めます。 

 

施策コード １２４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

子育て関連情報 

の効果的な提供 

再掲 102 

子育て情報掲示板（共

育プラザ等）の活用 
同左 同左 

子育て情報掲示板 

（区立保育園）の活用 
同左 同左 

子育てマップ・子育て

ガイドの充実 
同左 同左 

区ホームページﾞ等の

充実 
同左 同左 

事業費 １，９２４千円 １，９２４千円 １，９２４千円

子育て安心パスポート事業 

再掲 102 

区立保育園全園 

にて実施 
同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円
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１２５ 保育サービスに対する第三者評価※への取組み 

保育所に係る第三者評価制度の普及・啓発・実施に努めるとともに、認証保育所について、その費用を補助

することにより、第三者評価の効果的な実施を支援します。 

※ 第三者評価：事業者の提供するサービスの質を公的に認められた第三者機関が専門的かつ客観的な立場から評価すること。 

施策コード １２５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

第三者評価への取組み 普及･啓発・実施 同左 同左 

事業費 １２，８００千円 ※※※千円 ※※※千円
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４ ２１世紀にふさわしい学校教育の推進 

【施策の考え方】 

次代を担っていく子どもたちが、未来への夢や目標を抱き、創造的で活力ある社会をめざして果敢に取組み、

世界の中で信頼される人間として成長するように２１世紀にふさわしい学校教育を推進します。 

このため、時代の変化に対応できる教育の展開、特色ある学校づくり、基礎学力の向上をめざした先進的取

組み、校内での相談体制の充実等による笑顔で通える学校づくり、学校と家庭、地域、関係機関との連携強化、

子どもの居場所づくり等による開かれた学校づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
一
世
紀
に
ふ
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し
い
学
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の
推
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１２６ ２１世紀にふさわしい教育内容の充実 

ア． 教育課題への研究 

 

 

 

 

     

１２７ 教員の資質の向上 

ア． 教育の情報化の推進 

イ． 若手教員の育成 

ウ． 教員一人ひとりの「授業力」の向上 

 

 

１２８ 学校ごとに特色のある教育の展開 

ア． 特色ある学校づくり 

 

１２９ 教育環境の整備 

ア． 校務の情報化の推進 

イ． 校内ＬＡＮの整備 

ウ． 小中学校の改築  

エ． 学校緑化 

オ． 耐震性能向上工事 

カ． 施設改修・補修工事 

カー1 給食室改修工事 カー2 外壁補修工事 

カー3 屋上改修工事 カー4 電気設備改修工事 

カー5 手洗所改修工事 カー6 プール改修工事 

カー7 給水管改修工事  

 

学
校
環
境
の
整
備 

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の 

次ページへ 
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（１）子どもたちのための学校環境の整備 

１２６ ２１世紀にふさわしい教育内容の充実 

重点的な教育課題等の解決を図るため、研究項目を指定して希望校を募り、その成果について全校に普及・

啓発していきます。 

また、小中連携研究校については、小学校・中学校が連携及び継続して対応できるような教育システムを構

築できるよう、隣接した小中学校を教育委員会が指定します。 

 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

１３０ いきいきと学ぶ学校づくり 

ア． 「確かな学力」の向上   

イ． 少人数指導、ティーム・ティーチングによる授業の推進 

（都による設置） 

ウ． 小学校外国語活動の推進 

エ． 科学教育センターの運営 

オ． チャレンジ・ザ・ドリームの充実（職場体験） 

カ． 体力の向上 

キ． 読書科の実施 

 

１３１ 校内での相談体制の充実 

ア． 校内相談体制の充実 

イ． 教育研究所の教育相談の充実（いじめ・不登校・ 

発達障害等） 

ウ． 学校サポート教室の運営 

エ． 不登校改善対策体験事業の実施 

オ． 登校サポートボランティア活用事業 

１３２ 特別支援教育の充実 

ア． 特別支援学級の新設  

イ． 特別支援教育の推進 

ウ． 専門家チームの派遣 

 

１３３ 学校と家庭、地域、関係機関との連携強化 

ア． 学校評価の推進 

 

１３４ 放課後児童の健全育成の推進 

ア． すくすくスクールの実施 （再掲 107） 

イ． 職員研修・巡回指導 

１３５ 地域の人々が集う学校づくり 

ア． 校庭・体育館･プール・特別教室等の地域開放 

前ページより 

教
育
の
実
践 

「
生
き
る
力
」
を
育
む 

 

特
別
支
援
教
育
の
充
実 
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施策コード １２６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

教育課題への研究 

研究奨励校の指定 

教育課題実践 

推進校の指定 

小中連携校の指定 

同左 同左 

事業費 ５,９５０千円 ５,９５０千円 ５,９５０千円

 

１２７ 教員の資質の向上 

江戸川区学校教育情報化推進計画に基づき、教員や児童生徒による ICT の積極的かつ効果的な活用を推

進し、「わかる授業」や「確かな学力の向上」に取組み、教育の質を向上させます。 

平成２４年度より「東京都若手教員育成研修」として１年次（初任者）～３年次の３年間の研修が、必修の研修

として本則化するのに併せ、本区では独自に初任者研修Ⅱ及び４年次研修を設けて、若手教員の育成を図りま

す。また、教員の職層に応じた研修や本区の教育課題を踏まえた研修を行い、教員の授業力の向上に努めま

す。 

施策コード １２７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

教育の情報化の推進 

「教育の情報化」 

推進員会の運営 

研修内容の充実 

同左 同左 

事業費 ３４７千円 ３５０千円 ３５０千円

若手教員の育成 
１～４年次研修 

の体系化 
同左 同左 

事業費 １,３１７千円 １,３１７千円 １,３１７千円

教員一人ひとりの 

「授業力」の向上 

教員の職層に応じた 

研修内容の充実 
同左 同左 

教育課題に対応した 

研修内容の充実 
同左 同左 

事業費 ３,１２４千円 ３,１２４千円 ３,１２４千円

 

１２８ 学校ごとに特色のある教育の展開 

学校ごとの特色ある学校づくりを行えるよう支援します。 

施策コード   １２８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

特色ある学校づくり 
学校いきいき活動 

プラン 
同左 同左 

事業費 １９,１００千円 １９,１００千円 １９,１００千円
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１２９ 教育環境の整備 

平成２０年度に整備した校務用パソコンを活用し、校内情報及び教員間の情報を共有し、さらなる校務の効

率化を図り、教育効果を向上させます。学校ホームページや連絡メール配信システム等 ICT を効果的に活用し、

家庭・地域との連携を強化することで、開かれた学校づくりを推進します。 

老朽化の進んでいる学校施設の改築を実施し、安全・安心な施設整備を行います。また、改築に際しては、

環境に配慮した学校づくりを進めるとともに、実情に合わせて地域のニーズに配慮した施設整備を行っていきま

す。 

建物のさらなる安全性確保のため、補強が必要な校舎・屋内運動場の耐震性能向上工事を実施するとともに、

屋上緑化を推進します。加えて、給食室やプール等の必要な改修等を実施します。 
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施策コード １２９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

校務の情報化の推進 
小学校７３校 

中学校３３校 
同左 同左 

事業費 ５２９，３２５千円 ５００，０００千円 ５００，０００千円

校内ＬＡＮの整備 
小学校７３校 

中学校３３校 
同左 同左 

事業費 ４４５，０４２千円 ４５０，０００千円 ４４０，０００千円

小中学校の改築 改築工事 ３校 改築工事 ４校 改築工事 ２校 

事業費 ４，７８５，０００千円 ６，４３５，０００千円 ３，３００，０００千円

学校緑化 屋上緑化 １校 屋上緑化 ３校 屋上緑化 ３校 

事業費 ２，１００千円 ６，３００千円 ６，３００千円

耐震性能向上工事 
小学校 ６校 

中学校 ４校 
小学校 ５校 小学校 ５校 

事業費 ６２７，６６３千円 １５５，０００千円 １５５，０００千円

施
設
改
修
・補
修
工
事 

給食室改修工事 
小学校 2 校 

中学校 １校 

小学校 １校 

中学校 １校 
小学校 2 校 

事業費 ３０６，５４０千円 ２０４，０００千円 ２０４，０００千円

外壁補修工事 
小学校 ３校 

中学校 ３校 

小学校 １校 

中学校 ５校 
小学校 ５校 

事業費 ４０４，１５８千円 ４０２，０００千円 ３３５，０００千円

屋上改修工事 小学校 １校 
小学校 ２校 

中学校 １校 

小学校 ２校 

中学校 １校 

事業費 ４２，０００千円 １２６，０００千円 １２６，０００千円

電気設備改修工事 小学校 １校 小学校 １校 小学校 １校 

事業費 ５６，３９３千円 ６０，０００千円 ６０，０００千円

手洗所改修工事 
小学校 ７校 

中学校 １校 

小学校 ８校 

中学校 ２校 

小学校 ５校 

中学校 ２校 

事業費 ３２２，５７１千円 ４０２，５００千円 ２８１，７５０千円

プール改修工事 
小学校 ３校 

中学校 １校 
小学校 ２校 

小学校 １校 

中学校 １校 

事業費 ２５２，０００千円 １２６，０００千円 １２６，０００千円

給水管改修工事 
小学校 ５校 

中学校 １校 

小学校 ４校 

中学校 １校 

小学校 ２校 

中学校 ２校 

事業費 ２５２，０００千円 ２１０，０００千円 １６８，０００千円
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（２）「生きる力」を育む教育の実践 

１３０ いきいきと学ぶ学校づくり 

「全国学力・学習状況調査」及び「東京都児童・生徒の学力向上を図るための調査」を全校実施します。その

結果を各学校が分析し、「確かな学力向上推進プラン」において改善策を示していきます。併せて、東京都教育

委員会の指導方法工夫改善加配（少人数指導、ティーム・ティーチング※による授業の推進）を活用してきめ細

やかな指導をしていきます。 

また、小学校における外国語活動の推進、職場体験を実施するチャレンジ・ザ・ドリーム、科学教育センター

の運営等により、時代の変化に対応できる様々な能力と想像性を育みます。そして、体力テストを実施し、子ども

たちの体力の実態を把握するとともに、その向上を図るため、体育活動の充実等に努めます。 

平成２４年から２か年の移行措置期間を設け、平成２６年度に読書科を完全実施します。 

※ ティーム・ティーチング：一つの授業を複数の教師で行うこと。理解に応じた個別指導ができるメリットがある。 

施策コード １３０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

「確かな学力」の向上 

各学校独自の「確かな

学力向上推進プラン」

を策定 

同左 同左 

全国学力・学習状況調

査の全校実施 
同左 同左 

事業費 ２３，２５８千円 ２３，２５８千円 ２３，２５８千円

少人数指導、ティーム・ティ

ーチングによる授業の推進 

（都による設置） 

小学校７３校 

中学校１９校 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

小学校外国語活動の推進 ＡＬＴの派遣 同左 同左 

事業費 ８２，０３８千円 ８２，０３８千円 ８２，０３８千円

科学教育センターの運営 

小学校 ９センター 

中学校 ５センター 
同左 同左 

科学教育センター 

推進委員会の運営 
同左 同左 

事業費 ２０，２５８千円 ２０，２５８千円 ２０，２５８千円

チャレンジ・ザ・ドリーム 

の充実（職場体験） 
実施及び検討 同左 同左 

事業費 ４，０７９千円 ４，８６９千円 ４，０７９千円

体力の向上 

体力テストの全校 

実施 
同左 同左 

生活リズム向上 

公開講座の全校実施 
同左 同左 

体力向上委員会 

の運営 
同左 同左 

スポーツ教育推進校 

の指定 
同左 同左 
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事業費 １３，７７２千円 １３，７７２千円 １３，７７２千円

読書科の実施 

読書科の開設 

移行措置を 

伴って実施 

読書科完全実施 

に向けた移行措置 
読書科完全実施 

事業費 １０４千円 ０千円 ０千円
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１３１ 校内での相談体制の充実 

いじめや不登校、発達等の様々な問題に対して、児童・生徒一人ひとりの状況に応じたきめ細かな指導等を

行うため、スクールカウンセラー※と連携しつつ、校内の相談体制の整備を図ります。併せて、関係機関との連携

を深め、教育研究所の機能を充実します。 

また、学校・教育相談室において、不登校の児童・生徒に対して、基礎学力の向上、生活リズムの定着及びコ

ミュニケーション能力を高める指導を行うとともに、学校及び家庭との協力を得ながら、子どもたちの学校復帰を

支援します。併せて、地域ボランティアの協力を得ながら、不登校の傾向にある子どもたちの自主・自律性の向

上を支援するとともに、登校サポートボランティア※を学校に派遣し、不登校の解消へつなげていきます。 

※ スクールカウンセラー：学校において児童・生徒の悩みの相談に応じる等教員の児童・生徒理解について指導・助言を行う人。 

※ 登校サポートボランティア：不登校児のいる家庭等に、心理等を修学している大学院生、地域人材等を派遣し、話し相手をしな

がら、登校刺激を行うボランティア。 

施策コード １３１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

校内相談体制の充実 
スクールカウンセラーの

全校配置 
同左 同左 

事業費 ５２，５０２千円 ５２，５０２千円 ５２，５０２千円

教育研究所の教育相談の 

充実（いじめ・不登校・発達

障害等） 

相談室４箇所 相談室４箇所 相談室４箇所 

事業費 ８，４４８千円 ８，４４８千円 ８，４４８千円

学校サポート教室 

の運営 
６箇所 ６箇所 ６箇所 

事業費 ９，４８８千円 ９，４８８千円 ９，４８８千円

不登校改善対策体験事業 

の実施 
１０事業 検討・実施 検討・実施 

事業費 １，８３４千円 １，８３４千円 １，８３４千円

登校サポートボランティア 

活用事業 
実施 実施 実施 

事業費 ８，６３５千円 ８，６３５千円 ８，６３５千円
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（３）特別支援教育の充実 

１３２ 特別支援教育の充実 

ＬＤ※、ＡＤＨＤ※、高機能自閉症※等を含めた障害のある児童・生徒一人ひとりに応じた、適切な教育支援を

行うとともに、特別支援教育※の一層の理解促進に努めます。 

また、児童・生徒数の増加に伴い、必要に応じて特別支援学級を設置していきます。 

※ LD（Learning Disabilities）：学習障害（基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、 読む、書く、計算する又

は推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すもの）。 

※ AD/HD（Attention Deficit / Hyperactivity Disorder）：注意欠陥多動性障害（不注意、多動性及び衝動性を中心とした症状

とする発達障害）。 

※ 高機能自閉症：他人との社会的関係の形成の困難さ、言葉の発達の遅れ、興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴

とする行動の障害である自閉症のうち，知的発達の遅れを伴わないもの。 

※ 特別支援教育：障害のある幼児児童生徒の自立、社会参加に向けた主体的な取組等を支援するという視点に立ち、幼児児童

生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活及び学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指

導及び必要な支援を行うもの。 

施策コード １３２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

特別支援学級の新設 
知的障害・中学校 

開設準備 

知的障害・中学校開設

船堀小学校 開設準備

船堀小学校 開設 

春江小学校 開設準備

事業費 ４８，０００千円  ８，０００千円 ８，０００千円

特別支援教育の推進 

特別支援教育推進校

の指定 
同左 同左 

校内研修の実施 同左 同左 

専門研修の実施 同左 同左 

事業費 ７，０３３千円 ７，０３３千円 ７，０３３千円

専門家チームの派遣 実施 同左 同左 

事業費 １，７７２千円 １，７７２千円 １，７７２千円

 

（４）開かれた学校づくり 

１３３ 学校と家庭、地域、関係機関との連携強化 

全校に保護者及び地域の学校関係者等からなる学校関係者評価委員会を設置します。学校関係者評価委

員会による学校評価を実施し、学校･家庭･地域が一体となった学校づくりを行い、学校の教育力の向上を図り

ます。 

 施策コード １３３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

学校評価の推進 
学校評価報告書 

の改訂 

学校関係者評価委員

会の全校設置 

学校関係者評価委員に

よる学校評価 

の実施 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円
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１３４ 放課後児童の健全育成の推進 

放課後等の学校施設を有効に活用しながら、地域、学校及び保護者の連携を推進し、様々な体験を通して、

子どもたちの豊かな人間性を育むことを図るため、学童クラブの機能を包摂したすくすくスクール事業の一層の

充実に努めます。また地域ボランティアによるサポートセンターの働きかけをさらに推進し、各地域の特色ある活

動を支援します。 

さらに、配慮を要する児童の受入れに対応するため、各すくすくスクール職員を対象にした研修・巡回指導を

実施します。 

施策コード １３４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

すくすくスクールの充実 

再掲 107 
地域・学校との連携強化 同左 同左 

事業費 １，０７１，１５９千円 １，０７１，１５９千円 １，０７１，１５９千円

職員研修・巡回指導 
実施 

（１２校・年３回） 
同左 同左 

事業費 １，１４９千円 １，１４９千円 １，１４９千円

 

１３５ 地域の人々が集う学校づくり 

学校施設を地域の文化・スポーツ活動の拠点として位置付け、区民が利用しやすい施設整備、設備の充実

を行うことで、区民の誰もが参加できる文化・スポーツ活動を支援します。 
施策コード   １３５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

校庭・体育館・プール・ 

特別教室等の地域開放 

小学校 ７３校 

中学校 ３３校 
同左 同左 

事業費 ４６，４９２千円 ４６，４９２千円 ４６，４９２千円
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第２節 

学びと協働による 

区民文化づくり 

 

１ 人生を豊かにする生涯学習 

（１）時代にふさわしい生涯学習機会の提供 

（２）生涯学習の裾野を広げるしくみづくりと学習成果の活用 

 

２ 江戸川区の良さを活かしたボランティア活動と 

コミュニティ活動 

（１）ボランティア立区の推進 

（２）時代にふさわしいコミュニティの形成 

 

３ 創造性豊かな江戸川文化 

（１）「江戸川文化」の創造 

 

４ 男女共同参画社会の推進 

（１）性別に関係しない機会平等の社会づくり 

 

５ 世界の人々との交流と共生 

（１）「地球人」の意識づくり 

（２）世界からの人々が共生する地域社会の構築 

（３）世界平和のためのまちづくり 

 

６ 安心できる消費生活 

（１）安心できる消費生活への支援 

（２）参加型消費者の支援 
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１ 人生を豊かにする生涯学習 

【施策の考え方】 

豊かな人生とより良い地域社会を目指し、多くの区民が実りある生涯学習に取組めるように、様々な学習の場

及び機会を提供します。 

また、情報の提供、相談サービス、図書館等の施設の充実等、区民の自主的な学習活動を支援するための

環境づくりを行います。さらに、学習する人々の励みにもなり、地域の教育力の向上、活性化等にも繋がるよう、

学習によって得られた知識、技術、経験等を活かして地域社会に寄与できるよう支援します。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（１）時代にふさわしい生涯学習機会の提供 

２０１ 「江戸川総合人生大学」の充実 

これまでの人生経験や知識を活かして地域に貢献したいと考えている区民の方々に、「共育」「協働」の学び

と実践を通して、自分らしい地域貢献を見つけてもらうように、より効果的に学べるカリキュラム作りに努めます。 

 施策コード ２０１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

江戸川総合人生大学の充実 カリキュラム等の充実 同左 同左 

事業費 ４４，２２２千円 ４４，２２２千円 ４４，２２２千円
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２０１ 「江戸川総合人生大学」の充実 

ア． 江戸川総合人生大学の充実 

 

 

 

２０２ 学びの広報と機会づくり 

 

２０３ 地域での学びの場の提供 

ア． 子ども未来館の充実 

イ． 図書館サービスの充実 

 

２０４ 学びの支援と学習成果の活用 

生
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（２）生涯学習の裾野を広げるしくみづくりと学習成果の活用 

２０２ 学びの広報と機会づくり 

一人でも多くの区民が生涯学習に参加できるように、情報技術等の活用を図り、総合人生大学、国、都、民間

機関等が実施する講座等を紹介します。また、気軽に学びを体験できる機会の提供に努めます。さらに、生涯

学習の裾野を広げるために、実際に学んでいる人が、学びの楽しさ、充実感等を周囲の人に伝えられるよう、そ

の促進を図ります。 

 

２０３ 地域での学びの場の提供 

子ども未来館では、ゼミ・クラブを中心とした半年から通年のプログラムを実施し、子どもの継続的な学び活動

を進めます。 

また、地域の人材に加え大学や企業、研究機関等と積極的に連携し、学校では学びにくい分野の探究型プ

ログラムを開発、実施します。さらに、篠崎子ども図書館との一体的運営により、平日プログラムの充実を図りま

す。 

また、時代のニーズに対応した図書資料の充実に努め、区民の様々な情報収集の要求に応えられるよう、高

度なレファレンスサービスを提供します。 

施策コード ２０３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

子ども未来館の充実 プログラムの充実 同左 同左 

事業費 ５０，７４５千円 ５０，７４５千円 ５０，７４５千円

図書館サービスの充実 図書資料の充実 同左 同左 

事業費 ２３３，３１３千円 ２３３，３１３千円 ２３３，３１３千円

 

２０４ 学びの支援と学習成果の活用 

総合人生大学等における学びを契機とした区民の自発的な学習を促進するため、学習サークルを育成し、

学習サークル間の連携を促進する等の、学びのネットワークづくりを支援します。また、一定の学びの成果を得

た区民が､その成果を発表する場、他の区民に教える機会等の整備に努めます。 



42 
 

２ 江戸川区の良さを活かしたボランティア活動とコミュニティ活動 

【施策の考え方】 

地域社会において、区民の自主的な取組みを必要とする新たな課題が生じています。このため、区民一人ひ

とりがボランティアとして、活躍できるようなしくみづくりを行い、自立性の高い、思いやりと支えあいのある、豊か

なコミュニティをつくります。また、町会・自治会を基礎としつつ、テーマコミュニティ等、様々なコミュニティが自主

的に活発に活動できるような環境を整えます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（１）ボランティア立区の推進 

２０５ ボランティア活動のためのプラットフォーム※の構築 

ボランティアセンターの運営主体を含め、NPO 等との連携や協働のあり方を研究することによって、さらにボラ

ンティア活動の拡大を目指します。 

また、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災の教訓と、１０年前の阪神淡路大震災の経験を活かし、繰

り返し災害に対する意識を啓蒙していくとともに、官民合同のシミュレーションを行い、災害に備えていきます。 

※ プラットホーム：駅のプラットホームのように、様々なボランティア活動を支える共通の土台。 
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２０５ ボランティア活動のためのプラットフォームの構築 

ア． ボランティアセンター運営のあり方について再検討 

イ． 災害時のボランティアセンターの機能発揮と区民ボラ

ンティアの連携 

 

２０６ ボランティアを支える人づくり 

ア． ライフスタイルの変化や価値観の多様化に対応した 

ボランティアの裾野の拡大 

２０７ ボランティア団体などへの支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０８ 町会・自治会などを基礎としたコミュニティの活性化 

ア． 町会・自治会の活動支援 
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施策コード ２０５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

ボランティアセンター運営の

あり方について再検討 

２４０団体の情報を提供 2４５団体の情報を提供 ２５０団体の情報を提供

メールマガジンの実施 同左 同左 

コーディネイト １８０件 コーディネイト １９０件 コーディネイト ２００件

相談 ４６０件 相談 ４７０件 相談 ４８０件 

事業費 １，４３６千円 １，４３６千円 １，４３６千円

災害時のボランティア 

センターの機能発揮と 

区民ボランティアの連携 

災害体験事業の見直し 災害体験事業の充実 同左 

事業費 １，７３０千円 １，７５０千円 １，７７０千円

 

２０６ ボランティアを支える人づくり 

広報紙やホームページﾞによる活動情報の収集や紹介をはじめ、区民のニーズﾞに沿ったボランティアの裾野

を拡大することで、区民のボランティア意識をさらに高めていきます。併せてボランティア組織の育成も目指して

いきます。 

施策コード ２０６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

ライフスタイルの変化や価値

観の多様化に対応したボラン

ティアの裾野の拡大 

ボランティア出前講習 

５６校 

ボランティア出前講習 

５８校 

ボランティア出前講習 

６０校 

体験先 １６０か所 体験先 １６５か所 体験先 １７０か所 

ボランティア入門講座 同左 同左 

ボランティア 

フェスティバル 
同左 同左 

手話講座等 ５講座 同左 同左 

事業費 ２，５４４千円 ２，５６４千円 ２，５８４千円

 

２０７ ボランティア団体などへの支援 

ボランティア団体相互の情報交換等、連携して活動を行うネットワークづくりを支援します。 

 

（２）時代にふさわしいコミュニティの形成 

２０８ 町会・自治会などを基礎としたコミュニティの活性化 

地域の諸課題の解決を図る、町会･自治会等の地域団体による活動を様々な側面から支援します。 

施策コード ２０８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

町会・自治会の活動支援 活動支援 同左 同左 

事業費 １５８，３６９千円 １５８，３６９千円 １５８，３６９千円
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３ 創造性豊かな江戸川文化 

【施策の考え方】 

区は、都心から至近な位置にありながら、水と緑に恵まれ、地域の中で住み、働き、学び、憩うことができる等、

うるおいと楽しさのある魅力的な都市として発展しています。このような中で、文化財、伝統工芸等の伝統文化を

継承し、様々な地域の資源、特長等を活かして新たな生活文化を創造し、魅力あふれる「江戸川文化」として世

界に向けて発信していく等、創造性の豊かな江戸川文化を育みます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）｢江戸川文化｣の創造 

２０９ 文化の創造のための活動の支援 

区内で活動するサークル連合会等の文化団体の活動支援や、江戸川区文化祭・文化賞表彰等を実施し、区

民の文化向上につなげます。 

施策コード ２０９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

「まちの魅力」の向上や創

造、心のゆとりや豊かさ等の

ための取組み 

実施 同左 同左 

事業費 ２７，８２８千円 ２７，８２８千円 ２７，８２８千円

 

創
造
性
豊
か
な
江
戸
川
文
化 

２０９ 文化の創造のための活動の支援 

ア． 「まちの魅力」の向上や創造、心のゆとりや豊かさ 

等のための取り組み 

２１０ 豊かな生活文化の形成 

ア． 各種講座・スポーツ指定開放の開催 

イ． 公益性のある大会、講座等の支援･後援 

ウ． 実行委員会組織による各種イベントの開催 

 

２１１ 国際文化との交流と情報発信 

 

２１２ 地域資源などの活用 

 

２１３ 文化情報の発信 

ア． 文化施設を活用した効果的な文化の発信 

２１４ 伝統文化の継承と積極的な活用 

ア．良質な芸術文化の醸成 

イ．一之江名主屋敷の保存管理・活用 

ウ．郷土資料室の運営 

エ．仏教美術調査と成果発表 

オ．影向のマツの保護 

「江
戸
川
文
化
」の
創
造 
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２１０ 豊かな生活文化の形成 

区内大会の開催等のスポーツ活動を支援し、スポーツの振興を図ります。 

施策コード ２１０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

各種講座・スポーツ指定開放

の開催 
開催 同左 同左 

事業費 １７，０９９千円 １７，０９９千円 １７，０９９千円

公益性のある大会、講座等

の支援・後援 
支援 同左 同左 

事業費 １８，７０８千円 １７，０１１千円 １７，０１１千円

実行委員会組織による各種

イベントの開催 

実行委員会による各種

イベントの開催 
同左 同左 

事業費 ８，６５７千円 ８，１２１千円 ８，１２１千円

 

２１１ 国際文化との交流と情報発信 

国際的な文化イベントの開催、区民の多彩な文化交流への支援等により、親善及び相互理解が図れる機会

を充実するとともに、世界に向けて江戸川文化に関する情報を発信します。 

 

２１２ 地域資源などの活用 

区の概要を紹介する冊子を作成し、区の魅力を広く紹介します。また、多くの人々が集まるイベント等の積極

的な誘致活動を展開し、地域を舞台とする様々な交流を推進します。 

 

２１３ 文化情報の発信 

篠崎文化プラザで行う企画展示や、タワーホール船堀・総合文化センターで行うコンサートや演劇、グリーン

パレスで行うイベントや発表会等、文化施設から江戸川区らしい文化の発信を行っていきます。 

施策コード ２１３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

文化施設を活用した効果的

な文化の発信 
実施 同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

 

２１４ 伝統文化の継承と積極的な活用 

芸術文化の質の向上を図り、良質な「江戸川文化」を育むことで、江戸川に住みたい、江戸川に行きたいと思

われるような文化を醸成していきます。また、一之江名主屋敷の保存管理や仏教美術品の調査、影向のマツの

保護等を行うことにより、区の文化財の適切な保全・継承に努めます。 
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施策コード ２１４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

良質な芸術文化の醸成 実施 同左 同左 

事業費 １，９１１千円 １，９１１千円 １，９１１千円

一之江名主屋敷の 

保存管理・活用 

施設及び敷地景観 

の維持管理 

体験教室の開催 

同左 同左 

事業費 １７，８３９千円 １２，０００千円 １２，０００千円

郷土資料室の運営 

企画展の開催 

収蔵品を活用した 

体験イベントの開催 

同左 同左 

事業費 ７，１９９千円 ７，１９９千円 ７，１９９千円

仏教美術調査と成果発表 報告書の刊行 

事業費 ３，１５０千円

影向のマツの保護 保護・指導 同左 同左 

事業費 １９２千円 １９２千円 １９２千円
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４ 男女共同参画社会の推進 

【施策の考え方】 

男女がお互いに尊重しあい、その能力と個性を発揮できる地域社会の実現をめざして、男女平等の意識

づくりを進め、区民と力を合わせて環境整備を行います。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

（１）性別に関係しない機会平等の社会づくり 

２１５ 男女共同参画推進計画の実施 

区民等と区との協働による男女共同参画社会の実現に向けて、「江戸川区男女共同参画推進計画」の着実

な推進を図ります。 

施策コード ２１５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

江戸川区男女共同参画 

推進計画の着実な推進 

推進 

推進 同左 計画の進捗状況の 

検証 

事業費 ２２２千円 ２２２千円 ２２２千円

 
２１６ 男女平等に向けた意識の形成 

男女がともに尊重しあい、それぞれの能力と個性が充分発揮できる社会の実現を目指し、より広い視野で男

女共同参画の知識を区民全体に浸透させていくための意識啓発を継続していきます。 

施策コード ２１６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

男女平等に向けた 

意識啓発の推進 

講演会等の開催 

情報誌の発行 
同左 同左 

事業費 ９２２千円 ９２２千円 ９２２千円

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進 

２１５ 男女共同参画推進計画の実施 

ア． 江戸川区男女共同参画推進計画の着実な推進 

 

２１６ 男女平等に向けた意識の形成 

ア． 男女平等に向けた意識啓発の推進 

 

２１７ 男女がいきいきと働き自立できる環境づくり 

ア． ワーク・ライフ・バランスの意識啓発及び女性の 

自立支援 

イ． ワーク・ライフ・バランスの推進 

 

２１８ 性別によらず人権が確立・擁護される社会づくり 

ア． 配偶者等からの暴力（DV）被害の拡大防止及び 

相談事業の充実  

機
会
平
等
の
社
会
づ
く
り 

性
別
に
関
係
し
な
い 
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２１７ 男女がいきいきと働き自立できる環境づくり 

仕事と生活の調和を図るワーク・ライフ・バランスの意識啓発を進め、女性の自立のための就労支援

講座等を実施します。 

施策コード ２１７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

ワーク･ライフ・バランスの 

意識啓発及び 

女性の自立支援 

講座の開催 同左 同左 

事業費 ５８６千円 ５８６千円 ５８６千円

ワーク・ライフ・バランスの 

推進   

ワーク・ライフ・バランス

推進協議会の開催 
同左 同左 

産業賞での企業表彰 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、ワーク・ライフ・バランスの推進（施策コード 606）の中で計上しています。 
 
２１８ 性別によらず人権が確立・擁護される社会づくり 

暴力根絶の意識を広めるとともに、被害者保護のため配偶者等からの暴力に関する相談、支援の充実を

図ります。 
施策コード ２１８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

配偶者等からの暴力（DV）被

害の拡大防止及び相談事業

の充実 

相談の実施 同左 同左 

啓発活動の実施 同左 同左 

DV ネットワーク会議の

開催 
同左 同左 

講座の開催 同左 同左 

DV 相談カードの作成・

配布 
同左 同左 

事業費 ２，１６９千円 ２，１６９千円 ２，１６９千円
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５ 世界の人々との交流と共生 

【施策の考え方】 

区内に住む世界からの人々が増加しています。環境、平和等地球規模の課題に対して、区民一人ひとりが、

同じ地球に住む「地球人」としての発想を持ち、ともに暮らしていける環境を整えます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（１）「地球人」の意識づくり 

２１９ 地球人の意識づくり 

区立小学校に外国人英語科指導助手を配置することにより、小学校における外国語活動を推進し、国際感

覚豊かな人材の育成に努めます。 

地域まつりやイベントにおいて、本区の地域性や特長等を PR するとともに、区内外国人に対する防災関連情報を

はじめ、安心して生活するための情報提供や、各国の食文化等の紹介を通じて相互理解の促進に努めます。 

また、近年広がりつつある外国人コミュニティと地域との交流拡大を支援することで、より安心で住みよい地域を目

指します。 

世
界
の
人
々
と
の
交
流
と
共
生 

２１９ 地球人の意識づくり 

ア． 小学校外国語活動の推進 （再掲 130） 

      

２２０ 世界の人々との交流の促進 

 

 

２２１ 青少年の海外派遣事業の推進 

ア． 「青少年の翼」事業の充実 （再掲 113） 

 

 

２２２ 日常生活の支援 

 

２２３ 生活上の問題を解決する仲介役の確保 

 

２２４ 地域社会との交流促進 

 

２２５ 行政サービスの充実 

 

 

２２６ 平和意識の啓発 

 

２２７ 平和教育の充実 

 

２２８ 平和への取組みの支援

「地
球
人
」
の
意
識
づ
く
り 

地
域
社
会
の
構
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施策コード ２１９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

小学校外国語活動の推進 

再掲 130 
ＡＬＴの実施 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、小学校外国語活動の推進（施策コード 130）の中で計上しています。 

 

２２０ 世界の人々との交流の促進 

区内在住外国人を対象とした防災訓練の拡充や避難場所等防災に関連する必要な情報の外国語によるき

め細かな提供等、関係部署と連携しながら支援を充実していきます。 

永住や就労等の長期滞在者が増加傾向にある中、引き続き子育て・教育・医療・年金等安心して生活するための

相談体制や行政サービスをさらに充実していきます。 

また、地域において文化や生活習慣の違いに起因する問題への対応や不当な差別を招くことのないように、外国

人コミュニティにおけるキーパーソンを中心とした情報提供や相談を通じてコミュニケーションを図ります。 

 
２２１ 青少年の海外派遣事業の推進 

青少年を世界各国へ派遣し、ホームステイや文化体験等の幅広い体験を通して国際感覚を培った次代を担

う人材の育成を図ります。また、青少年の翼に参加した団員が、その後も地域等でさらに活躍できるよう支援しま

す。 

 施策コード ２２１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

「青少年の翼」事業の充実 

再掲 113 

派遣先 ５か国 

派遣人数 １００人 
同左 同左 

事業費 ４９，５４７千円 ４９，５４７千円 ４９，５４７千円

 

（２）世界からの人々が共生する地域社会の構築 

２２２ 日常生活の支援 

世界からの人々が、ひとりの区民として区で安心した生活ができるように、外国語のできるボランティアによる

支援をはじめ、日常生活における様々な相談及び生活支援を行います。また、様々な活動を行っている民間交

流団体、ボランティアの人々等のネットワーク化を図るとともに、効果的な支援ができるように条件整備を進めま

す。 

 

２２３ 生活上の問題を解決する仲介役の確保 

食生活をはじめ、文化や生活習慣の違いに起因する様々な問題について、相互に意見交換し、解決策を見

出せるように、地域において仲介役のできる人を確保します。また、トラブルや不当な差別を招くことがないよう

に、情報提供と相談に努めます。 
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２２４ 地域社会との交流促進 

世界からの人々が気軽に地域活動に参加できる、開かれた地域社会づくりを促進し、相互交流を通じて地域

コミュニティがさらに活発になることを目指します。 

 

２２５ 行政サービスの充実 

世界からの人々が安心した生活ができるように、相談体制の整備、防災安全対策の確立、区政情報の外国

語による提供等、行政サービスをさらに充実させます。 

 
（３）世界平和のためのまちづくり 

２２６ 平和意識の啓発 

水と緑に囲まれた郷土を次世代に守り伝えていくため、生命の尊さと平和の大切さを考える機会をもつことは

重要であり、「江戸川区平和都市宣言」の趣旨を踏まえて、各種のイベント等多様な機会を通じて、区民への情

報提供と意識啓発に努めます。 

 
２２７ 平和教育の充実 

戦争の悲惨な体験をされた人々の話しは、大変貴重な証言であり、後世に伝える手段として映像等記録とし

て残し、様々な機会を通じて、世代を問わず伝えていきます。 

 

２２８ 平和への取組みの支援 

戦争の悲惨さ、生命の尊さ等について区民が改めて考える機会を提供するため、平和祈念式典の実施や平

和資料の展示等、区民の自主的な取組みを支援します。 
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６ 安心できる消費生活 

【施策の考え方】 

区民の消費生活における被害を防止し、区民が安全に消費生活を営むことができるようにします。また、消費

者である区民が自ら主体的・合理的行動をすることにより消費生活の安全・安心を得ることができるようにしま

す。 

【施策体系図】 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（１）安心できる消費生活への支援 

２２９ 情報提供の充実 

消費者教室、ホームページや各種情報紙、イベント等により、消費者被害の事例や被害を未然に防止するた

めの情報提供を行います。 

 また、区民が消費生活において、適切に商品を選択し、使用・利用できるよう、消費者教育や情報提供を充実

していきます。 

施策コード ２２９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

消費者被害未然防止 

のための情報提供 

消費者教室・講座の 

実施 
同左 同左 

消費生活情報紙の 

拡充 

消費生活情報紙の 

発行 
同左 

ホームページ全体構成

の見直し 
ホームページの運用 同左 

情報紙「みまもりネット」

の発行 
同左 同左 

事業費 ４，２５４千円 ４，２５４千円 ４，２５４千円

 

安
心
で
き
る
消
費
生
活 

２２９ 情報提供の充実 

ア． 消費者被害未然防止のための情報提供 

 

２３０ 学習機会の充実 

ア． 小中学校での消費者教育の推進 

 

２３１ 関係機関との連携強化 

 

２３２ 相談体制の充実 

 

２３３ 消費者団体活動への支援 

 

 

 

２３４ 消費行動に関する情報提供 

 

消
費
生
活
へ
の
支
援 

安
心
で
き
る 

参
加
型
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費
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２３０ 学習機会の充実 

子どもへの消費者教育を充実させるため、教育委員会等との連携を図りながら、児童・生徒を対象とした消費

者教育の充実に努めます。また、区内の小中学校を対象に、消費生活情報紙「ニュースレター」を発行・提供し

ます。 

施策コード ２３０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

小中学校での消費者教育の

推進 

情報紙「ニュースレタ

ー」の見直し 

情報紙「ニュースレタ

ー」の発行 
同左 

関係部署との連携強化 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、消費者被害未然防止のための情報提供（施策コード 229）の中で計上しています。 

 

２３１ 関係機関との連携強化 

悪質商法による被害の拡大防止・未然防止を推進するため、消費者行政を担う国、都の各機関、警察等との

連携をより一層強化します。併せて、消費者被害の増加傾向にある熟年者への対応として、地域包括支援セン

ター等関係機関との連携によるネットワークを図り、被害の迅速かつ適切な被害救済と未然防止を図ります。 

 
２３２ 相談体制の充実 

高度情報化、金融自由化等に伴う複雑契約・解決困難相談の増加に対し、相談員研修を充実するとともに、

弁護士による専門アドバイスを活用していきます。 

 
（２）参加型消費者の支援 

２３３ 消費者団体活動への支援 

消費者団体が自主的・自立的に活動を展開し、区民の消費生活の向上に寄与できるよう、各種情報提供や

学習支援を行います。 

 

２３４ 消費行動に関する情報提供 

消費者教室、ホームページや各種情報紙、イベントにより、自ら主体的・合理的に行動する区民へ情報提供

を継続的に実施し、さらなる意識向上を図ります。 
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第３節 

いきいきとした生活のための 

健康・福祉の社会づくり 

〔１〕 区民の健康づくりのために 

 

１ 生活習慣病と健康 

（１）区民の生命と健康を守るためのしくみづくり 

（２）がん予防対策の推進 

 

２ 心の健康づくり 

（１）心を元気にするためのしくみづくり 

 

３ 生涯スポーツの推進 

（１）健康スポーツ都市・江戸川の形成 

 

４ 感染症と健康危機への対応 

（１）感染症対策などの充実 

 

５ 食と住の安全性 

（１）健康食住の推進 
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１ 生活習慣病と健康 

【施策の考え方】 

高齢化の進展、食生活、ライフスタイル等の多様化に伴い、生活習慣病が区民共通の課題となっています。 

生活習慣病は、日頃の生活習慣と密接な関係があるため、正しい生活習慣を身に付け、年齢、生活環境等

に応じた健康づくりを進めることが大切です。自分の健康は自分で守り、自分でつくることを基本に、区民一人

ひとりの｢健康寿命｣をのばすことを積極的に支援するための施策を展開します。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
活
習
慣
病
と
健
康 

３０１ 健康サポートセンターの運営 

３０２ 安心できる保健医療体制の整備 

ア． 固定式休日診療の充実 

３０３ いつでも受けられる健診体制の充実 

ア． 区民基本健診の充実 

アー１ ４０歳未満・その他 

アー２ ７５歳以上の後期高齢者医療制度加入者 

（委託） 

イ． 生活習慣病に関する健康診査（特定健診）の充実  

ウ． がん検診の充実 

エ． 母子保健の充実 

オ． 成人歯科健診の充実 

カ． 乳幼児からの歯科健診の充実 

３０４ より良い生活習慣づくり 

ア． 食育推進計画の推進  

イ． 生活習慣病予防事業の充実  

ウ． 生活習慣病予防に関する保健指導（特定健診） 

の充実 

エ． ８０２０運動の推進 

３０５ 地域からの健康づくり 

ア． 地域密着型の健康づくり運動の展開 

イ． ファミリーヘルス推進員の支援 

ウ． 健康ボランティアの育成及び支援  

３０６ 手軽な健康増進のためのしくみづくり 

 

３０７ がん予防対策の推進 

ア． がん検診の充実 （再掲載 303） 

イ． 受診率向上事業の実施  【新】 

ウ． がん予防推進月間等普及啓発の実施  

エ． 喫煙率低下の取組み 【新】 

オ． がんシステムの構築 【新】 

カ． がん予防推進協議会の設置 【新】 
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（１）区民の生命と健康を守るためのしくみづくり 

３０１ 健康サポートセンターの運営 

妊娠分娩期及び乳幼児期から熟年期までの健康相談、各種健診、精神保健福祉、生活習慣病予防対策、

介護予防等を行う健康サポートセンターを区内８か所に設置し、生涯を通じた健康づくりを支援します。 

 

３０２ 安心できる保健医療体制の整備 

５月の連休及び年末年始の固定式休日診療を医師会館と医療検査センターで実施します。また、従来の輪

番制との連携を図ることにより、区民が安心できる医療体制の整備に努めます。 

施策コード ３０２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

固定式休日診療の充実 
固定式休日診療事業

の充実 
同左 同左 

事業費 ２３，９２３千円 ２３，９２３千円 ２３，９２３千円

 

３０３ いつでも受けられる健診体制の充実 

医療保険者が実施する生活習慣病予防の健診を踏まえつつ、区民等の健康増進を図り、切れ目のない健診

体制の整備に努めます。 

また、妊婦健診から乳幼児期の健康づくりの充実を進め、母子保健の向上に努めます。 

施策コード ３０３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

区
民
基
本
健
診
の
充
実

４０歳未満・その他 １３，７５０人 １３，９００人 １４，０５０人 

事業費 １０６，０５１千円 １０７，１１８千円 １０８，３１８千円

７５歳以上の後期高齢者 

医療制度加入者（委託） 
３２，６００人 ３４，２００人 ３６，２００人 

事業費 ２９４，２０１千円 ３０８，４１５千円 ３２６，１９５千円

生活習慣病に関する健康診査 

（特定健診）の充実  
６２，０００人 

江戸川区国民健康保

険健康診査（特定健康

診査等）実施計画の 

策定・実施 

計画の実施 

事業費 ６９０，４９８千円 ※※※千円 ※※※千円

がん検診の充実 １２６，３００人 １３２，６１５人 １３９，２４６人 

事業費 ８８９，１３２千円 ９４４，０８９千円 ９９１，２９３千円

母子保健の充実 

妊婦健康診査受診費 

助成の拡充 
同左 同左 

乳幼児健診の実施 

４２，７５０人 
同左 同左 

事業費 ６９３，２１３千円 ６９３，２１０千円 ６９３，２１０千円
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成人歯科健診の充実 ６，５００人 ６，５５０人 ６，６００人 

事業費 ５４，５７７千円 ５４，９８８千円 ５５，３９８千円

乳幼児期からの 

歯科健診の充実 

乳幼児歯科事業 

の実施 

３３，４５０人 

同左 同左 

事業費 ５０，７１５千円 ５０，７１０千円 ５０，７１０千円

 

３０４ より良い生活習慣づくり 

健康で生き生きとした生活を送るため、「食」に関わる団体との連携を通じた食育推進計画を推進します。 

また、「特定健診等実施計画」に基づき、生活習慣病に関する健康診査（特定健診）の結果等を踏まえ、メタ

ボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の該当者及び予備群に対して、生活習慣の改善等を図る適切な保健指

導を実施するとともに、生活習慣アクションプランに基づいた普及啓発に努めます。 

また、歯科医師会と協力し、口腔疾患の予防及び口腔ケアに関する普及啓発に努めます。 

施策コード ３０４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

食育推進計画の推進 
江戸川区食育推進 

計画の推進 

江戸川区食育推進 

計画の改定検討 

江戸川区食育推進 

計画の推進 

事業費 １，２２１千円 １，２２１千円 １，２２１千円

生活習慣病予防事業の充実

セミナー、講演会、 

イベント等の開催 
同左 同左 

食生活改善の支援 同左 同左 

事業費 ２，７９１千円 ２，７９１千円 ２，７９１千円

生活習慣病予防に関する 

保健指導(特定保健指導) 

の充実 

１，８９０人 

江戸川区国民健康保

険健康診査（特定健康

診査等）実施計画の 

策定・実施 

計画の実施 

事業費 ４８，４２６千円 ※※※千円 ※※※千円

８０２０運動※の推進 周知・啓発 同左 同左 

事業費 ６５千円 ６５千円 ６５千円

※ ８０２０運動：「８０歳になっても２０本以上自分の歯を保とう」という運動。 
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３０５ 地域からの健康づくり 

生活習慣病及び老化の予防を図るため、ウオーキング、老化予防等の健康課題に関する地域出前講座を実

施する等、地域の自主的な健康づくり運動を支援します。 

食習慣改善、口腔ケア等の健康づくりについての総合的な学習の機会を提供するとともに、受講者の自主的

な活動の立ち上げを支援することにより、地域の健康づくり活動を担うリーダーの育成に努めます。 

また、健康講座、ウオーキング等の啓発・活動等を推進し、家庭・地域からの健康づくりを担うファミリーヘルス

推進員の活動を支援するとともに、地域で健康づくり活動を実践するボランティアの育成等に努めます。 

施策コード ３０５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

地域密着型の健康づくり 

運動の展開 

ウオーキング大会・ 

各種健康講座の開催 
同左 同左 

事業費 ２，７３６千円 ２，７３０千円 ２，７３０千円

ファミリーヘルス推進員 

の支援 

活動支援 

８団体 ３５０名 
同左 同左 

事業費 １２，３４０千円 １０，２２０千円 １２，３４０千円

健康ボランティア 

の育成及び支援  

ボランティア 

の育成及び支援 
同左 同左 

事業費 ３７９千円 ３８０千円 ３８０千円

 

３０６ 手軽な健康増進のためのしくみづくり 

河川堤防上の通路等の利用を図り、サイクリングロードの整備の充実に努める等、健康増進のために、自然

の中で気持ちよく散歩等が行える環境づくりを推進します。 
 

（２）がん予防対策の推進 

３０７ がん予防対策の推進 

区民のがんに関する意識調査の実施や９月の「がん予防推進月間」の取組み等により、がん検診の受診率の

向上に努め、がんの早期発見、早期治療に繋げます。 

また、一般健康相談事業での禁煙指導の実施、区内禁煙外来医療機関の紹介、普及啓発等を進め、がん予

防のために喫煙率の低下に努めていきます。 

施策コード ３０７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

がん検診の充実 

再掲 303 
１２６，３００人 １３２，６１５人 １３９，２４６人 

事業費 ８８９，１３２千円 ９４４，０８９千円 ９９１，２９３千円

受診率向上事業の実施 

【新】 

受診率に関する調査 

の実施 

調査結果の検討・ 

効果的な勧奨の実施 
効果的な勧奨の実施 

事業費 ６，９４７千円 ６，９４７千円 ６，９４７千円



60 
 

がん予防推進月間等 

普及啓発の実施 

推進大会・講演会等 

の実施 
同左 同左 

事業費 １，９３２千円 １，９３２千円 １，９３２千円

喫煙率低下の取組み 

【新】 
普及啓発の実施 同左 同左 

事業費 ９５千円 ９５千円 ９５千円

がんシステムの構築 

【新】 
システムの構築 システムの運用 同左 

事業費 ３２，８０２千円 ※※※千円 ※※※千円

がん予防推進協議会の設置

【新】 

普及啓発部会 

精度管理・治療支援部会

での検討 

同左 同左 

事業費 ３１３千円 ３１３千円 ３１３千円
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２ 心の健康づくり 

【施策の考え方】 

ストレスの多い社会に生きる現代人にとって、「心の健康」は生活の質を左右する重要な要因の一つです。家

族関係、地域社会への帰属意識等が大きく多様化する中で、高度情報化社会の進展等により、区民一人ひとり

をとりまく環境はこれまでにも増して変化が激しくなっています。このような変化を受け止め、心のバランスを保っ

ていくことが大切です。 

そのため、心の健康を保つための啓発、正しい情報の提供、相談支援等の心を元気にするためのしくみづく

りを進めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（１）心を元気にするためのしくみづくり 

３０８ こころの健康づくり対策 

心の健康の維持するための施策として、電話相談事業や早期発見のしくみづくりや正しい知識の普及啓発事

業を継続して実施します。 

江戸川区自殺防止連絡協議会を設置し、本区における自殺防止対策を総合的、かつ、効率的に推進してい

きます。特に人材育成を強化し、ゲートキーパー研修を拡充していきます。 

また、東京都薬物乱用防止推進江戸川区地区協議会(薬防協)の事務局として、教育委員会や学校、警察と

連携し薬物乱用防止の普及啓発活動を推進します。 

施策コード ３０８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

「こころの健康ホットライン」 

「こころの体温計」事業実施 

電話による相談 

メンタルヘルスチェック

システム 

同左 同左 

事業費 ５，０８４千円 ５，１１８千円 ５，１１８千円
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３０８ こころの健康づくり対策 

ア． 「こころの健康ホットライン」 

「こころの体温計」事業実施 

イ． 自殺予防対策の実施  

ウ． 薬防協の活動の支援 
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自殺予防対策の実施 

自殺防止連絡協議会

の開催 

普及啓発活動（講演

会・キャンペーン実施）

人材育成（ゲートキー

パー研修実施） 

自死遺族支援事業 

同左 同左 

事業費 １，６３４千円 １，６３４千円 １，６３４千円

薬防協の活動の支援 
薬物乱用防止の普及

啓発活動の実施 
同左 同左 

事業費 １，４７６千円 １，４７６千円 １，４７６千円
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３ 生涯スポーツの推進 

【施策の考え方】 

生活習慣病を予防し、心の健康を保ち、生涯にわたっていきいきと楽しく暮らすためには、そのもととなる身体

の健康づくりを進めることが不可欠であり、区民一人ひとりが体力、興味等に応じて生涯スポーツを続けることが

大切です。 

江戸川区には、球場、陸上競技場等のスポーツ競技の本格的な施設をはじめ、河川敷の野球場、サッカー

グラウンド、健康の道、サイクリングロード等、健康づくり、スポーツの場等が多様に整えられています。今後さら

に、誰でもどこでも身近にスポーツを続けられる環境づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

（１）健康スポーツ都市・江戸川の形成 

３０９ 運動やスポーツに親しむ場づくり 

各種スポーツ講座を開催し、区民の健康・体力づくりや生涯スポーツとして誰もが楽しめるスポーツの普及を

図っていきます。 

各種団体と連携し実行委員会を組織し、マラソン大会等区民が安心して楽しめるイベントを開催したり、各種

スポーツ団体による大会・講習会や世界大会、全国規模の大会・競技会を支援・後援することにより、区民の新

しいスポーツ分野への関心を高める等一層のスポーツの振興を図っていきます。 

また、第６８回国民体育大会の開催に向けて、関係機関・関係団体と緊密な連携を図り、区民と一体となって

大会に参画し、本大会を成功に導きます。 

施策コード ３０９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

各種講座・スポーツ指定開放

の開催 

再掲 210 

開催 同左 同左 

事業費 １７，０９９千円 １７，０９９千円 １７，０９９千円

生
涯
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ツ
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３０９ 運動やスポーツに親しむ場づくり 

ア． 各種講座・スポーツ指定開放の開催 （再掲 210） 

イ． 公益性のある区内大会、講座等の支援･後援 （再掲 210） 

ウ． 実行委員会組織による各種イベントの開催 （再掲 210） 

エ． 第６８回国民体育大会の開催 

 

３１０ 健康スポーツを支える人づくり 

ア． スポーツ関係団体の育成・支援  

 

３１１ スポーツ競技の振興 

ア． 区民大会等の開催 
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公益性のある大会、講座等

の支援・後援 

再掲 210 

支援 同左 同左 

事業費 １８，７０８千円 １７，０１１千円 １７，０１１千円

実行委員会組織による各種

イベントの開催 

再掲 210 

実行委員会による各種

イベントの開催 
同左 同左 

事業費 ８，６５７千円 ８，１２１千円 ８，１２１千円

第６８回国民体育大会 

の開催 
リハーサル大会の開催 本大会の開催  

事業費 １５２，２８５千円 ※※※千円

 

３１０ 健康スポーツを支える人づくり 

地域スポーツ活動を推進するため、スポーツ推進委員や地域スポーツ推進員等健康スポーツを支える人づく

りに努めていきます。 

施策コード ３１０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

スポーツ関係団体の 

育成・支援 
育成・支援 同左 同左 

事業費 １５，６５２千円 １２，０２１千円 １５，６５２千円

 

３１１ スポーツ競技の振興 

区民大会等を通して相互交流と日頃の練習成果を発揮する場として実施し、スポーツ競技の振興を図ってい

きます。 

施策コード ３１１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

区民大会等の開催 
体育会と共催により 

実施 
同左 同左 

事業費 ２２，１５５千円 ２２，１５５千円 ２２，１５５千円
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４ 感染症と健康危機への対応 

【施策の考え方】 

乳幼児のすこやかな成育を図るためには、麻疹、風疹等の予防接種率をさらに高めることが課題です。また、

高齢の人々を中心とした、結核等の感染症に対する危険性の増加も危惧されます。さらに、エイズ、Ｃ型肝炎、

病原性大腸菌等の対策も重要です。このような状況を踏まえ、健康危機の原因となる感染症等の情報を収集し、

正しい知識及び情報の提供、予防方法の啓発等を行います。また、食品、飲料水等の事故の防止を図り、大規

模食中毒等の健康危機等に、迅速に対応できる体制づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）感染症対策などの充実 

３１２ 感染症予防対策等の充実 

がんや疾病を防ぐために効果的な予防接種の接種率の向上に向けた勧奨や、子宮頸がん予防等任意の予

防接種についての費用の助成を行っていきます。 

HIV/AIDS※及び STI※、結核等の感染症の予防対策の充実を図るため、HIV 抗体迅速検査、結核健診等を

実施するとともに、必要な情報の提供、相談支援等の体制の整備に努めます。特に、B 型及び C 型ウィルス肝

炎については、その早期発見・治療を図るため、検診・受療の勧奨、保健指導等を実施します。 

区内における感染症の早期発見と拡大防止を図るため、江戸川区医師会と連携して感染症発生時の病原体

検査を行います。また、食肉の生食による腸管出血性大腸菌等の食中毒及びノロウイルスによる食中毒につい

て、予防対策に努めます。 

※ HIV（Human Immunodeficiency Virus）/AIDS：後天性免疫不全症候群。HIV はその原因となる病原体。 

※ STI（性感染症）：性行為により感染した疾患の総称。 
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３１２ 感染症予防対策の充実 

ア． 予防接種率の向上・任意予防接種の助成 

イ． HIV/AIDS、STI 予防・普及啓発 

ウ． 感染症対策（結核） 

エ． 肝炎対策事業の充実  

オ． 感染症の早期発見と拡大防止（感染症危機管理）のた 

めの病原体検査機能強化  

カ． 食中毒予防対策 

３１３ 健康をおびやかす事故などへの対応 

ア． 健康危機管理対策の推進 

イ． 感染症の早期発見と拡大防止（感染症危機管理）のた 

めの病原体検査機能強化 （再掲 312） 

ウ． 薬局・毒劇物販売業者等の監視指導 

エ． 医薬品等管理のための講習会の実施 

３１４ 安心できる医療体制の確保・充実 

ア． 診療所への立ち入り検査 
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施策コード ３１２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

予防接種率の向上・ 

任意予防接種の助成 

定期予防接種の勧奨と

任意予防接種の助成
同左 同左 

事業費 １，１０９，２４７千円 １，１１０，０００千円 １，１１０，０００千円

HIV/AIDS.STI 予防 

・普及啓発 
HIV/AIDS.STI 予防 同左 同左 

事業費 ５，０７３千円 ５，０７３千円 ５，０７３千円

感染症対策（結核） 感染症対策（結核） 同左 同左 

事業費 １２２，３４４千円 １２２，３４４千円 １２２，３４４千円

肝炎対策事業の充実 肝炎健診の実施 同左 同左 

事業費 １２，６６８千円 １２，６６８千円 １２，６６８千円

感染症の早期発見と拡大防

止（感染症危機管理）のため

の病原体検査機能の強化 

江戸川区サーベイラン

ス事業定点等における

病原体検査の実施 

同左 同左 

事業費 ５００千円 ５００千円 ５００千円

食中毒予防対策 
重点監視指導の実施 

（対象 ３３５施設） 
同左 同左 

事業費 ６，６００千円 ６，６００千円 ６，６００千円

 

３１３ 健康をおびやかす事故などへの対応 

新型インフルエンザや新たな感染症、大規模食中毒等に対して迅速に対応できるよう、医療機関等の関係機

関との連携を推進します。 

区内における感染症の早期発見と拡大防止を図るため、江戸川区医師会と連携して感染症発生時の病原体

検査を行っていきます。 

また、薬局等で取り扱う医薬品、毒物･劇物の適切な管理について、取扱業者等を監視指導し、講習会を実

施することにより意識の向上を図ります。 

施策コード ３１３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

健康危機管理対策の推進 

新型インフルエンザﾞ 

行動計画の改定 

関係機関との連携強化

関係機関との連携強化 同左 

事業費 １，２３０千円 １，２３０千円 １，２３０千円

感染症の早期発見と拡大防

止（感染症危機管理）のため

の病原体検査機能の強化 

再掲 312 

江戸川区サーベイラン

ス事業定点等における

病原体検査の実施 

同左 同左 

事業費 ５００千円 ５００千円 ５００千円
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薬局・毒劇物販売業者等の

監視指導 

薬局・毒劇物販売業者

等の監視指導の実施 

（４２０件） 

同左 同左 

事業費 ２，３０７千円 ２，３０７千円 ２，３０７千円

医薬品等管理のための 

講習会の実施 

医薬品販売業者等に

対する講習会の実施 

（１回） 

同左 同左 

事業費 ３６千円 ３６千円 ３６千円

 

３１４ 安心できる医療体制の確保・充実 

医療安全管理体制の整備、院内感染対策の実施について、これまで実施してきた有床診療所に加え、歯科

を含む無床診療所の立入り検査を実施し、安心できる医療体制の確保に努めます。 

施策コード ３１４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

診療所への立入り調査 ３０施設 同左 同左 

事業費 ３１５千円 ３１５千円 ３１５千円
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５ 食と住の安全性 

【施策の考え方】 

食品の安全性に対する関心が高まる一方､輸入食品の増大、遺伝子組み替え食品の普及等が進んでいます。

このような状況を踏まえ、食をめぐる環境の変化を的確に捉えることにより、区民一人ひとりの食の安全の確保に

取組みます。また、住まいについても、区民の健康の維持・増進のうえで重要な役割を果たしています。しかし、

建材に使用される化学物質、衛生害虫等による健康被害も生じており、わかりやすい情報の提供及び相談体制

の充実を通した、健康に配慮した住まいづくりを進めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 

 

 

（１）健康食住の推進 

３１５ 安全で健康に配慮した食生活の確保 

家庭での食に関する生活力の低下が危惧されることから、家庭での食育への理解がすすむよう保育園・幼稚

園での取組みや普及啓発を行います。また、正確で、見やすくわかりやすい食品衛生情報を発信するように努

めます。併せて、食品事業者には、食品衛生法と食品安全基本法に規定された責務及び役割について指導す

るとともに、食品衛生協会への加入を呼びかけ、情報収集の重要性と自主管理意識、管理体制の向上を啓発し

ます。 

施策コード ３１５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

食育の実施 普及・啓発 同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

食の安全・安心情報の発信 
ホームページ等の 

情報提供の充実 
同左 同左 

事業費 ２，２００千円 ２，２００千円 ２，２００千円

食品事業者等の指導 
実務講習会受講の 

指導（年間１２回） 
同左 同左 

事業費 １２，４００千円 １２，４００千円 １２，４００千円
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３１５ 安全で健康に配慮した食生活の確保 

ア． 食育の実施 

イ． 食の安全・安心情報の発信 

ウ． 食品事業者等の指導 

３１６ 健康に配慮した住まいづくり 

ア． 住環境情報の提供・相談体制の充実 
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３１６ 健康に配慮した住まいづくり 

健康で快適な住環境の確保を図るため、アレルギー性疾患の原因の一つであるダニアレルゲンに関する検

査を実施する等、安全な住まいに関する啓発活動、相談支援等を行います。 

施策コード ３１６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

住環境情報の提供・ 

相談体制の充実 

ダニアレルゲン検査

（200 件） 
同左 同左 

ＩＰＭによる害虫駆除方

法の普及啓発 
同左 同左 

事業費 ５２９千円 ５２９千円 ５２９千円
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〔２〕 高齢の人々・障害のある人々のために 

 

１ 高齢の人々の生きがいと健康 

（１）「生涯現役」の環境づくり 

（２）高齢の人々の健康づくり 

 

２ 高齢の人々の生活支援 

（１）高齢の人々が安心できる生活支援 

（２）介護サービスの充実 

 

３ 障害のある人々の生活支援 

（１）障害に関する生活支援 

（２）精神障害のある人々の社会復帰への支援 

（３）発達障害者（児）へのライフステージに応じた支援 

 

４ 福祉のまちづくり 

（１）ユニバーサルデザインの促進 

（２）心のバリアフリーと福祉ネットワークづくり 
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１ 高齢の人々の生きがいと健康 

【施策の考え方】 

熟年者にとって、健康であるとともに、「生涯現役」として、自己の経験を活かして、いつまでも地域社会で活

躍できることは、生きがいのある人生を送るうえで重要な考え方の一つです。 

これまでも区は、くすのきカルチャー教室をはじめとする学習機会の提供やリズム運動等のスポーツ・レクリエ

ーション事業、シルバー人材センターの生きがい就労事業、くすのきクラブや総合人生大学等の社会参加促進

事業をとおして、熟年者の生きがいづくりを進めてきました。今後も、これらの取組みを基礎に、熟年者の多様化

するニーズに対応した生きがいづくりを支援するとともに、介護予防を推進し、健康で生きがいのある生活を支

える施策の展開を図ります。 

【施策体系図】 
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４０１ 生きがいと社会貢献の場づくり 

ア． 多様な生きがいづくりの支援 

イ． くすのきカルチャー教室の運営 

ウ． 熟年者の社会参加を促進するしくみや場の整備 

４０２ 経済的自立を支援する体制の整備 

ア．シルバー人材センターの支援 

４０３ 仲間づくりへの支援 

ア．くすのきクラブへの助成 

 

４０４ 高齢の人々自身による健康管理への支援 

ア． 認知症予防の充実  

イ． 健康づくりの支援 

ウ． 健康長寿協力湯 

 

４０５ スポーツ・レクリエーションを通じた健康づくり 

ア． リズム運動の充実 

４０６ 心の健康管理 

４０７ 介護予防活動への取組み支援 

ア． 健康づくりの支援 （再掲 404） 

イ． 地域ミニデイサービスの運営 

ウ． 生活機能評価の実施 

エ． 介護予防相談会の実施 

オ． 熟年口腔ケアセミナーの実施 

カ． 熟年ふれあいセンターの実施 

キ． 熟年いきいきトレーニングの実施 

ク． 熟年スポーツトレーニングの実施 
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（１）「生涯現役」の環境づくり 

４０１ 生きがいと社会貢献の場づくり 

リズム運動大会、熟年者囲碁・将棋大会、さわやか体育祭、熟年文化祭等、熟年者が生きがいをもっ

て健康で元気な生活を送れる場の提供の充実を図っていきます。また、くすのきカルチャー教室について

は、自身の生きがいづくりや仲間づくりの支援を図るとともに、社会貢献活動のきっかけとなる学習の機会の提

供に努めます。さらに、熟年者の社会参加を促進するため、多様化するニーズの調査研究を行い、的確な支援

策を講じていきます。 

施策コード ４０１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

多様な生きがいづくりの支援 継続 同左 同左 

事業費 ２２，４９４千円 ２２，４９４千円 ２２，４９４千円

くすのきカルチャー教室の 

運営 

正規教室 ８７ 

自主活動教室 ３１５ 
同左 同左 

事業費 ２１２，１９８千円 ２１２，１９８千円 ２１２，１９８千円

熟年者の社会参加を促進 

するしくみや場の整備 
調査研究 適宜実施 同左 

事業費 ０千円 ※※※千円 ※※※千円

 

４０２ 経済的自立を支援する体制の整備 

公益社団法人シルバー人材センター江戸川区高齢者事業団と協力し、民間企業への就業開拓等を積極的

に行い、会員数の増加に応じた就業の確保を図ることで、就労を通した熟年者の生きがいづくりを支援していき

ます。 

施策コード ４０２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

シルバー人材センター 

の支援 

会員数 ４，３００人 

就業会員数 ２，３００人

会員数 ４，４００人 

就業会員数 ２，４００人

会員数 ４，５００人 

就業会員数 ２，５００人

事業費 １８８，１８０千円 １８８，１８０千円 １８８，１８０千円

 

４０３ 仲間づくりへの支援 

くすのきクラブの活動を通して、熟年者が地域において健康で生きがいのある生活を送れるように支援してい

きます。併せて活動の一層の活性化を図るため、多様な機会を通じて、くすのきクラブのＰＲを図り、加入者の増

加に結び付けていきます。 

施策コード ４０３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

くすのきクラブへの助成 ２０７クラブ ２０８クラブ ２０９クラブ 

事業費 ５５，６４４千円 ５５，６４４千円 ５５，６４４千円
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（２）高齢の人々の健康づくり 

４０４ 高齢の人々自身による健康管理への支援 

専門医による、もの忘れに関する相談を実施するとともに、認知症予防に関する講習会の開催、相談支援等

を行い、認知症の予防に努めます。併せて、運動・栄養指導、口腔ケア、閉じこもり予防等に関する講座等を開

催し、熟年者の生活機能の低下の防止を図ります。 

また、６５歳以上の熟年者が、入浴料金の半額程度で公衆浴場を利用できるように助成することで、健康増進

と地域の人々や世代間の交流を促進していきます。 

施策コード ４０４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

認知症予防の充実 
教室・相談・講習会等

の実施 
同左 同左 

事業費 ２，４５０千円 ２，４５０千円 ２，４５０千円

健康づくりの支援 

口腔ケア、栄養、 

運動指導等 

の健康講座・教室の開催 

同左 同左 

事業費 １，００４千円 １，０００千円 １，０００千円

健康長寿協力湯 
利用者数 

延１，２２９，５５０人 

利用者数 

延１，２３０，５００人 

利用者数 

延１，２３１４５０人 

事業費 ２６９，２６１千円 ２６９，２６１千円 ２６９，２６１千円

 

４０５ スポーツ・レクリエーションを通じた健康づくり 
熟年者の生きがいづくりや仲間づくりの支援を図るとともに、介護予防を推進するため、リズム運動の参加人

員の拡大に努めます。 

施策コード ４０５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

リズム運動の充実 
参加実人員 

１０，５００人 

参加実人員 

１０，７５０人 

参加実人員 

１１，０００人 

事業費 １３１，２３０千円 １３１，２３０千円 １３１，２３０千円

 
４０６ 心の健康管理 

高齢の人々が感じる老いへの不安、孤独感等に、きめ細かく対応する相談体制を整備します。 
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４０７ 介護予防活動への取組み支援 

介護が必要となる状態を予防するとともに、介護が必要となった場合においても、可能な限り、地域において

自立した日常生活を営むことができるよう支援するため、地域支援事業等の充実を図ります。 

また、６５歳以上の熟年者に対して、国保、長寿、福祉の各健診と同時に、生活機能評価を実施し、二次予防

事業対象者を選定します。熟年口腔ケアセミナー、熟年いきいきトレーニング等の体の状態に則した事業に参

加し、介護予防活動を推進していきます。 

施策コード ４０７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

健康づくりの支援 

再掲 404 

口腔ケア、栄養、 

運動指導等 

の健康講座・教室の開催 

同左 同左 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

地域ミニデイサービス 

の運営 
３４か所 ３５か所 ３６か所 

事業費 １，９４４千円 ２，１００千円 ２，１００千円

生活機能評価の実施 実施 同左 同左 

事業費 １０７，３６４千円 ※※※千円 ※※※千円

介護予防相談会の実施 実施 同左 同左 

事業費 １８，９９０千円 ※※※千円 ※※※千円

熟年口腔ケアセミナーの 

実施 

定員３０名 

１０回開催 
同左 同左 

事業費 ４，４４５千円 ※※※千円 ※※※千円

熟年ふれあいセンターの 

実施 

４ヶ所４９クラス 

２５名 定員 
同左 同左 

事業費 ２４５，２５１千円 ※※※千円 ※※※千円

熟年いきいきトレーニングの

実施 
実施 同左 同左 

事業費 ６７，５３６千円 ※※※千円 ※※※千円

熟年スポーツトレーニングの

実施 
定員４８０名 同左 同左 

事業費 ５，５９２千円 ※※※千円 ※※※千円
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２ 高齢の人々の生活支援 

【施策の考え方】 

高齢の人々が、日常生活を安心して送れるようきめ細かな支援を行います。また、介護が必要となったときに、

住み慣れた地域で安心して生活していくことができるよう、介護サービスの基盤整備を進めるとともに、保健・医

療・福祉の一体的なサービス提供のしくみづくり、介護の相談体制の充実等を図り、適切なサービスが提供でき

る体制を整備します。 

【施策体系図】 
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４０８ 安心できる住環境の整備 

ア． 高齢者向け賃貸住宅の供給支援 

イ． 民間賃貸住宅家賃助成 

ウ． 住まいの改造助成 

エ． シルバーピア運営 

オ． 熟年者の住まい関連ボランティアの活用 

 

４０９ 安心できる日常生活のための支援サービスの充実 

ア． 配食サービスの充実 

イ． 紙おむつ等介護用品の支給 

ウ． 民間緊急通報システムの拡大 

エ． 熟年者を見守るネットワークの強化 

オ． ふれあい訪問員の派遣 

カ． 地域包括支援センターの充実 

 

４１０ 高齢の人々の権利擁護のしくみづくり  

ア． 福祉サービス利用支援事業 

イ． 成年後見制度の利用支援 

ウ． 高齢者虐待対応支援会議の実施 

 

４１１ 介護サービス基盤等の整備 

ア． 介護保険施設の整備・支援 

イ． 地域密着型サービスの整備・支援  

ウ． ケアマネジャー及び介護サービス事業者の資質の向上 

エ． 医療と福祉の連携による介護サービス提供のしくみづくり 

オ． 第三者評価の推進 

 

４１２ 介護に関する相談・情報提供体制の充実 

ア． 地域包括支援センターの充実 （再掲 409） 

 

 

次ページへ 次ページへ 
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（１）高齢の人々が安心できる生活支援 

４０８ 安心できる住環境の整備 

熟年者が住み慣れた地域にいつまでも安全に安心して住み続けられるよう、その状態に応じた多様な住まい

の普及・整備の促進に努めるとともに、高齢者向け賃貸住宅の供給支援、民間賃貸住宅家賃助成※、住まいの

改造助成、シルバーピア運営等の実施を推進することにより、熟年者がより安心して住み続けられる住まいの確

保・改善等を図ります。 

※ 民間賃貸住宅家賃助成：建物の取り壊し等で家主から転居を迫られた熟年者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる

ように、緊急処置として住み替え家賃の差額を助成する。 

施策コード ４０８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

高齢者向け賃貸住宅の 

供給支援 
事業者募集 同左 同左 

事 業 費 ４７，９９６千円 ＊＊＊千円 ＊＊＊千円

民間賃貸住宅家賃助成 ２８０件 同左 同左 

事 業 費 ９９，９２７千円 １００，０００千円 １００，０００千円

住まいの改造助成 １７０件 同左 同左 

事 業 費 ５１，３７３千円 ５１，３７３千円 ５１，３７３千円

シルバーピア運営 ５０世帯 同左 同左 

事 業 費 ６，３２１千円 ６，３００千円 ６，３００千円

熟年者の住まい関連ボラン

ティアの活用 
ボランティアの活用 同左 同左 

事 業 費 ２，０８０千円 ２，１００千円 ２，１００千円

 

 

 

４１３ 介護に関する人材・ボランティア団体の育成 

ア． 介護に関する人材・ボランティア団体の育成 

イ． 社会福祉士等卒後連携事業 

４１４ 認知症の高齢の人々に対する支援の充実 

ア． 認知症地域ネットワーク活用事業の実施 

イ． 認知症サポーター養成講座の実施 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

前ページより 前ページより 
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４０９ 安心できる日常生活のための支援サービスの充実 

民生委員、地域包括支援センター等と連携を図りながら、目配りが必要な熟年者の安否確認等を行う地域ネットワ

ーク体制の充実を図るとともに、民間緊急通報システムを活用し、熟年者が住み慣れた地域にいつまでも安心して

住み続けられる体制づくりに努めます。 

また、食事づくりが困難な熟年者に対する配食サービスを充実し、いきがいと潤いのある生活維持を図ります。 

施策コード ４０９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

配食サービスの充実 

一般向け配食 

利用者４２１人／月 

一般向け配食 

利用者４４０人／月 

一般向け配食 

利用者４６０人／月 

虚弱者向け配食 

利用者４２４人／月 

虚弱者向け配食 

利用者人４４０／月 

虚弱者向け配食 

利用者人４６０／月 

事業費 ４９，１３０千円 ５０，９３３千円 ５３，３３０千円

紙おむつ等介護用品の支給 延べ６４，５３８人 延べ６８，４３７人 延べ７２，５７１人 

事業費 ４７７，３６２千円 ４５４，９３７千円 ４８１，７４３千円

民間緊急通報システム 

の拡大 
設置数８７５ か所 設置数 １，０００か所 設置数 １，０２５か所 

事業費 １６，２０５千円 １７，７０５千円 １８，００５千円

熟年者を見守るネットワーク

の強化 
運営体制の整備 運営体制の強化 同左 

事業費 ８７１千円 ８７５千円 ８８０千円

ふれあい訪問員の派遣 
訪問員数１３５人 

対象世帯の拡大 

訪問員数１３８人 

同左 

訪問員数１４０人 

同左 

事業費 ４，２３３千円 ４，２４５千円 ４，２６０千円

地域包括支援センターの 

充実 

船堀・篠崎地区の 

2 か所を整備 

必要に応じ、重点整備

地区を設定し整備 

必要に応じ、重点整備

地区を設定し整備 

事業費 １８，０００千円 ※※※千円 ※※※千円

 

４１０ 高齢の人々の権利擁護のしくみづくり 

社会福祉協議会の安心生活センターを権利擁護の中心的な機関として位置づけ、判断能力に不安のある熟

年者が安心して福祉サービスの利用、資産管理等を行えるよう支援します。 

併せて、福祉サービスの利用相談、苦情解決相談、成年後見制度※の利用相談及び区長申立てに係る事務

を社会福祉協議会に委託実施します。 

また、従来の高齢者虐待対応支援ネットワーク会議を平成 24 年度より、（仮称）熟年者支援ネットワーク会議

の分科会として開催し、関係機関との連携を密にしていきます。 

※ 成年後見制度：判断能力の不十分な認知症高齢者や知的障害のある人、精神障害のある人等を保護するための民法上の制度。 
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施策コード ４１０ 年次計画 

事業計画の内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

福祉サービス利用支援事業

相談事業等の充実 

安心生活サポート事業

３０件 

相談事業等の充実 

安心生活サポート事業

４０件 

相談事業等の充実 

安心生活サポート事業

５０件 

事業費 ２，４０７千円 ２，４０７千円 ２，４０７千円

成年後見制度の利用支援 

法人後見 ２２件(累計)

区長申立て ２５件 

職能後見人等への

報酬助成 １０件 

法人後見 ２５件（累計）

区長申立て ２５件 

職能後見人等への

報酬助成 １５件 

法人後見 ２８件（累計）

区長申立て ２５件 

職能後見人等への

報酬助成 ２０件 

事業費 ４，６９５千円 ５，７７５千円 ６，８５５千円

高齢者虐待対応支援会議の

実施 

高齢者虐待対応支援

会議の実施 
同左 同左 

事業費 ３９７千円  ３９７千円  ３９７千円

 

（２）介護サービスの充実 

４１１ 介護サービス基盤等の整備 

「江戸川区介護保険事業計画」に基づき、適切な介護サービスの基盤整備を支援します。併せて、地域密

着型サービス事業者に対する第三者評価の実施の支援、介護支援専門員及び介護サービス事業者に対する

研修等を実施し、介護サービスの質の向上に努めます。 

施策コード ４１１ 年次計画 

事業計画の内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

介護保険施設 

の整備・支援 

介護老人福祉施設 

２ヶ所の整備支援 

介護老人福祉施設 

２ヶ所開設 
整備支援 

事業費 ４７０，５８０千円 １２，９３６千円  ※※※千円

地域密着型サービス 

の整備・支援  

小規模多機能型 

居宅介護等の整備 
整備支援 同左 

事業費 １００，０００千円  ※※※千円  ※※※千円

ケアマネジャー及び介護サ

ービス事業者の資質の向上

介護事業者向け研修の

充実 
同左 同左 

事業費 ８，４２７千円 ※※※千円 ※※※千円

医療と福祉の連携による 

介護サービス提供のしくみ 

づくり 

介護連絡ノートの普及・

推進 
同左 同左 

事業費 ８４０千円 ※※※千円 ※※※千円
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第三者評価の推進 
地域密着型サービス第

三者評価受審費用助成
同左 同左 

事業費 １１，６２０千円 ※※※千円 ※※※千円

 

４１２ 介護に関する相談・情報提供体制の充実 

地域包括支援センター（現在１５センター、６分室）については、重点地区を設定し整備します。 

また、地域の熟年者やその家族を継続的・包括的に支える地域包括ケアシステムの中核機関として、その機

能を十分に発揮することができるような体制を整備します。 

施策コード ４１２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

地域包括支援センターの 

充実  再掲 409 

船堀・篠崎地区の 

2 か所を整備 

必要に応じ、重点整備

地区を設定し整備 

必要に応じ、重点整備

地区を設定し整備 

事業費 １８，０００千円 ※※※千円 ※※※千円

 

４１３ 介護に関する人材・ボランティア団体の育成  

ボランティアセンターとの連携を図りながら、介護に関する人材・ボランティア団体を育成します。 

また、区が、区内の専門学校卒業生を最長３年間、福祉・介護支援員（非常勤職員）として雇用し、

福祉及び介護分野における多様な問題に対応できる人材として育成します。 

施策コード ４１３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

介護に関する人材・ 

ボランティア団体の育成 

熟年介護サポーターの

育成・活動内容の拡充 
同左 同左 

事業費 ３, ６６１千円 ※※※千円 ※※※千円

社会福祉士等卒後連携事業 採用数９人（予定） 採用数１０人程度 同左 

事業費 ７４，８１６千円 １１５，５３０千円 １１５，５３０千円
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４１４ 認知症の高齢の人々に対する支援の充実 

江戸川区医師会地域包括支援センターを中心として、認知症への理解を広く地域に浸透させるとともに、認

知症ホットライン、総合窓口相談の設置、地域包括支援センターや介護サービス事業者等からの相談対応、認

知症の早期発見、早期対応に努めます。併せて地域の関係機関との連携を推進します。また、認知症サポータ

ー養成講座を実施し、認知症に対する社会的な理解を深めるとともに、認知症サポーターの活躍の場等を検討

します。 

施策コード ４１４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

認知症地域ネットワーク 

活用事業の実施 
実施 同左 同左 

事業費 ７，０３５千円  ※※※千円  ※※※千円

認知症サポーター養成講座

の実施 
１，０００人 同左 同左 

事業費 ２６９千円  ※※※千円  ※※※千円
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３ 障害のある人々の生活支援 

【施策の考え方】 

身体、知的及び精神障害のある人々とその家族が、地域の中で自立して生活ができ、安心して毎日が暮らせ

るよう、地域生活支援の充実を図ります。また、生きがいをもって生活を営める環境を整えるため、職業訓練や

就労の場づくり、安心して住める多様な住宅の整備、施設の充実等を進めます。 

特に精神障害のある人々については、地域生活を支援するサービスの基盤整備を図り、医療と連携した生活

相談、訓練等を通じた社会復帰を支援します。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

障
害
の
あ
る
人
々
の
生
活
支
援 

障
害
に
関
す
る
生
活
支
援 

４１５ 在宅サービス基盤の充実 

ア． ホームヘルプサービスの充実 

イ． 寝具乾燥消毒等サービスの実施 

ウ． 福祉理美容サービスの実施 

エ． 巡回入浴サービスの実施 

オ． 身体・知的障害者の短期入所（ショートステイ）・日帰  

りショートステイの実施 

カ． 児童発達支援、放課後デイサービスの充実 

キ． 心身障害者福祉手当の支給 

ク． 難病患者福祉手当の支給 

ケ． 介護者激励事業の実施 

コ． 移動支援の実施 

サ． 地域活動センターⅡ型の実施 

シ． 同行支援の実施 

 

 

 

 

４１６ 障害児（者）療育の充実 

ア． 発達障害児（者）の支援の充実   

イ． 育成室事業の充実 （再掲 122） 

ウ． 特別支援学級の新設 （再掲 132） 

エ． 特別支援教育の推進 （再掲 132） 

オ． 専門家チームの派遣  （再掲 132） 

カ． 職員研修・巡回指導  （再掲 134） 

 

次ページへ 
次ページへ 
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４１７ 障害のある人々の健康支援 

ア． 江戸川区口腔保健センターへの事業補助 

イ． 中途障害者へのリハビリテーションの実施 

ウ． リハビリテーション相談 

エ． リハビリテーションに関する知識及び技術の 

普及啓発 

オ． 在宅リハビリテーション指導の実施 

４１８ 障害に関する身近な相談・情報提供体制の充実 

ア． 地域自立支援協議会の開催  

４１９ 職業訓練と就労の場づくり 

ア． 障害者就労支援センターの運営 

４２０ 生きがいと社会貢献の場づくり 

ア．福祉タクシー券の助成 

イ．自動車燃料費の助成 

４２１ 障害のある人々が安心して住める多様な住宅の整備 

ア． 知的障害者グループホーム等の運営支援 

イ． 民間賃貸住宅家賃助成 

ウ． 住まいの改造助成 

４２２ 身近な地域での施設整備 

ア． 区立障害者施設における指定管理者導入計画 

イ． 区立障害者施設の充実 

ウ． 希望の家新館建設 

  

 

４２３ 自助グループなどへの支援 

ア． 家族会が主体的に活動するための支援 

４２４ 社会復帰への支援 

ア． 心の専門グループワークの実施 

イ． 総合的相談体制の整備 

ウ． 医療と連携した社会復帰支援 

エ． 自立のための支援施策の充実 

オ． 就労訓練や就労の場づくり 

カ． 作業・レクリエーション・交流等を通じての居場所づ

くり 

４２５ 精神障害のある人々についての理解促進 

ア． 民間事業者やＮＰＯ等サービス供給主体の指導・

育成・相談体制の整備 

前ページより 
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前ページより 

次ページへ 
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（１）障害に関する生活支援 

４１５ 在宅サービス基盤の充実  

障害者の社会参加の促進及び生活の質の向上を図るため、「江戸川区障害福祉計画」に基づき、障害福祉

サービスの基盤整備の支援及び地域生活支援事業の充実に努めます。 

施策コード ４１５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

ホームヘルプサービスの充実 実施 同左 同左 

事業費 ４，２５７，５２４千円 ※※※千円 ※※※千円

寝具乾燥消毒等サービスの

実施 
実施 同左 同左 

事業費  ９６６千円 ※※※千円 ※※※千円

福祉理美容サービスの実施 実施 同左 同左 

事業費  ８，５００千円 ※※※千円 ※※※千円

巡回入浴サービスの充実 実施 同左 同左 

事業費 ５０，４７１千円 ※※※千円 ※※※千円

 
 

 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援 

発
達
障
害
者
（
児
）
へ
の 

 

 

４２６ 発達障害者（児）への支援 

ア． 早期発見のための乳幼児健診の充実 （再掲 416） 

イ． 相談体制の充実 （再掲 416） 

ウ． 発達障害児の親子グループへの支援 （再掲 416） 

エ． 関係機関との連携強化 （再掲 416） 

オ． 支援者への支援 （再掲 416） 

カ． 発達障害に係る普及啓発事業 （再掲 416） 

キ． ライフステージに応じた支援 （再掲 416） 

ク． 発達障害児を支援する人材の育成 【新】（再掲 122）

ケ． 発達障害児のための巡回相談の充実（再掲 122） 

コ． 育成室事業の充実 （再掲 122） 

サ．特別支援学級の新設 （再掲 132） 

シ． 特別支援教育の推進 （再掲 132） 

ス． 専門家チームの派遣 （再掲 132） 

セ． 教育研究所の教育相談の充実 （再掲 131） 

ソ． 職員研修・巡回指導 （再掲 134） 

    

前ページより 
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身体・知的障害者の短期入

所(ショートステイ)・日帰り 

ショートステイの実施 

実施 同左 同左 

事業費 ４８，４０５千円 ※※※千円 ※※※千円

児童発達支援、 

放課後デイサービスの充実 
実施 同左 同左 

事業費 １７，５５２千円 ※※※千円 ※※※千円

心身障害者福祉手当の支給 実施 同左 同左 

事業費 １，７８５，９９７千円 ※※※千円 ※※※千円

難病患者福祉手当の支給 実施 同左 同左 

事業費 ８３０，９４１千円 ※※※千円 ※※※千円

介護者激励事業の実施 実施 同左 同左 

事業費 １，０４２千円 ※※※千円 ※※※千円

移動支援の実施 実施 同左 同左 

事業費 ４２６，２７１千円 ※※※千円 ※※※千円

地域活動センターⅡ型※ 

の実施 
実施 同左 同左 

事業費 ９９，８２５千円 ※※※千円 ※※※千円

同行支援の実施 実施 同左 同左 

事業費 ６２，９７８千円 ※※※千円 ※※※千円

※ 地域活動支援センターⅡ型：創作的活動等の提供等の他に、機能訓練、社会的適応訓練、入浴等のサービスを実施する機関。 

 

４１６ 障害児（者）療育の充実 

育成室の充実や障害を有する児童一人ひとりに応じた、適切な教育支援ができるよう、特別支援学級の新設

等を行います。 

発達障害※に関しては乳幼児健診や集団の場等において早期発見できる体制の充実とあわせ、早期の発達

支援につなげるため、「発達障害支援会議」や「発達障害庁内連絡調整会議」を中心とした関係機関との連携

を深めます。また、発達障害に関する相談、親子グループ等の事業の支援等を充実させ、支援者向けマニュア

ルの作成や児童発達支援事業所等が実施する研修等への支援を行います。 

さらに、ライフステージに応じた支援ができるよう、（仮）「発達障害者（児）支援センター」を設置し、これまで支

援の狭間におかれてきた知的障害を伴わない発達障害者（児）への支援をします。 

併せて、区民への理解を深めるため、普及啓発活動を実施します。 

※ 発達障害：発達障害者支援法第２条の定義に基づき、自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害（Ｌ

Ｄ）※、注意欠陥多動性障害（ＡＤ／ＨＤ）※その他これに類する脳機能の障害であってその症状が低年齢において出現するも

の。 

※ 学習障害（ＬＤ）：基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、 読む、書く、計算する又は推論する能力のうち

特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すもの。 

※ 注意欠陥多動性障害（ＡＤ／ＨＤ）：不注意、多動性及び衝動性を中心とした症状とする発達障害。 
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施策コード ４１６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

発
達
障
害
児
（
者
）の
支
援
の
充
実 

早期発見のための 

乳幼児健診の充実 
同左 同左 

相談体制の充実 同左 同左 

発達障害児の 

親子グループへの支援
同左 同左 

関係機関との連携強化 同左 同左 

発達障害支援会議等

の運営 

連携の推進 

同左 同左 

児童発達支援事業所

等支援 

実施 

同左 同左 

支援者向けマニュアル

の作成 

検討 

作成 改訂 

発達障害に係る普及 

啓発事業 

リーフレット作成・配布

講演会実施 

実施 同左 

（仮）「発達障害者（児）

支援センター」の設置

検討 

同左 開所 

発達障害支援コーディ

ネーターの設置・検討
同左 設置 

支援シート（カルテ）の

作成 

検討 

同左 作成・活用 

人材育成 

関係機関との連携強化

 再掲 122 

同左 同左 

巡回相談の充実 

再掲 122 
同左 同左 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

育成室事業の充実 

再掲 122 

療育の充実 同左 同左 

発達相談の充実 同左 同左 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円
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特別支援学級の新設 

再掲 132 

知的障害・中学校 

開設準備 

知的障害・中学校開設

船堀小学校 開設準備

船堀小学校 開設 

春江小学校 開設準備

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

特別支援教育の推進 

再掲 132 

特別支援教育推進校

の指定 
同左 同左 

校内研修の実施 同左 同左 

専門研修の実施 同左 同左 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

専門家チームの派遣 

再掲 132 
実施 同左 同左 

事業費 １，７７２千円 １，７７２千円 １，７７２千円

職員研修・巡回指導 

再掲 134 
実施 同左 同左 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

「－」：事業費は、発達障害児（者）の支援の充実（施策コード 426）、発達障害児を支援する人材の育成【新】、育成室事業の充実、

発達障害児のための巡回相談の充実（施策コード 122）、特別支援学級の新設、特別支援教育の推進、専門家チームの派遣（施

策コード 132）、職員研修・巡回指導（施策コード 134）の中で計上しています。 
 

４１７ 障害のある人々の健康支援 

障害者（児）等の歯科診療が、より効果的・効率的な運営が出来るよう、引き続き歯科医師会と連携し、運営

支援を行います。また、理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士が、疾病や加齢により身体に障害のある区

民のリハビリテーションに関する相談・支援を行います。 

施策コード ４１７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

江戸川区口腔保健センター

への事業補助 
運営支援 同左 同左 

事業費 ９０，２７７千円 ９０，２７７千円 ９０，２７７千円

中途障害者への 

リハビリテーションの実施 

自立支援セミナー（リハ

ビリ教室）の実施 

６２回 

同左 同左 

事業費 ７１５千円 ７１５千円 ７１５千円

リハビリテーション相談 

随時相談 

（訪問・電話等） 

相談日 年３６回 

同左 同左 

事業費 ９３１千円 ９３１千円 ９３１千円

リハビリテーションに関する 

知識及び技術の普及啓発 

講習会の開催 ３回 

リハビリテーション研修

２回 

同左 同左 

事業費 １８０千円 １８０千円 １８０千円
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在宅リハビリテーション指導

の実施 

リハビリテーション指導

（訪問・電話等） 
同左 同左 

事業費 ２１６千円 ２１０千円 ２１０千円

 

４１８ 障害に関する身近な相談・情報提供体制の充実 

区内の障害福祉等の関係機関と連携しながら、適切な情報提供に努めます。併せて、地域自立支援協議会

を運営し、障害者に関する施策の推進に関して、関係機関相互の連絡調整等を図ります。 

施策コード ４１８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

地域自立支援協議会の開催 ３回 同左 同左 

事業費 ６２５千円 ６２５千円 ６２５千円

 

４１９ 職業訓練と就労の場づくり 

一般就労への移行を推進するため、「江戸川区障害福祉計画」に基づき、企業、養護学校、公共職業安定所

等の関係機関との連携を図りながら、就労支援等に努めます。 

施策コード ４１９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

障害者就労支援センターの

運営 
実施 同左 同左 

事業費 ６４，８９８千円 ６４，８９８千円 ６４，８９８千円

 

４２０ 生きがいと社会貢献の場づくり 

障害者の自立と社会参加の拡大を図るため、外出困難な身体又は知的障害者に対し、タクシーの乗車に係

る料金の一部を助成するとともに、一定の障害を有する身体障害者が自ら使用する自動車、一定の障害を有す

る身体障害又は知的障害者（児）の介護者が運転する自動車燃料費の一部を助成します。 

施策コード ４２０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

福祉タクシー券の助成 実施 同左 同左 

事業費 ３９８，３５６千円 ※※※千円 ※※※千円

自動車燃料費の助成 実施 同左 同左 

事業費  ５３，６６９千円 ※※※千円 ※※※千円
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４２１ 障害のある人々が安心して住める多様な住宅の整備 

障害者が、住み慣れた地域でいつまでも安心して生活が続けられるよう、グループホーム等の運営支援を行

います。また、住まいの改造等、住居の整備を支援します。 

施策コード ４２１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

知的障害者グループホーム

等の運営支援 
実施 同左 同左 

事業費 ２３，３６５千円 ※※※千円 ※※※千円

民間賃貸住宅家賃助成 実施 同左 同左 

事業費 １０，４２３千円 ※※※千円 ※※※千円

住まいの改造助成 実施 同左 同左 

事業費 ９，６０８千円 ※※※千円 ※※※千円

 

４２２ 身近な地域での施設整備 

区立知的障害者向け施設の定員増及びサービスの質の向上を図ります。併せて、障害福祉サービスの需要

に柔軟に対応するとともに、その質の向上を図るため、区立障害者施設において指定管理者制度の導入を推

進します。 

施策コード ４２２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

区立障害者施設における指

定管理者導入計画 

指定管理新規施設 

運営開始 

新規施設１カ所の選定

指定管理新規施設 

運営開始 

新規施設１カ所の選定

更新３カ所の選定 

指定管理新規施設 

運営開始 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

区立障害者施設の充実 定員４８９名 定員５７９名 同左 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

希望の家新館建設 工事 開設・運営 運営 

事業費 ９１４，２０２千円 ※※※千円 ※※※千円

「－」：事業費は、希望の家新館建設（施策コード 422）の中で計上しています。 
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（２）精神障害のある人々の社会復帰への支援 

４２３ 自助グループなどへの支援 

家族が互いの悩みや気持ちを分かち合い、精神的な負担を軽減することで、生き生きとした生活に結

びつくよう、交流の場づくりや学習会・講演会の開催等の活動を支援していきます。 

施策コード ４２３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

家族会が主体的に 

活動するための支援 

家族同士の交流会・ 

家族会主催の講演会 

等の開催 

同左 同左 

事業費 ２００千円 ２００千円 ２００千円

 

４２４ 社会復帰への支援 

精神障害者の社会復帰の促進を図り、その自立と社会活動の参加を支援するため、地域活動支援セン

ター、グループホーム等の運営支援、退院に係る関係機関との連絡調整、就労支援等を実施します。 
施策コード   ４２４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

心の専門グループワーク 

の実施 
８か所 同左 同左 

事業費 １６，５１４千円 １６，５１４千円 １６，５１４千円

総合的相談体制の整備 

地域活動支援センター

Ⅰ型※を中心とする 

相談支援 

同左 同左 

事業費 ７６，２２９千円 ７６，２２９千円 ７６，２２９千円

医療と連携した 

社会復帰支援 

連携会議の実施 

アウトリーチ事業活用 
同左 同左 

事業費 ６，７５９千円 ６，７５９千円 ６，７５９千円

自立のための 

支援施策の充実 

退院促進支援・居住支

援・就労支援・自立生

活体験各事業の実施 

就労支援事業・自立 

生活体験事業の実施 
同左 

事業費 ５８，６１１千円 ２９，２６２千円 ２９，２６２千円

就労訓練や就労の場づくり 

就労移行支援事業所

等における取組みの 

実施 

同左 同左 

事業費 ５４，６６６千円 ５８，７４６千円 ６２，８２６千円

作業・レクリエーション・交流

等を通じての居場所づくり 

地域活動支援センター

Ⅲ型※による活動 
同左 同左 

事業費 ４１，６６７千円 ４１，６６７千円 ４１，６６７千円

※ 地域活動支援センターⅠ型：創作的活動等の提供等の他に、精神保健福祉士等を配置し、関係機関等との連携を図りながら、相談支

援等を実施する機関。 

※ 地域活動支援センターⅢ型：創作的活動等の提供等の他に、当事者同士の交流、スタッフへの相談等を通し、社会生活のステップア
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ップを支援する機関。 

 

４２５ 精神障害のある人々についての理解促進 

サービス事業者の資質向上を目指し、精神障害者に対する正しい知識と支援方法等を学ぶための講座・講

習を開催します。また、支援施設・事業所で活動するボランティアを育成し、障害者に対する区民の理解促進を

図ります。 

施策コード ４２５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

民間事業者やＮＰＯ等サービ

ス供給主体の指導・育成・相

談体制の整備 

事業者研修・ボランティ

ア養成研修の実施 
同左 同左 

事業費 １３９千円 １３９千円 １３９千円

 

（３）発達障害者（児）へのライフステージに応じた支援 

４２６ 発達障害者（児）への支援 

乳幼児健診や集団の場等において早期発見できる体制の充実とあわせ、早期の発達支援につなげるため、

「発達障害※支援会議」や「発達障害庁内連絡調整会議」を中心とした関係機関との連携を深めます。また、発

達障害に関する相談、親子グループ等の事業の支援等を充実させ、支援者向けマニュアルの作成や児童発達

支援事業所等が実施する研修等への支援を行います。 

さらに、ライフステージに応じた支援ができるよう、（仮）「発達障害者（児）支援センター」を設置し、これまで支

援の狭間におかれてきた知的障害を伴わない発達障害者（児）への支援をします。 

併せて、区民への理解を深めるため、普及啓発活動を実施します。 

※ 発達障害：発達障害者支援法第２条の定義に基づき、自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害（Ｌ

Ｄ）※、注意欠陥多動性障害（ＡＤ／ＨＤ）※その他これに類する脳機能の障害であってその症状が低年齢において出現するも

の。 

※ 学習障害（ＬＤ）：基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、 読む、書く、計算する又は推論する能力のうち

特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すもの。 

※ 注意欠陥多動性障害（ＡＤ／ＨＤ）：不注意、多動性及び衝動性を中心とした症状とする発達障害。 

 

施策コード ４２６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

早期発見のための 

乳幼児健診の充実 

再掲 416 

実施 同左 同左 

相談体制の充実 

再掲 416 
実施 同左 同左 

発達障害児の 

親子グループへの支援 

再掲 416 

実施 同左 同左 

事業費 １４，９７７千円 ※※※千円 ※※※千円
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関係機関との連携強化 

再掲 416 

発達障害支援会議等

の運営 

連携の推進 

同左 同左 

事業費 ６２１千円 ※※※千円 ※※※千円

支援者への支援 

再掲 416 

児童発達支援事業所

等支援 

実施 

同左 同左 

支援者向けマニュアル

の作成 

検討 

作成 改訂 

事業費 １，０００千円 ※※※千円 ※※※千円

発達障害に係る普及 

啓発事業  再掲 416 

リーフレット作成・配布

講演会実施 
実施 同左 

事業費 ２,６７９千円 ※※※千円 ※※※千円

ライフステージに応じた支援

再掲 416 

（仮）「発達障害者（児）

支援センター」の設置

検討 

同左 開所 

発達障害支援コーディ

ネーターの設置・検討
同左 設置 

支援シート（カルテ）の

作成 

検討 

同左 作成・活用 

事業費 ０千円 ※※※千円 ※※※千円

発達障害児を支援する人材

の育成   【新】 再掲 122 

人材育成 

関係機関との連携強化
同左 同左 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

発達障害児のための巡回 

相談の充実  再掲 122 
巡回相談の充実 同左 同左 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

育成室事業の充実 

再掲 122 

療育の充実 同左 同左 

発達相談の充実 同左 同左 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

特別支援学級の新設 

再掲 132 

知的障害・中学校 

開設準備 

知的障害・中学校開設

船堀小学校 開設準備

船堀小学校 開設 

春江小学校 開設準備

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

特別支援教育の推進 

再掲 132 

特別支援教育推進校

の指定 
同左 同左 

校内研修の実施 同左 同左 

専門研修の実施 同左 同左 
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事業費 ――千円 ――千円 ――千円

専門家チームの派遣 

再掲 132 
実施 同左 同左 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

教育研究所の教育相談の 

充実  再掲 131 
相談室４箇所 相談室４箇所 相談室４箇所 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

職員研修・巡回指導 

再掲 134 
実施 同左 同左 

事業費 ――千円 ――千円 ――千円

「－」：事業費は、発達障害児を支援する人材の育成【新】、育成室事業の充実、発達障害児のための巡回相談の充実（施策コー

ド 122）、教育研究所の教育相談の充実（いじめ・不登校・発達障害等）（施策コード 131）、特別支援学級の新設・移設、特別支援

教育の推進、専門家チームの派遣（施策コード 132）、職員研修・巡回指導（施策コード 134）の中で計上しています。
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４ 福祉のまちづくり 

【施策の考え方】 

歩道の拡幅、道路段差の解消、公共施設のバリアフリー化等を推進し、年齢、障害の有無等に関わりなく、区

民誰もが活動の場を広げ、社会参加のしやすいまちづくりを進めます。 

また、すべての区民がたすけあい、支えあい、ともに生きる社会をつくるために、子どもの頃から福祉の関心を

高めるよう地域社会、学校、職場等のあらゆる場で心のバリアフリーを推進し、区民全員のボランティア意識の醸

成、福祉ネットワークの形成等に取組みます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（１）ユニバーサルデザイン※の促進 

４２７ すべての人が移動しやすいまちづくり 

バリアフリー※のまちづくりを進めるために、歩道巻き込み部の段差解消、音声誘導装置の設置、バス停の整備

等を推進するとともに、エレベーター、自動扉の設置等のバリアフリー化を推進します。また、誰もが利用しやすく

快適に移動できる駅の整備を、鉄道事業者に要請します。 

※ ユニバーサルデザイン：年齢、性別、能力の有無等にかかわりなく、どんな人でも使えるように設計されたデザイン。 

※ バリアフリー：人が生活する上で妨げとなる障害（バリア）が街、施設、道路、住宅、人々の意識、社会等から取り除かれた状態。 

施策コード ４２７ 年次計画 

計画事業内容  ２４年度  ２５年度  ２６年度 

歩道巻き込み部 

の段差解消 

道路改修及び占用工

事にあわせて改修 
同左 同左 

事業費 ５０，０００千円 ５０，０００千円 ５０，０００千円

音声誘導装置の設置 ３基 同左 同左 

事業費 １，９５３千円 １，９５３千円 １，９５３千円
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４２７ すべての人が移動しやすいまちづくり 

ア． 歩道巻き込み部の段差解消 

イ． 音声誘導装置の設置 

ウ． バス停の整備（ベンチ・上屋等） 

エ． 公共施設のバリアフリー化 

 

 

４２８ 福祉教育の充実と区民全員のボランティア意識の醸成 

４２９ 区民と区の福祉パートナーシップの向上 

４３０ 地域全体で支える福祉ネットワークづくり 
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バス停の整備 

（上屋・ベンチ等） 
２箇所 同左 同左 

事業費 １０，０８０千円 １０，０８０千円 １０，０８０千円

公共施設のバリアフリー化 
エレベーター設置１施設

手洗所改修１０施設 

エレベーター設置１施設

手洗所改修１１施設 
手洗所改修７施設 

事業費 ５０１，１７９千円 ４８２，０００千円 ２８１，０００千円

 

（２）心のバリアフリーと福祉ネットワークづくり 

４２８ 福祉教育の充実と区民全員のボランティア意識の醸成 

福祉教育の充実により区民全員のボランティア意識の醸成を図ります。 

 

４２９ 区民と区の福祉パートナーシップの向上 

地域で福祉を支えられるように、区民と区の福祉パートナーシップの向上に取組みます。 

 

４３０ 地域全体で支える福祉ネットワークづくり 

すべての人が地域の中で安心して社会生活が送れるよう、地域福祉を担う関係機関等の連携を強化していき

ます。 
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第４節 

 

１ 環境啓発・環境教育 

（１）環境にやさしいエコタウンづくり 

 
２ 資源循環（ごみの減量と資源リサイクル） 

（１）ライフスタイルの見直しによるごみの大幅な減量化 

（２）資源リサイクルの拡充 

 

３ 自然との共生・ふれあい 

（１）水と緑でネットワークする「いのちのオアシス」づくり 

（２）自然とのふれあいの拡大 

 

４ 都市環境問題・有害化学物質への対応 

（１）生活環境の改善・保全と新たな環境汚染問題への対応 

 

 
 

 

区民参加による環境づくり 
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１ 環境啓発・環境教育 

【施策の考え方】 

一人ひとりが環境に対する高い意識を持てるように、幅広い年齢層が参加できる多様な学習の機会を整えま

す。特に「暮らしと環境」との関係をわかりやすく体系的に学べるようにするとともに、学校等において、次代を担

う子どもたちに環境教育を積極的に行います。また、えどがわエコセンターと連携し、環境啓発、環境教育等を

進め、資源循環、自然とのふれあい等の取組みにつなげます。 

【施策体系図】 
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５０１ 区民や事業者が地球環境に配慮した 

生活を実践するための支援 

ア． 地球温暖化防止活動の推進 

イ． エコカンパニーえどがわの推進 

ウ． 情報提供の実施 

 

５０２ 地域としての温室効果ガスの削減 

ア． エコタウンえどがわ推進計画の推進 

イ． えどがわ省エネ行動指針の普及 

ウ． 省エネアドバイスの実施 

エ． みどりのカーテンの普及 

オ． 公共施設の屋上緑化 

カ． 民間屋上緑化の促進 

 

 

５０３ 自然エネルギーの活用等の誘導策・支援策の充実 

ア． 再生可能エネルギー・省エネルギー機器の導入促進 

イ． 省エネ技術研修会の開催 

ウ． 緑のリサイクルの推進 

ウ－１ 公園等の樹木 

ウー２ 街路樹等の樹木 

 

 

５０４ えどがわエコセンターの充実 

ア．NPO 法人えどがわエコセンターへの支援 

イ．環境講座の実施 

 

５０５ 次代を担う子どもたちへの環境教育 

ア． 環境教育の推進 

 

エ
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ン
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（１）環境にやさしいエコタウンづくり 

５０１ 区民や事業者が地球環境に配慮した生活を実践するための支援 

地球温暖化防止を図るため、えどがわエコセンター※と連携し、省エネ・省資源・ごみ減量等にみんなが取組

む「もったいない運動えどがわ」を拡大します。併せて、区独自の環境取組制度「エコカンパニーえどがわ」事業

※の普及促進を図り、事業者の地球温暖化防止等の環境に配慮した自主的な取組みを支援します。 

※ えどがわエコセンター：江戸川区という地域社会を舞台として区民、事業者、行政が連携・協働し、多くの人々に環境にやさしい

生活を広げるため設立した特定非営利活動法人。 

※ 「エコカンパニーえどがわ」事業：環境活動の取組みに対する宣言をした事業所を、「環境取組事業所」として登録し、年一回、

その活動を報告する制度。 

施策コード ５０１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

地球温暖化防止活動の推進
もったいない運動 

えどがわの拡大 
同左 同左 

事業費 ３，２５７千円 ３，２５７千円 ３，２５７千円

エコカンパニーえどがわの 

推進 

登録事業所の拡大 PR 同左 同左 

事業者の取組み支援 同左 同左 

事業費 ７５０千円 ７５０千円 ７５０千円

情報提供の実施 
情報紙発行支援及び

ホームページの充実 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、NPO 法人えどがわエコセンターへの支援（施策コード 504）の中で計上しています。 

 

５０２ 地域としての温室効果ガスの削減 

地域をあげて地球温暖化防止を図るため、エコタウンえどがわ推進計画※の推進に努めます。また、えどが

わ省エネ行動指針※の普及や省エネアドバイス※等により活動を拡大します。 

公共施設の屋上緑化を推進するとともに、住宅等整備事業における基準等に関する条例※に基づいた民間

敷地内の緑化、屋上緑化、駐車場設置部分等に透水性舗装※、保水性舗装※を誘導するとともに省エネルギー

機器設置住宅に対する容積率の緩和をすることにより省エネ住宅の建設を促進し、ヒートアイランド現象※の抑

制を図ります。 

※ エコタウンえどがわ推進計画：地球温暖化防止を図るため、温室効果ガス削減の数値目標等を定めた計画。 

※ えどがわ省エネ行動指針：平成 22～23 年度に実施した家庭の省エネ実験の結果から作成した江戸川区版省エネ行動指針。 

※ 省エネアドバイス：中小事業者を対象に節電アドバイザーを派遣し、それぞれの事業所にあった対策を提案する事業。 

※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅、一定規模以上の土地利用の基準等を定めたもの。 

※ 透水性舗装：雨水の地中への浸透により、雨水流出抑制、雨天時の歩行性の向上等に効果がある舗装。 

※ 保水性舗装：道路の舗装断面に保水機能をもたせた舗装。雨天時に吸収した水分を晴天時に蒸発させ、気化熱を奪うことに

より路面の温度が下がる効果が期待できる。 

※ ヒートアイランド現象：都市中心部の都市活動の結果として生じる気温上昇現象。 

施策コード ５０２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

エコタウンえどがわ推進計画

の推進 

推進本部の運営 同左 同左 

計画の実施・周知 同左 同左 

事業費 ９８９千円 ９８９千円 ９８９千円

えどがわ省エネ行動指針 

の普及 
区民への普及 同左 同左 
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事業費 ４６１千円 ４６１千円 ４６１千円

省エネアドバイスの実施 
省エネアドバイスの 

実施 
同左 同左 

事業費 ６，０５６千円 ６，０５６千円 ６，０５６千円

みどりのカーテンの普及 
モニター事業 同左 同左 

区民への周知 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

公共施設の屋上緑化 １施設 ３施設 同左 

事業費 ２１，０００千円 ６３，０００千円 ６３，０００千円

民間屋上緑化の促進 促進件数 １００件 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

「－」：事業費は、NPO 法人えどがわエコセンターへの支援（施策コード 504）の中で計上しています。 

 

５０３ 自然エネルギーの活用等の誘導策・支援策の充実 

住宅や事業所への再生可能エネルギー・省エネルギー機器の導入を促進するため、えどがわエコセンター

で実施する太陽エネルギー利用講習会への支援や、機器の導入に対する補助・支援制度の周知を行います。 

省エネ技術研修会を開催し、環境に配慮した事業所の運営を支援するとともに、省エネルギー機器の効果等

の紹介を行うことにより導入を促進します。 

街路樹の剪定枝のチップ化を推進し、肥沃化を図って資源の有効活用を促進します。また、落葉の堆肥化を

推進し、啓発に努めます。併せて、樹木の管理作業に伴う剪定枝葉の有効利用を図るため、チップ化、堆肥化

等を活用する研究を推進し、リサイクルを促進します。 

施策コード ５０３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

再生可能エネルギー・省エネ

ルギー機器の導入促進 
区民への情報提供 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

省エネ技術研修会の開催 
省エネ技術研修会の 

開催 
同左 同左 

事業費 ９９千円 ９９千円 ９９千円

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進 

公園等の樹木 

リサイクル率１００％ 

剪定枝のチップ化 

１，０００㎥ 

落ち葉の腐葉土化 

３００㎥ 

同左 同左 

事業費 ２０，５８５千円 ２０，５８５千円 ２０，５８５千円
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街路樹等の樹木 

剪定枝リサイクル率 

１００％ 

チップ化１，２００㎥ 

堆肥化２００㎥ 

同左 同左 

事業費 １７，０７３千円 １７，０７３千円 １７，０７３千円

「－」：事業費は、NPO 法人えどがわエコセンターへの支援（施策コード 504）の中で計上しています。 

 

５０４ えどがわエコセンターの充実 

区民、事業者及び区が連携･協働した環境活動の輪をさらに広げるため、その中心となるえどがわエコセンタ

ーの活動を支援します。また、地域の環境学習リーダーを育成するための「おきがる環境講座」や、家庭から出

るごみを減らすための「生ごみリサイクル講習会」等の環境講座を、えどがわエコセンターと連携して実施しま

す。 

施策コード ５０４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

NPO 法人えどがわエコ 

センターへの支援 
活動支援 同左 同左 

事業費 ５１，８７２千円 ５１，８７２千円 ５１，８７２千円

環境講座の実施 
各種環境講座 同左 同左 

人材育成事業 同左 同左 

事業費 １，０１５千円 １，０１５千円 １，０１５千円

 

５０５ 次代を担う子どもたちへの環境教育 

えどがわエコセンターで実施するグリーンプラン推進校※事業や、小・中学校の環境学習事業等を支援します。

また、「学校版もったいない運動」と連携し、環境教育のさらなる拡大を図ります。 

さらに、諸団体等が地域で行っている環境に関する活動に対して支援を行います。 

※ グリーンプラン推進校：えどがわエコセンターと協働し、学校における環境学習を推進するモデル校。 

施策コード ５０５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

環境教育の推進 

グリーンプラン推進校

の拡大及び小中学校

の環境学習支援 

同左 同左 

学校版もったいない 

運動との連携 
同左 同左 

地域の実情に合わせた

活動の支援 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、NPO 法人えどがわエコセンターへの支援（施策コード 504）の中で計上しています。 



102 
 

２ 資源循環（ごみの減量と資源リサイクル）   

【施策の考え方】 

ごみの量は、平成１１年１０月から実施した資源回収事業の全区展開により一時減少しましたが、現在は人口

増等により微増傾向にあり、ごみの減量をより一層推進することが必要です。限りある資源を大切にするために、

区民と事業者が協力するとともに、効率的に３Ｒ（リデュース（発生抑制）・リユース（再使用）・リサイクル（再資源

化））を推進し、清掃事業と一体となった循環型社会形成に向けたしくみづくりが求められています。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

資
源
循
環
（ご
み
の
減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
） 

５０６ ごみ減量の目標達成に向けた取組 

  

５０７ 啓発活動の推進 

 

５０８ ごみを少なくするしくみの構築 

ア． マイバック運動の推進 

イ． 家庭ごみ有料化等の調査・研究 

ウ． 再利用計画書提出の促進 

廃棄物管理責任者講習会 

エ． 容器包装リサイクル法等見直しの働きかけ 

 

５０９ 環境に配慮したごみの収集・運搬・処理の推進 

ア． 低公害車の導入 

 

５１０ 産業廃棄物、建築副産物の排出抑制と再利用の促進

 

 

５１１ 区民流通ネットワークシステムの構築 

ア． ３Ｒ情報の提供 

 

５１２ 事業者と処理業者の連携促進 

 

５１３ 修理マイスター制度の創設 

 

５１４ デポジット制度などによる再資源化の促進 

 

５１５ リサイクルリーダーの育成・活用 

ア． リサイクル推進の普及啓発 

 

５１６ 区民による資源回収活動の拡大 

ア． 古着等の拠点回収 

イ． 集団回収活動の支援 

 

５１７ リサイクル製品の利用促進 
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（１）ライフスタイルの見直しによるごみの大幅な減量化 

５０６ ごみ減量の目標達成に向けた取組  

「一般廃棄物処理基本計画」に基づき、平成３３年度までに平成１２年度に比べて２０％のごみ減量を図るた

め、資源化可能物である容器包装プラスチックのリサイクルを推進し、集積所回収の実施に努めます。 

 

５０７ 啓発活動の推進 

ごみ減量・リサイクルに関する取組みを拡大するため、学校、町会・自治会等を単位として出前講座等の啓発

活動を推進します。 

また、ごみ減量の方法及びリサイクルの効果について、清掃・リサイクルニュースを発行し、３Ｒ（発生抑制、再

使用、再資源化）の啓発等に努めます。併せて、区立小学校４年生全員に環境教育冊子「えどがわくのごみダ

イエットにチャレンジ」を配付し、環境学習の促進を図ります。 

 

５０８ ごみを少なくするしくみの構築 

商店会やスーパー等の事業者、区民、区の三者が連携しながら、ごみ減量の取組みを推進します。 

また、効果的なごみ減量施策のあり方について、学識経験者・区民・事業者の代表による廃棄物減量等推進

審議会等で調査・研究します。 

さらに、事業用面積が１，０００㎡を超える大規模事業所を対象に、再利用計画書の作成・提出を促すとともに、

廃棄物管理責任者講習会を実施し、事業者におけるごみの発生抑制、事業者処理責任の徹底を促進するとと

もに、拡大生産者責任に基づいて、事業者が主体的にリサイクルに取組むよう、国や事業者に働きかけを行い

ます。 

施策コード ５０８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

マイバッグ運動の推進 

マイバッグキャンペーン

の実施 

マイバッグコンテストの

実施 

同左 同左 

事業費 ２，５６５千円 ２，５６５千円 ２，５６５千円

家庭ごみ有料化等の 

調査・研究 

廃棄物減量等推進 

審議会の開催 

組成調査の実施 

同左 同左 

事業費 ３，０９０千円 ３，０９０千円 ３，０９０千円

再利用計画書提出の促進 

廃棄物管理責任者講習会 
実施 同左 同左 

事業費 １，９４２千円 ※※※千円 ※※※千円

容器包装リサイクル法等 

見直しの働きかけ 
実施 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円
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５０９ 環境に配慮したごみの収集・運搬・処理の推進 

ごみ収集の直営車両の買い替えに当たっては、低公害車の購入を継続するとともに、雇上車両についても、

引き続き、低公害車の使用を促すよう働きかけます。 

施策コード ５０９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

低公害車の導入 小型プレス車１台 
耐用年数を超えた車両

の買い替え時に導入 
同左 

事業費 ８，２９５千円 ※※※千円 ※※※千円

 
５１０ 産業廃棄物、建築副産物の排出抑制と再利用の促進 

建設リサイクルの届出及び分別解体を確実に推進するため、届出の徹底、意識啓発等を図るとともに、引き

続き現場パトロールの実施を推進します。 

 

（２）資源リサイクルの拡充 

５１１ 区民流通ネットワークシステムの構築  

区民の３Ｒ（リデュース（発生抑制）・リユース（再使用）・リサイクル（再資源化））の取組みを促進するために、

わかりやすい情報を情報紙や区ホームページ等を活用して提供します。 

施策コード ５１１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

３Ｒ情報の提供 

３Ｒ店舗情報の提供 

リサイクルバンク情報の

提供 

同左 同左 

事業費 ８９６千円 ８９６千円 ８９６千円

 
５１２ 事業者と処理業者の連携促進 

 家電製品等の資源リサイクルを確実、かつ、より効果的に行うため、事業者、処理業者及び区が必要な情報

交換を適宜行えるよう連携の促進を図ります。 

 
５１３ 修理マイスター※制度の創設 

ものを長く大切に使うため、事業者等の技術を活用して、「修理マイスター制度」に向けた人材育成に取組み

ます。 

※ マイスター：ドイツのものづくりの｢親方｣。｢親方の下で修行して一人前に｣という中世からのものづくりのシステムを国家資格

として整備したものがドイツのマイスター制度。 

 
５１４ デポジット制度※などによる再資源化の促進 

国及び事業者に対して再資源化品目の拡大の要請等を行うことに努めます。 

また、デポジット制度については、その導入を国に働きかけるとともに、イベント時のリユースカップの導入等の

先進的な取組みを検討します。 

※ デポジット制度：ビールびん等のように、預り金、保証金等を取り、返却時に返金することにより、確実な返却を促すためのシ

ステム。 
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５１５ リサイクルリーダーの育成・活用 

リサイクルに関心のある区民を対象とする講座や見学会を実施し、ごみ減量･リサイクル活動の中心となる人

材を育成します。 

施策コード ５１５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

リサイクル推進の普及啓発 

リサイクル施設見学会

等の実施 

情報紙の発行 

同左 同左 

事業費 ８，１４５千円 ８，１４５千円 ８，１４５千円

 

５１６ 区民による資源回収活動の拡大  

資源リサイクルを図るため、区民が主体となる集団回収活動を積極的に拡大します。 

また、実施団体が安定的に運営できるよう、報奨金の支給、回収補助用具の支援等を行うとともに、未実施団

体への働きかけを進めます。併せて、ごみ減量と資源化推進を図るため、区内施設を活用した古着等の拠点回

収を実施します。 

施策コード ５１６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

古着等の拠点回収 
古着・古布リサイクル 

移動回収の実施 
実施 同左 

事業費 ６，１７７千円 ７，４００千円 ７，４００千円

集団回収活動の支援 
支援の実施 

（実施団体６３８団体） 

同左 

（実施団体６４８団体） 

同左 

（実施団体６５８団体） 

事業費 ９４，１１４千円 ９５，０００千円 ９６，０００千円

 
５１７ リサイクル製品の利用促進 

資源リサイクルを促進するため、区は事業者として、自らリサイクル製品の購入を促進するとともに、区民、事業者

等のリサイクル製品の購入（グリーン購入）の促進を図ります。 
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３ 自然との共生・ふれあい 

【施策の考え方】 

区には、区民の保全活動に支えられ、水と緑豊かな自然を活かしたうるおいの感じられる生活空間が形成さ

れています。この特長を活かし、様々な生き物が棲む「いのちのオアシス」づくり、「花と緑の拠点」づくり等を進

め、誰もが気軽に水と緑に親しめるような環境を整備します。また、これらの環境を利用して、自然とふれあうこと

のできる機会を充実します。 
【施策体系図】 
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５１８ 区民主体の環境づくり 

ア． アダプト制度の推進 

アー1 公園ボランティアの育成・支援 

アー2 まちかどボランティアの育成・支援 

アー3 緑のボランティアの育成・支援 

アー4 水辺のボランティアの育成・支援 

イ． 水と緑の区民カレッジ講座の開催 

ウ． みんなの家に花いっぱい運動の推進 

ウー1 花鉢アレンジ講習会の開催 

ウー2 庭木の手入れ講習会の開催 

ウー3 ウエルカム･ガーディナーの育成 

５１９ 多様な生物が棲息できる環境づくり 

ア． 水辺環境調査の実施 

５２０ 水と緑の拠点づくりの拡大 

ア． 河川敷の並木づくり 

５２１ 「いのちのオアシス」のネットワークづくり 

 

 

 

５２２ 体験型イベントの実施 

ア． 環境講座の実施 （再掲 504） 

５２３ 自然体験活動などの充実 

ア． 環境教育の推進 （再掲 505） 

５２４ 身近な自然を活かした休息と健康づくり 

５２５ 水辺環境とのふれあい 

ア． 水辺に親しむ環境学習の場の設置 

５２６ 農地とのふれあい 

５２７ 自然を守り、自然とふれあう活動の支援 

ア． 水辺の自然環境の保全 

イ． 一之江境川親水公園ネーチャーリーダーの育成 
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（１）水と緑でネットワークする「いのちのオアシス」づくり 

５１８ 区民主体の環境づくり  

アダプト制度※を利用した各ボランティアの活動の展開を図っていきます。 

区民相互の交流の促進、相談支援、情報の収集・提供等に努めるとともに、えどがわエコセンター※との連携

を図りながら、講習会、自然観察会等の開催等を行い、環境づくりのための様々な区民の活動を支援します。 

また、みんなの家に花いっぱい運動を推進し、四季おりおりの花と緑があふれるまちづくりを進めます。 

※ アダプト活動：道路、河川、公園等の公共スペースで実施する清掃等のボランティア活動。 

※ えどがわエコセンター：江戸川区という地域社会を舞台として区民、事業者、行政が連携・協働し、多くの人々に環境にやさしい

生活を広げるため設立した特定非営利活動法人。 

施策コード ５１８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

ア
ダ
プ
ト
制
度
の
推
進 

公園ボランティアの 

育成・支援 

公園ボランティア 

連絡会の支援等 
同左 同左 

事業費 ７，２１６千円 ７，２１６千円 ７，２１６千円

まちかどボランティアの 

育成・支援 
活動の支援相談 同左 同左 

事業費 ５１千円 ５１千円 ５１千円

緑のボランティアの 

育成・支援 
活動の支援相談 同左 同左 

事業費 ３０４千円 ３０４千円 ３０４千円

水辺のボランティアの 

育成・支援 

水辺の活動交流会等

の支援 
同左 同左 

事業費 １，４９６千円 １，４９６千円 １，４９６千円

水と緑の区民カレッジ 

講座の開催 
２５講座 同左 同左 

事業費 ２，７９６千円 ２，７９６千円 ２，７９６千円

み
ん
な
の
家
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進 

花鉢アレンジ 

講習会の開催 
１６会場 同左 同左 

事業費 ４５０千円 ４５０千円 ４５０千円

庭木の手入れ 

講習会の開催 

講習会 ９会場 同左 同左 

花と緑の相談所 ２３会場 同左 同左 

事業費 １１８千円 １１８千円 １１８千円

ウェルカム・ガーディナー 

の育成 
５会場 同左 同左 

事業費 １，２７７千円 １，２７７千円 １，２７７千円
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５１９ 多様な生物が棲息できる環境づくり  

区民に身近なところで、より多様な生物が棲息できる環境づくりを推進します。また、水辺環境調査をえどがわ

エコセンターと連携して実施することで、現状把握を行い、そのデータを水辺の自然の保全活動に活用していき

ます。 

施策コード ５１９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

水辺環境調査の実施 水辺環境調査 同左 同左 

事業費 １，８２９千円 １，８２９千円 １，８２９千円

 

５２０ 水と緑の拠点づくりの拡大  

河川の堤防天端及び河川敷への桜を主とした植栽を計画的に実施し、環境整備に努めます。 

施策コード ５２０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

河川敷の並木づくり 
新川の桜等   

旧中川の桜等  
新川の桜等   

事業費 １４，８０５千円 ３１，０００千円

 

５２１ 「いのちのオアシス」のネットワークづくり  

地域の憩いの場となる利用の促進を図るとともに、生態系に配慮した、より自然に近い親水緑道の整備を図り

ます。 

 

（２）自然とのふれあいの拡大 

５２２ 体験型イベントの実施  

 えどがわエコセンターで実施する自然学習会、セミナー等の環境講座を支援します。 

施策コード ５２２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

環境講座の実施 

再掲 504 
環境講座 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、環境講座の実施（施策コード 504）の中で計上しています。 
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５２３ 自然体験活動などの充実 

えどがわエコセンターを中心とした、諸団体が地域で行う環境に関する活動に対して支援を行います。 

施策コード ５２３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

環境教育の推進 

再掲 505 

地域の実情に合わせた

活動の支援 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、NPO 法人えどがわエコセンターへの支援（施策コード 504）の中で計上しています。 

 

５２４ 身近な自然を活かした休息と健康づくり  

河川堤防上の通路等の利用を図り、サイクリングロードの整備の充実に努める等、健康増進のために、自然

の中で気持ちよく散歩等が行える環境づくりを推進します。 

 

５２５ 水辺環境とのふれあい 

えどがわエコセンターとの連携を図りながら、豊かな水辺空間を活用した環境学習の場づくりを行います。 

また、江戸川、荒川等における住民活動を推進するとともに、河川環境の充実に向けて流域自治体間の交流

及び連携の促進を図ります。 

施策コード ５２５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

水辺に親しむ環境学習の場

の設置 

環境学習の場としての

活用 ３箇所 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

 

５２６ 農地とのふれあい 

農地を身近な自然としてとらえ、保全及びその活用を図るとともに、区民農園、ふれあい農園等を充実し、区

民が農業体験を通じて自然とふれあうことのできる機会の提供に努めます。また、農家の協力を得ながら、子供

たちが農業体験できるような機会の充実を図ります。 

 

５２７ 自然を守り、自然とふれあう活動の支援 

多くの生き物が生息する水辺の自然生態系を支えるアシ原や草原を荒川将来像計画２０１０推進計画※等に

沿って保全していきます。 

また、親水公園周辺に生息する生物や植物について学び、自然に親しみながら生物調査と環境学習指導者

を育成します。 

 ※荒川将来像計画２０１０推進計画：平成 8 年に策定した荒川将来像計画全体構想書について見直しを行い、「放水路から川ら 
    しい水辺へ」をテーマとして、より魅力的な荒川の姿を示し実現するための新計画のこと。 
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施策コード ５２７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

水辺の自然環境の保全 草刈り等 同左 同左 

事業費 ２，９９９千円 ２，９９９千円 ２，９９９千円

一之江境川親水公園 

ネーチャーリーダーの育成 

ネーチャーリーダーの

育成支援等 
同左 同左 

事業費 ３３１千円 ３３１千円 ３３１千円
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４ 都市環境問題・有害化学物質への対応 

【施策の考え方】 

区民の暮らしに影響を及ぼす都市環境問題、有害化学物質等について、国及び都と協力しながら、区民、事

業者等とともに対応します。また、問題の発生及び被害の拡大を防止するための情報の共有化を図り、リスクの

低減に努めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（１）生活環境の改善・保全と新たな環境汚染問題への対応 

５２８ アスベスト対策 

アスベストを含む建材等が、建物の解体工事等により飛散する恐れがあることから、工事業者等に対

してアスベストの確認や飛散防止について指導を強化します。 

施策コード ５２８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

アスベスト飛散防止対策の

推進 

建物解体工事対策及び

区内環境測定の実施 
同左 同左 

事業費 １，３２０千円 １，３２０千円 １，３２０千円

アスベスト調査費の助成 アスベスト調査費の助成 同左 同左 

事業費 ４８０千円 ４８０千円 ４８０千円
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５２８ アスベスト対策 

ア． アスベスト飛散防止対策の推進 

イ． アスベスト調査費の助成 

 

 

５２９ 有害化学物質対策 

ア． 有害化学物質対策の推進 

イ． 土壌汚染対策の推進 

 

５３０ 航空機騒音の監視 

ア． 航空機騒音の監視 

 

５３１ 新たな公害相談への対応 

ア． 新たな公害相談への対応 
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５２９ 有害化学物質対策 

国や都と連携し有害化学物質の把握に努め、事業者の適正な管理・使用を指導するとともに情報提供

を行います。事業者の理解を得ながら、有害化学物質による汚染防止対策を推進します。 

施策コード ５２９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

有害化学物質対策の推進 
事業場の調査・指導及

び情報提供の実施 
同左 同左 

事業費  ４１５千円   ４１５千円 ４１５千円

土壌汚染対策の推進 
有害物取扱事業場の

指導及び啓発の実施 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

 

５３０ 航空機騒音の監視 

羽田空港の悪天候時における区内着陸機の上空飛行による騒音影響を確認するため、清新町で航空機騒

音測定の定点観測を継続するとともに、苦情・問い合わせが増加傾向にある離陸機の上空飛行に伴い発生す

る騒音についても監視を強化します。 

また、国土交通省と航空機騒音低減に向けた協議を引き続き行っていきます。 

施策コード ５３０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

航空機騒音の監視 

離陸機及び着陸機の

騒音測定 
同左 同左 

国土交通省との騒音 

低減に向けた協議 
同左 同左 

事業費 ４，３２４千円 ４，３２４千円 ４，３２４千円

 

５３１ 新たな公害相談への対応  

空き家や生活騒音等の近隣問題から生じる様々な公害相談について、相談体制を充実させるとともに関係

部署との連携を図り解決へ導きます。また、当事者間で自己解決できるように支援していきます。 

施策コード ５３１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

新たな公害相談への対応 
状況に応じた 

適切な対応 
同左 同左 

事業費 ４５６千円 ４５６千円 ４５６千円
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第５節 

活力を創造する産業づくり 

 

１ ものづくり産業の活性化 

（１）自立型中小企業の支援 

   
２ 商業・生活サービス業の活性化 

（１）新しい商店街への経営革新 

 
３ 起業家の育成 

（１）情報産業などの起業・育成支援 

 
４ 都市農業の継承 

（１）特色ある都市農業の展開 

 
５ 伝統的地場産業の継承、発展 

（１）江戸川文化としての伝統的地場産業の振興 

 
６ 次代の産業を担う人材の育成 

（１）次代を担う人材育成の支援 

 
７ 新たなパートナーシップの確立 

（１）産業界の主体性を重視した行政システム 

 
８ 働く意欲あふれる環境づくり 

（１）多様な就業の場の確保と支援 
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１ ものづくり産業の活性化 

【施策の考え方】 

不透明な景気の状況、技術革新等による経済・産業構造全体の大きな変化等により、区のものづくり産業にと

って、厳しい経営環境が続いています。このため、区では、従来の下請加工型企業からの脱却を図り、高付加価

値を生み出す企画・提案型企業としての自立を支援するとともに、企業間連携と情報化による競争力の強化、も

のづくり技術の継承支援等を行い、ものづくり産業の活性化を図ります。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
の
づ
く
り
産
業
の
活
性
化 

６０１ マーケティング強化支援 

ア． 産業ときめきフェアの充実 

イ． 産業ナビ（事業所データベース）の充実 

ウ． 江戸川区名産品の販売促進 

エ． 展示会等の出展の支援 

６０２ 既存技術の応用・技術開発支援 

ア． スーパー連携大学院設立支援 

イ． 大学等との連携の推進 

ウ． 知的財産活用セミナーの実施 

エ． 新製品・新技術開発等の支援 

オ． 産業発明コンクールの実施 

カ． 中小企業振興事業資金の融資あっせんと保証料、利

子の助成 

キ． セーフティネット保証等を利用する中小企業者への支

援 

ク． 東日本大震災により経営に影響を生じた中小企業者

への支援 【新】 

６０３ 区民の暮らしと調和する生産環境の確保 

ア． 省エネルギー設備を対象とする融資のあっせん 

６０４ ネットワーク構築支援 

ア． スーパー連携大学院設立支援 （再掲 602） 

イ． 大学等との連携の推進 （再掲 602） 

ウ． 産業ナビ（事業所データベース）の充実 （再掲 601） 

６０５ 情報化に対する支援強化 

ア． 中小企業者への充実した相談サービスと情報の提供 

６０６ 区内中小企業の人材確保・育成支援 

ア． ものづくり技術継承の支援 【新】 

イ． ワーク・ライフ・バランスの推進 （再掲 217） 

６０７ 区内中小企業で働く人々の支援 

ア． 産業ときめきフェアの充実 （再掲 601） 

イ． 展示会等の出展の支援 （再掲 601） 

 

自
立
型
中
小
企
業
の
支
援 



115 
 

（１）自立型中小企業の支援 

６０１ マーケティング強化支援 

区内外の主に製造業を担う企業の展示実演等を行い、優れた製品及び技術力を広く紹介するとともに、ビジ

ネス情報交換会を開催し、企業間の連携づくりの場を提供します。また、区内事業所の情報を掲載できるえどが

わ産業ナビ（事業所データベース）の内容充実を図り、区内事業所の受発注の拡大及びネットワークの構築を

図ります。 

伝統工芸品や小松菜関連商品をはじめとした区内の名産品の販売等を行う、インターネット上のショッピング

モールである「えどコレ！」の適正な運営に努めます。併せて、篠崎文化プラザ内での販売活動等を推進しま

す。 

また、展示会等への出展経費の一部を助成することにより、区内製造事業者の展示会等への出展を促進し、

受発注の拡大を図ります。 

施策コード ６０１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

産業ときめきフェアの充実 実施 同左 同左 

事業費 １２，５４５千円 １２，５４５千円 １２，５４５千円

産業ナビ（事業所データ 

ベース）の充実 

実施 

（一部機能の拡充） 
実施 同左 

事業費 ２，９５９千円 １，９８３千円 １，９８３千円

江戸川区名産品の販売促進

「えどコレ！」の運営 

直営店等での販売 

活動の推進 

同左 同左 

事業費 ９，３６６千円 ９，３６６千円 ９，３６６千円

展示会等出展の支援 実施 同左 同左 

事業費 ６００千円 ６００千円 ６００千円

 
６０２ 既存技術の応用・技術開発支援 

スーパー連携大学院を区内に誘致することにより、区内中小企業者が企業間及び大学等と連携する機会を

提供するほか、区民の学術への関心や地域の活力の高揚を図るとともに、区内企業とコラボ産学官参加大学と

の情報交流の促進を図り、区内企業と大学との連携を支援します。 

区内企業の持つ優れた技術を知的財産として活用・保護を図る、ライセンス契約の方法等に関するセミナー

を開催し、オンリーワン企業として販路の拡大、新規取引の確保等の一助となるよう努めます。 

また、区内製造事業者が産学連携等により新製品・新技術を開発やＩＳＯの認証取得等に要する経費の一部

を助成することにより、区内製造事業者の技術開発力の向上を図ります。 

さらに、産業に役立つ作品等のアイディアを区民から広く募り、優れた作品を表彰し、ものづくり意欲の高揚・

技術の進展を図るとともに、景気動向にあわせ、制度を機動的に運用し、中小企業者の資金繰りを支援します。 
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施策コード ６０２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

スーパー連携大学院 

設立支援 
実施 同左 同左 

事業費 ９，０９５千円 ※※※ 千円 ※※※ 千円

大学等との連携の推進 実施 同左 同左 

事業費 １，７８８千円 １，７８８千円 １，７８８千円

知的財産活用セミナー 

の実施 
実施 同左 同左 

事業費 ５０千円 ５０千円 ５０千円

新製品・新技術開発等の 

支援 
実施 同左 同左 

事業費 ８，０００千円 ８，０００千円 ８，０００千円

産業発明コンクールの実施 実施 同左 同左 

事業費 ２，１９０千円 ※※※千円 ※※※千円

中小企業振興事業資金の融

資あっせんと保証料、利子の

助成 

（融資計画） 

２，４１０件 

１４，２８０百万円 

同左 同左 

事業費 ８０７，１９１千円 ８１０，０００千円 ８１０，０００千円

セーフティネット保証等を利

用する中小企業者への支援

東京都制度融資（経営

セーフ等）利用者への

利子補給 

同左 同左 

事業費 ７３４，３７９千円 ７４０，０００千円 ７４０，０００千円

東日本大震災により経営に

影響を生じた中小企業者へ

の支援 【新】 

東京都経営支援融資

（災害緊急）等への利

子補給 

同左 同左 

事業費 １５４，０００千円 ４６，０００千円 ４０，０００千円

 

６０３ 区民の暮らしと調和する生産環境の確保 

省エネルギー設備等を導入する中小企業者の融資を対象とした優遇制度により、エコタウンえどがわ推進計

画※促進します。 

※ エコタウンえどがわ推進計画：地球温暖化防止を図るため、温室効果ガス削減の数値目標等を定めた計画。 

施策コード ６０３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

省エネルギー設備を対象と

する融資のあっせん 

経営向上資金の 

あっせん 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、中小企業振興事業資金の融資あっせんと保証料、利子の助成（施策コード 602）の中で計上しています。 
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６０４ ネットワーク構築支援 

区内企業とコラボ産学官参加大学との情報交流の促進を図り、区内企業と大学との連携を支援します。 

「産学連携コーディネーション事業」等を通じて、区内企業とコラボ産学官参加大学との情報交流の場及び学

習機会を提供し、区内企業と大学とのマッチングを図るとともに共同研究に対する支援を行います。 

また、えどがわ産業ナビ（事業所データベース）の内容充実を図り、区内事業所の受発注の拡大及びネットワ

ークの構築を図ります。 

施策コード ６０４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

スーパー連携大学院 

設立支援 再掲 602 
実施 同左 同左 

事業費 ９，０９５千円 ※※※千円  ※※※千円

大学等との連携の推進 

再掲 602 
実施 同左 同左 

事業費 １，７８８千円 １，７８８千円 １，７８８千円

産業ナビ（事業所データベー

ス）の充実 再掲 601 

実施 

（一部機能の拡充） 
実施 同左 

事業費 ２，９５９千円 １，９８３千円 １，９８３千円

 

６０５ 情報化に対する支援強化 

中小企業相談室の窓口に加え、専門家の継続的な派遣や、ホームページでの提供情報の充実により、中小

企業者の様々な課題の解決を支援します。 

施策コード ６０５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

中小企業者への充実した相

談サービスと情報の提供 

窓口での各種相談 

専門家の派遣 

ホームページ等での情

報提供と相談受付 

同左 同左 

事業費 ３５，２３３千円 ３５，０００千円 ３５，０００千円

 

６０６ 区内中小企業の人材確保・育成支援 

ものづくり技術の継承に係る研修会等の開催や資格修得等に要する経費の一部を助成することにより、区内

製造事業者におけるものづくり技術の継承と人材の育成を図ります。 

また、仕事と生活の調和を図るワーク・ライフ・バランスを推進するため、ワーク・ライフ・バランス推進協議会を

開催し、産業賞において事業者の取組みを表彰します。 
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施策コード ６０６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

ものづくり技術継承の 

支援 【新】 
実施 同左 同左 

事業費 １，５００千円 １，５００千円 １，５００千円

ワーク・ライフ・バランスの 

推進  再掲 217 

ワーク・ライフ・バランス

推進協議会の開催 
同左 同左 

産業賞での企業表彰 同左 同左 

事業費 ２３９千円 ２３９千円 ２３９千円

 

６０７ 区内中小企業で働く人々の支援 

区内外の企業（主に製造業）を一堂に集め、展示実演等により優れた製品、技術力を企業並びに区民に広く

紹介するとともに、ビジネス情報交換会の開催によりマッチングの場を提供していきます。また、製作実演・体験

コーナー等を通じて、産業教育の場としても活用していきます。 

さらに、展示会等への出展経費の一部を助成することにより、区内製造事業者の展示会等への出展を促進し、

受発注の拡大を図ります。 

施策コード ６０７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

産業ときめきフェアの充実 

再掲 601 
実施 同左 同左 

事業費 １２，５４５千円 １２，５４５千円 １２，５４５千円

展示会等出展の支援 

再掲 601 
実施 同左 同左 

事業費 ６００千円 ６００千円 ６００千円

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



119 
 

２ 商業・生活サービス業の活性化   

【施策の考え方】 

区内の商店街は、消費の低迷、多様化する消費者ニーズの変化等の影響のため、売上の減少、経営不振に

よる閉店等の厳しい状況に置かれています。 

このため、区では、空き店舗の活用等による独自の積極的な取組み、これからの商店街に期待される新たな

社会的役割を担える商店街づくり等を支援し、商業・生活サービス業の再生と活性化を図ります。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）新しい商店街への経営革新 

６０８ 商店街の計画的な振興 

中長期的な商店街振興を推進するため、商店街振興プランの着実な推進を図ります。特に「地域との協働に

よる商店街づくり」を基本に、各商店街が地域コミュニティの中核として、区民生活の楽しみの場となり、商店街

の売り上げも向上するよう支援します。 

施策コード ６０８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

商店街振興プランの推進 
プランに基づいた計画

的な事業の推進 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

商
業
・生
活
サ
ー
ビ
ス
業
の
活
性
化 

６０８ 商店街の計画的な振興 

ア． 商店街振興プランの推進 

６０９ みんなに楽しく便利な商店街づくり 

ア． 商店街パワーアップ支援事業の実施 

イ． 区内共通商品券まつりの実施 

６１０ みんなにやさしく頼りにされる商店街づくり 

ア． モデル商店街事業の実施 

イ． 商店街エコイベントへの支援 

ウ． 商店街の環境整備事業の実施 

６１１ 空き店舗の有効活用に向けた取組み 

ア． 商店街パワーアップ支援事業の実施 （再掲 609） 

イ． 空き店舗対策支援事業の実施 【新】 

６１２ 駐車・駐輪問題の解決に向けた取組み 

ア． 商店街パワーアップ支援事業の実施 （再掲 609） 

６１３ 大規模商業施設、深夜営業商業施設の生活環境との調和

６１４ 生活サービス業の活性化 

新
し
い
商
店
街
へ
の
経
営
革
新 
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６０９ みんなに楽しく便利な商店街づくり 

商店街振興プランに基づく、イベント、装飾街路灯の設置等の計画的・継続的な活性化事業を支援します。 

施策コード ６０９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

商店街パワーアップ 

支援事業の実施 

イベントや活性化事業

への支援 
同左 同左 

事業費 ６７，５４６千円 ※※※ 千円 ※※※ 千円

区内共通商品券まつり 

の実施 
実施予定 同左 同左 

事業費 ７５，０００千円 ※※※ 千円 ※※※ 千円

 
６１０ みんなにやさしく頼りにされる商店街づくり 

地域振興につながる活性化策を主体的に実施する商店街を「モデル商店街」に指定し、総合的に支援すると

ともに、当該事業を広報します。 

また、えどがわエコセンター等との連携を図りながら、「もったいない運動」等の商店街の環境に配慮した取組

みを支援します。 

さらに、商店街の近代化及び活性化を目的として、魅力ある商店街づくりに必要な共同施設の設置に必要な

費用を支援していきます。 

施策コード ６１０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

モデル商店街事業の推進 
宅配事業に取組む 

商店街をモデル指定 

新たなモデル商店街 

の指定 
事業の推進 

事業費 １，０００千円 ※※※ 千円 ※※※ 千円

商店街エコイベントへの支援 事業の推進 同左 同左 

事業費 １，０００千円 ※※※ 千円 ※※※ 千円

商店街の環境整備事業 

の実施 
事業への支援 同左 同左 

事業費 ８９，１８３千円 ※※※ 千円 ※※※ 千円

 

６１１ 空き店舗の有効活用に向けた取組み 

空き店舗を活用した商店街の振興を支援します。また、産業ナビの機能を拡充して空き店舗情報を集約した

物件検索サイトの構築や店舗賃借料の一部助成等により、空き店舗の解消を目指していきます。 

施策コード ６１１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

商店街パワーアップ 

支援事業の実施 再掲 609 

イベントや活性化事業

への支援 
同左 同左 

事業費 ６７，５４６千円 ※※※ 千円 ※※※ 千円
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空き店舗対策支援事業 

の実施 【新】 

産業ナビの活用 

店舗家賃助成 

設備資金融資 

同左 同左 

事業費 ８，８５６千円 ※※※ 千円 ※※※ 千円

 

６１２ 駐車・駐輪問題の解決に向けた取組み 

駐車場、駐輪場等の整備及び利用者のマナーの向上を図るため、関係機関等と協力･連携しながら、各商店

街の地域性を踏まえ、課題の解決に向けた取組みの推進に努めます。 

施策コード ６１２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

商店街パワーアップ 

支援事業の実施 再掲 609 

イベントや活性化事業

への支援 
同左 同左 

事業費 ６７，５４６千円 ※※※ 千円 ※※※ 千円

 
６１３ 大規模商業施設、深夜営業商業施設の生活環境との調和 

大規模商業施設、深夜営業商業施設等の出店に当たっては、大規模小売店舗立地法、住宅等整備事業に

おける基準等に関する条例に基づき適確な指導を実施するとともに、江戸川区大規模小売店舗連絡会を開催

する等、周辺の良好な住環境の保持に努めます。 

 

６１４ 生活サービス業の活性化 

  地域コミュニティにおける役割の一端を担い、区民生活に密着した公衆浴場等の生活サービス業の利用を

促進し、その活性化を図ります。 
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３ 起業家の育成 

【施策の考え方】 

産業のソフト化・サービス化の進展により、情報産業をはじめ、環境関連産業、福祉サービス産業等の新しい

ビジネスが急成長しており、地域の生活者である区民自身が、自分たちの地域が抱える課題を解決し、地域の

活性化に努めています。 

このため、区では、情報産業等を区の新たな活力産業と位置づけ、重点的に支援するとともに、よりよい地域

社会の実現のためにも、環境関連産業や福祉サービス産業等の新しい起業家を積極的に育成します。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

（１）情報産業などの起業・育成支援 

６１５ 学習機会の提供の拡大 

「産学連携コーディネーション事業」等を通じて、区内企業とコラボ産学官参加大学との情報交流の場及び学

習機会を提供し、区内企業と大学とのマッチングを図るとともに共同研究に対する支援を行います。 

また、区内事業所の技術承継、経営基盤強化を図るためのスキルアップセミナーを開催し、区内中小企業の

経営基盤強化を図ります。 

さらに、起業・経営に必要な基礎知識や手法、実践能力を習得する場を提供し、区産業界を担う起業家の育

成・輩出を目指すとともに、受講者相互の交流を図り、将来の区内産業活性化に資するネットワーク作りの基礎

をつくります。 

施策コード ６１５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

大学等との連携の推進 

再掲 602 
実施 同左 同左 

事業費 １，７８８千円 １，７８８千円 １，７８８千円

経営者支援セミナーの実施 実施 同左 同左 

事業費 ３００千円 ３００千円 ３００千円
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６１５ 学習機会の提供の拡大 

ア． 大学等との連携の推進 （再掲 602） 

イ．  経営者支援セミナーの実施 

ウ． 起業家ゼミナールの実施 

６１６ 起業環境の整備 

ア． 起業家ゼミナールの実施 （再掲 615） 

イ． ビジネスプランコンテストの実施 

ウ． 創業支援施設の運営 

エ． 起業に係る相談支援体制の充実 

６１７ 起業家のマッチング支援 

ア． 大学等との連携の推進 （再掲 602） 

６１８ 起業家の活動支援 

ア． 起業に係る相談支援体制の充実 （再掲 616） 

起
業
・
育
成
支
援 

情
報
産
業
な
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の 
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起業家ゼミナールの実施 実施 同左 同左 

事業費 ２，５４１千円 ２，５４１千円 ２，５４１千円

 
６１６ 起業環境の整備 

学習機会の提供、相談体制の整備等の、起業に関する計画から起業後の活動に係る支援を一貫して行うこ

とにより、区内の起業家の育成を図ります。 

施策コード ６１６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

起業家ゼミナールの実施 

再掲 615 
実施 同左 同左 

事業費 ２，５４１千円 ２，５４１千円 ２，５４１千円

ビジネスプランコンテスト 

の実施 
実施 同左 同左 

事業費 ８１４千円 ８１４千円 ８１４千円

創業支援施設の運営 実施 同左 同左 

事業費 ７，５５９千円 ７，５５９千円 ７，５５９千円

起業に係る相談支援体制の

充実 

専門家の派遣 

創業支援資金の 

あっせん 

同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、中小企業者への充実した相談サービスと情報の提供 （施策コード 605）の中で計上しています。 

 

６１７ 起業家のマッチング支援 

「産学連携コーディネーション事業」等を通じて、区内企業とコラボ産学官参加大学との情報交流の場及び学

習機会を提供し、区内企業と大学とのマッチングを図るとともに共同研究に対する支援を行います。 

施策コード ６１７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

大学等との連携の推進 

再掲 602 
コラボ産学官参加大学と区内企業のマッチング支援 

事業費 １，７８８千円 １，７８８千円 １，７８８千円
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６１８ 起業家の活動支援 

創業支援資金のあっせんと連携して、起業家支援アドバイザー制度により、実践的な事業計画の策定と、営

業開始後の継続的な助言を継続的に実施し、堅実な起業者を育成します。 
施策コード ６１８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

起業に係る相談支援体制の

充実  再掲 616 

専門家の派遣 

創業支援資金の 

あっせん 

同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、中小企業者への充実した相談サービスと情報の提供 （施策コード 605）の中で計上しています。 
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４ 都市農業の継承 

【施策の考え方】 

区の農業は、小松菜や花卉等の特産物を有し、都市農業としては日本一ともいえる高い生産性を誇っていま

す。しかし、農地面積は年々減少を続けているほか、輸入農産物の増加による競争の激化等、区の農業を取り

巻く状況はいっそう厳しさを増しており、都市農業の存続が懸念されています。 

このため、区では、農地の保全に最大限努めるとともに、小松菜、花卉等の特産物を貴重な地域資源として

守り、特色ある地域産業として新たな展開を図ります。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（１）特色ある都市農業の展開 

６１９ 生産環境の充実 

農地の保全及び安定した農業経営の継続を図るため、農業を支援する融資を検討するとともに、生産緑地

の維持及び新規の指定、税制の優遇措置の要望等に努めます。併せて、都市農業の高い生産性を維持するた

め、都市農業育成事業の充実及び環境に配慮した農業経営の推進を図ります。 

また、高齢化、後継者不足等により十分な活動を行えない農家を支援するとともに、区民と農業者の交流を

深めることに資するため、農業ボランティア制度※の充実等を図り、農家とボランティアの連携を支援します。 

※ 農業ボランティア制度：高齢化や後継者不足等の理由により、十分な活動が行えない農家にボランティアを派遣する制度。 

施策コード ６１９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

受委託制度の活用への支援 実施 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

農業ボランティアの充実 実施 同左 同左 

事業費 ５４７千円 ※※※千円 ※※※千円

多様な区民農園の運営 実施 同左 同左 

事業費 ８，０００千円 ※※※千円 ※※※千円

都
市
農
業
の
継
承 

６１９ 生産環境の充実 

ア． 受委託制度の活用への支援 

イ． 農業ボランティアの充実 

ウ． 多様な区民農園の運営 

エ． 農業経営の安定化への支援 

６２０ 顔が見える農業の推進 

ア． 江戸川ブランドの活用 

イ． 直売事業の充実 
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農業経営の安定化への支援
農業振興資金のあっせ

んと利子等の補給 
同左 同左 

事業費 ２３５，５５４千円 ２３５，５５４千円 ２３５，５５４千円

 

６２０ 顔が見える農業の推進 

区の特産農産物について、イベントや市場出荷等あらゆる機会において、ロゴマークやキャッチフレーズ・グッ

ズ等のＰＲを行い、江戸川区農業の基幹である小松菜や花卉等の特産物の魅力を広く周知し、江戸川農業の

育成・活性化を推進します。 

また、ホームページや直売マップの利用を通して直売会や庭先販売等のＰＲ強化を行うとともに、インターネッ

トを活用した新たな販売ルートの開発を行い、農業経営の安定化を図ります。 

施策コード ６２０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

江戸川ブランドの活用 
キャンペーン活動の 

展開 
同左 同左 

事業費 ３８３千円 ３８３千円 ３８３千円

直売事業の充実 インターネットの活用 直売マップ作成 インターネットの充実 

事業費 ３５７千円 ※※※千円 ※※※千円
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５ 伝統的地場産業の継承、発展 

【施策の考え方】 

区には、伝統工芸品、金魚、花火等の長い歳月と人が織りなす伝統的地場産業が存在し、江戸川の独特の

文化を形成しています。これからも、伝統工芸品の高度な技術と製品を次代に継承していくために、国及び都

等との連携を進め、計画的な振興を図ります。また、金魚は区の伝統ある貴重な地域資源として保存・継承を図

ります。 

【施策体系図】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

（１）江戸川文化としての伝統的地場産業の振興 

６２１ 伝統工芸産業の振興 

新製品の開発、販路の拡大、江戸川ブランドの確立等「えどがわ伝統工芸産学公プロジェクト」を推進します。

併せて、インターネット上のショッピングモールである「えどコレ！」や篠崎文化プラザ内の直営店等により、区内

名産品の販売活動等を推進します。 

施策コード ６２１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

伝統工芸産学公プロジェクト

の実施   
実施 同左 同左 

事業費 ７，６２９千円 ※※※千円 ※※※千円

江戸川区名産品の販売促進

再掲 601 

「えどコレ！」の運営 

直営店等での販売活

動の推進 

同左 同左 

事業費 ９，３６６千円 ９，３６６千円 ９，３６６千円

産業ときめきフェアの充実 

再掲 601 
実施 同左 同左 

事業費 １２，５４５千円 １２，５４５千円 １２，５４５千円
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６２１ 伝統工芸産業の振興  

ア． 伝統工芸産学公プロジェクトの実施 

イ． 江戸川区名産品の販売促進 （再掲 601） 

ウ． 産業ときめきフェアの充実 （再掲 601） 

６２２ 金魚、遊漁船の保存・継承 

ア． 金魚の保存･継承 

イ． 遊漁船の伝統技術の保存・継承 
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６２２ 金魚、遊漁船の保存・継承 

江戸川区特産の金魚や江戸の風情を今に伝える網舟や屋形船等の遊漁船を区内外に広くＰＲし、保存・継

承を図ります。 

施策コード ６２２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

金魚の保存・継承 実施 同左 同左 

事業費 ５，５４０千円 ５，５４０千円 ５，５４０千円

遊漁船の伝統技術の 

保存・継承 
実施 同左 同左 

事業費 ３８５千円 ３８５千円 ３８５千円
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６ 次代の産業を担う人材の育成 

【施策の考え方】 

経営者、技術者等の高齢化により、経営の後継者、技術の継承者の不足等が深刻化しています。優れた技

術の喪失や後継者不足による事業所、店舗等の閉鎖はまちの活力の減退の一因となる恐れがあります。 

このため、区では、区内産業の活力を維持、発展させていくために、学校と地域の連携による産業教育の充

実を図るとともに、後継者の確保、新しい産業を創出する若手人材の育成、若い技術者への技術の継承等の次

代を担う人材育成を支援します。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

（１）次代を担う人材育成の支援   

６２３ 後継者の育成支援 

商店街等が自主的に実施する研修会や勉強会を支援し、次代を担う後継者育成を支援します。 

施策コード ６２３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

商工経営研究会への助成 講師の派遣 同  左 同  左 

事業費 ７１０千円 ７１０千円 ７１０千円
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６２３ 後継者の育成支援 

ア． 商工経営研究会への助成 

６２４ 企業内人材の育成支援 

ア． 企業内人材の育成支援 

６２５ 起業家の育成支援  

ア． 起業家ゼミナールの実施 （再掲 615） 

イ．   ビジネスプランコンテストの実施 （再掲 616） 

ウ． 創業支援施設の運営  （再掲 616） 

エ． 起業に係る相談支援体制の充実  （再掲 616） 

６２６ 技術継承者の育成支援 

ア． チャレンジ・ザ・ドリームの充実（再掲 130） 

                            

６２７ ものづくりのＰＲ支援 

ア． 「食」文化の祭典の充実 

イ．  産業ときめきフェアの充実 （再掲 601） 
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６２４ 企業内人材の育成支援 

実践的かつ効果的な学習機会の提供に努めます。 

施策コード ６２４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

企業内人材の育成支援 実施 同左 同左 

事業費 ０ 千円 ０ 千円 ０ 千円

 
６２５ 起業家の育成支援 

学習機会の提供、相談体制の整備等、起業に関する計画から起業後の活動に係る支援を一貫して行うこと

により、区内の起業家の育成を図ります。 

施策コード ６２５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

起業家ゼミナールの実施 

再掲 615 
実施 同左 同左 

事業費 ２，５４１千円 ２，５４１千円 ２，５４１千円

ビジネスプランコンテスト 

の実施  再掲 616 
実施 同左 同左 

事業費 ８１４千円 ８１４千円 ８１４千円

創業支援施設の運営 

再掲 616 
実施 同左 同左 

事業費 ７，５５９千円 ７，５５９千円 ７，５５９千円

起業に係る相談支援体制の

充実 再掲 616 

専門家の派遣 

創業支援資金の 

あっせん 

同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、中小企業者への充実した相談サービスと情報の提供 （施策コード 605）の中で計上しています。 

 

６２６ 技術継承者の育成支援 

退職した熟練技術者等を技術継承のための研修会や講習会の講師等として活用する制度の設立に向けた

調査研究を進めます。 

  また、職場体験を実施するチャレンジ・ザ・ドリームにより、ものづくりに対する意識の高揚を図ります。 

施策コード ６２６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

チャレンジ・ザ・ドリーム 

の充実 

再掲 130 

実施及び検討 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、チャレンジ・ザ・ドリーム （施策コード 130）の中で計上しています。 
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６２７ ものづくりのＰＲ支援 

飲食店組合を中心に区内食品関連業界のＰＲや消費者還元及び業界の活性化を図ります。 

また、区内外の主に製造業を担う企業による展示実演等を行い、優れた製品及び技術力を広く紹介するとと

もに、ビジネス情報交換会を開催し、企業間の連携づくりの場の提供します。併せて、製作実演・体験コーナー

等を通じて、産業教育の場としての活用を図ります。 

施策コード ６２７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

「食」文化の祭典の充実 実施 同左 同左 

事業費 ３，７０８千円 ３，７０８千円 ３，７０８千円

産業ときめきフェアの充実 

再掲 601 
実施 同左 同左 

事業費 １２，５４５千円 １２，５４５千円 １２，５４５千円
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７ 新たなパートナーシップの確立 

【施策の考え方】 

区では、多くの区民の声を活かしながら、産業政策の立案等を行ってきました。これからも、行政、産業関係

者、各企業、消費者としての区民等を含めた、それぞれの立場での意見を交換しながら施策の方向を見出して

いく政策形成を進めるとともに、よきパートナーとして区内産業を下支えする効果的なしくみづくりを図ります。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（１）産業界の主体性を重視した行政システム 

６２８ 産業界との連携強化 

６２９ 区民参加による産業振興 

産業構造の変化に伴う諸課題の解決を図り、効果的な産業振興施策の企画立案を支援するため、区内企業

の現状を把握する場を設けます。 

施策コード ６２８・６２９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

地域工場団体懇談会の実施 実施 同左 同左 

事業費 ６２千円 ６２千円 ６２千円

 

６３０ 産業振興センターの有効活用 

区内各産業関係者が有効に産業振興センターを活用できるよう運営の充実を図ります。 

施策コード ６３０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

産業振興センターの運営 運営 同左 同左 

事業費 ３３３千円 ３３３千円 ３３３千円
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６２８ 産業界との連携強化 

ア． 地域工場団体懇談会の実施 

 

６２９ 区民参加による産業振興 

ア． 地域工場団体懇談会の実施 （再掲 628） 

 

６３０ 産業振興センターの有効活用 

ア． 産業振興センターの運営 
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８ 働く意欲あふれる環境づくり 

【施策の考え方】 

区内中小企業で働く人々が安心していきいきと働けることが、まちのにぎわいと活力を創造します。そのため

に、労働環境の改善、福祉制度の充実等を図り、働く意欲あふれる環境づくりを推進します。また、一部では厳

しい雇用情勢が続いており、新しい時代にあわせて、区民の就業の場を柔軟に確保することが必要であり、多

様な就労支援を図ります。 

【施策体系図】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（１）多様な就業の場の確保と支援 

６３１ 雇用の拡大 

ハローワークとの連携を図りながら、「ほっとワークえどがわ」の就業相談、中高年齢者･若年者を対象とした就

職面接会の開催等の就労支援を行います。 

施策コード ６３１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

職業相談・紹介 

内職の職業相談・紹介 同左 同左 

就職情報の提供 同左 同左 

出張相談の実施 同左 同左 

事業費 １６，４４７千円 １６，４４７千円 １６，４４７千円

えどがわ就職面接会 

対象年齢、業種等を絞

った面接会及び小規模

面接会の開催 

同左 同左 

事業費 ２４６千円 ２４６千円 ２４６千円
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６３１ 雇用の拡大 

ア． 職業相談・紹介 

イ． えどがわ就職面接会 

 

６３２ キャリアアップ支援 

ア． キャリアカウンセリング 

イ． 就職応援セミナー 
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６３２ キャリアアップ支援 

「ヤングほっとワークえどがわ」において、若年者を対象としたキャリアカウンセリング等を実施します。併せて

ニート・フリーターをもつ保護者を対象とした就職応援セミナーを開催します。 

また、ハローワークとの連携を図りながら、若年者を対象とした就職応援セミナーを開催します。 

さらに、求職者を対象とした就職ガイダンスセミナーの開催や、若年者の就労に向けてのヒューマンスキル向

上のため、「若者きずな塾」を開催します。 

施策コード ６３２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

キャリアカウンセリング 

キャリアカウンセリング 

（ヤングほっとワークえどがわ）
同左 同左 

パソコンを利用した 

適職診断 
同左 同左 

事業費 ６，７６１千円 ６，７６１千円 ６，７６１千円

就職応援セミナー 

若年者就職応援セミナー

（ヤングほっとワークえどがわ）
同左 同左 

ニート・フリーター 

就労支援セミナーの開催

（ヤングほっとワークえどがわ）

同左 同左 

就職ガイダンスセミナー 

（ほっとワーク） 
同左 同左 

若者きずな塾 同左 同左 

事業費 １，３１５千円 １，３１５千円 １，３１５千円
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第6節 

区民の暮らしを力づよく 

支えるまちづくり 

 

１ 都市基盤の充実・質の向上 

（１）土地利用と市街地整備の方針 
（２）木造密集市街地の改善 

（３）良好な市街地環境の創出 

（４）大規模公園予定地の整備 

（５）地域生活圏と中心核の整備 

 

２ 利便性の高い道路、交通、情報ネットワークの整備 

（１）道路ネットワークの形成 

（２）鉄道の整備 

（３）楽しく快適に移動できる交通 

（４）情報通信ネットワーク化の推進 

 

３ 地域の魅力を高めるまちづくり 

（１）水と緑にあふれる都市環境の充実 

（２）美しい都市景観づくり 

（３）住みよく永住できる居住環境づくり 

（４）歩いて楽しめる個性あるまち 

（５）安心して生活できるまちづくり 

 

４ 安全で災害に強いまちづくり 

（１）防災まちづくり 

（２）防災体制の充実 

（３）みんなで守るまちづくり 
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１ 都市基盤の充実・質の向上 

【施策の考え方】 

「江戸川区街づくり基本プラン」に基づいた計画的なまちづくりを進め、安全で魅力ある都市の形成を目指し、

社会経済状況の変化及び価値観の多様化に対応した、区民生活の質が高まるよう、土地利用、市街地整備等

を進めます。 

併せて、これからのまちづくりにおいて、区民が主体的に活動し、地域毎に将来のまちの姿について区と認識

を共有し、地区の個性に応じた区民発意のまちづくりを進めます。 

【施策体系図】  
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７０１ 良好な住宅市街地の形成 

７０２ 調和のとれた住工共存型市街地の形成 

７０３ にぎわいある商業系市街地の形成 

ア． JR 小岩駅周辺地区の整備 

イ． 南小岩七丁目西地区第一種市街地再開発事業 

ウ． 京成小岩駅周辺地区の整備 

７０４ 農地の保全 

７０５ 流通業務地区 

７０６ 土地利用調整地区 

 

７０７ 木造住宅密集地区の整備 

ア． 密集住宅市街地整備促進事業 

 

 

７０８ 細街路の整備および狭小敷地の改善 

ア． 良質な居住水準への誘導 

 

 

７０９ 小松川地区防災拠点再開発事業 

 

７１０ 土地区画整理事業の推進 

     ア．土地区画整理事業の推進 

 

７１１ 地区別整備方針の確立 

ア． スーパー堤防とまちづくり 

アー１ 北小岩一丁目東部地区 

アー２ 篠崎公園地区  

土
地
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次ページへ 
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（１）土地利用と市街地整備の方針 
７０１ 良好な住宅市街地の形成  

地域地区※指定、地区計画※等を活用し、土地の細分化防止、建物の高さ規制等によって、地区ごとの特性

にあわせた良好な住環境の創出及び保全を図ります。 

また、木造住宅密集地区※については、密集住宅市街地整備促進事業※を活用することにより、生活道路を

拡幅し、安全な住宅市街地の形成を図ります。併せて、建替え更新時に狭あい道路の拡幅整備、狭小敷地の

改善のための隣接敷地買い増しの誘導等を図るとともに、一定規模の土地の開発に当たっては、周辺の住環

境と調和のとれた土地利用を誘導します。 

※ 地域地区：都市計画区域内の土地を利用目的によって区分し、建築物等について必要な制限を課すことにより、土地の合理

的利用を図るもの。 

※ 地区計画：小規模な地区を対象として、用途地域では決められない詳細な土地利用、建築の形態等を決める計画。 

※ 木造住宅密集地区：木造住宅の密度が高く、その中に老朽住宅が相当数含まれ、道路等の公共施設整備の水準が低く、防

災危険度が高い地区。 

※ 密集住宅市街地整備促進事業：老朽木造住宅が密集している地区において、道路や公園等の公共施設、生活環境施設の整

備や老朽木造住宅の建替え等を促進し、居住環境の向上や良質な住宅供給を行う事業。 

 
７０２ 調和のとれた住工共存型市街地の形成  

用途地域※、特別用途地区※、地区計画等を活用することにより、地区ごとの特性にあわせたきめ細かい地区

ルールづくりを推進し、住工が共存する環境の整備に努めます。 

また、工業系用途地域内での集合住宅等の土地利用の転換に当たっては、周辺環境との調和に配慮した建

設計画を誘導します。 

※ 用途地域：住宅・商店・工場等が混乱して立地するのを防ぐため、地域ごとに建てられる建物の種類を規制したもの。 

※ 特別用途地区：地域地区の目的を基本とし、これを補完するため、建築基準法に基づき地区の特性や課題に応じて地方公共

団体の条例で建築物の用途に係る規制の強化又は緩和を行うもの。（本区の場合は、特別業務地区、特別工業地区の２種類

を指定） 
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７１２ 篠崎公園・宇喜田公園の整備促進 

ア． 篠崎公園・宇喜田公園の整備促進 

イ． 公園整備にあわせた高台化の推進 

７１３ 江戸川緑地における整備のあり方の検討 

ア． スーパー堤防と一体整備による篠崎公園再整備と

江戸川緑地整備の推進 

 

７１４ 生活圏の個性を活かした魅力あるまちづくり 

 

７１５ 地区計画によるまちづくりの誘導 

ア． 地区計画の策定 

７１６ 自主的なまちづくり活動の支援 

ア． まちづくり推進コンサルタントの派遣 

 

７１７ 区民提案によるルールづくりの推進 

前ページより 
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７０３ にぎわいある商業系市街地の形成  
主要鉄道駅の周辺は、商業や交通の拠点となる地域中心核にふさわしい高度利用を誘導し、賑わいのある

商業機能、事務所等の業務機能の充実を図ります。特に、JR 小岩駅周辺は、道路・駅広場等の都市施設、及

び地区計画の早期決定と地区別の事業推進を図ります。 

南小岩七丁目西地区第一種市街地再開発事業は、商業施設の誘致による商業活性化と、質の高い住宅供

給による定住人口の回復を図ります。また、京成小岩駅周辺地区は、京成本線連続立体化事業の進捗に合わ

せ、地域協議を進めまちづくり構想の策定を進めるとともに、駅前広場等の基盤整備計画の作成を進めます。 

施策コード ７０３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

ＪＲ小岩駅周辺地区の整備 
地区別の事業推進 

都市計画決定協議 

都市施設の決定 

再開発事業の決定 

地区計画の決定 

地区別の事業推進 

都市施設の整備 

再開発事業の推進 

事業費 ４５，７８７千円 ※※※千円 ※※※千円

南小岩七丁目西地区 

第一種市街地再開発事業 

権利変換計画 

建設工事 
建設工事 同左 

事業費 １，１６３，２８０千円 ７０２，５００千円 ８１２，０００千円

京成小岩駅周辺地区の整備 まちづくり構想策定 都市計画案の作成 都市計画決定協議 

事業費 ２１８千円 ※※※千円 ※※※千円

 
７０４ 農地の保全 

生産緑地地区の追加指定を行い、農地の保全に努めます。 

 
７０５ 流通業務地区 

東京東部の流通拠点としての環境を維持するとともに、高機能な物流拠点としての適切な誘導を図ります。 

 

７０６ 土地利用調整地区 
大規模な都市機能の転換に当たっては、地区の立地特性・機能特性を考慮しながら、特別用途地区、地区計画

等の活用を図り、都市の魅力と活力につながる土地利用の促進に努めます。 
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（２）木造密集市街地の改善 

７０７ 木造住宅密集地区の整備  

主要生活道路及び防災生活道路、防災性を向上する公園・広場等の整備を促進し、老朽化した建築物

の建替え、不燃建築物の誘導等を図ることにより、燃えにくい街の形成に努め、安全性と防災性の高い

市街地の形成を図ります。 

施策コード ７０７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

密
集
住
宅
市
街
地
整
備
促
進
事
業 

南小岩七・八丁目地区

道路拡幅・公園整備 同左 同左 

松島三丁目地区 

下鎌田東地区 

一之江四丁目南地区 

春江町三丁目南地区 

江戸川一丁目地区 

一之江三丁目南地区 

中西八丁目地区 

二之江西地区 

事業費 ４２４，９６９千円 ４３０，０００千円 ４３０，０００千円

 
７０８ 細街路※の整備および狭小敷地の改善 

 区民及び事業者の理解と協力を得ながら、助成金制度の活用を図りつつ、細街路の拡幅整備を推進します。

また、指定道路図・調書を作成し、閲覧に供するこにより、建築行為全般を円滑に推進するよう図ります。 

併せて、７０㎡を超える土地の購入に対し資金を貸し付けることにより、敷地規模の拡大を促進し、居住環境

の向上と良好な市街地の形成を図ります。 

※ 細街路：幅員４ｍ未満の道路 

施策コード ７０８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

良質な居住水準への誘導 
街づくり宅地資金貸付

２件 
同左 同左 

事業費 １７，６４６千円 １８，０００千円 １８，０００千円
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７０９ 小松川地区防災拠点再開発事業 
２４年度の事業終了に向け、未着工街区の調整を都と行います。また、スーパー堤防整備事業について、東

京都及び国土交通省と積極的に調整を行います。 

 

（３）良好な市街地環境の創出 

７１０ 土地区画整理事業※の推進 
事業中及び未着手の土地区画整理事業の早期完了を目指し、防災性の向上を図り、安全で良好な環境

の創出に努めます。 

※ 土地区画整理事業：土地所有者等から土地の一部を提供してもらい、道路や公園等に活用し、市街地を面的に整備すること

で居住環境を向上させ、一方で宅地を整形化し利用増進を図ることを目的とした事業。 
施策コード ７１０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

土地区画整理事業の推進 

瑞江駅北部地区 

換地処分 
清算事務 同左 

篠崎駅西部第四期街区

仮換地指定・造成工事 
建物移転・造成工事 

辻公園整備・換地計画

作成 

事業費 ９８，０００千円 ２６０，０００千円 ５０，０００千円

 
７１１ 地区別整備方針の確立 

区全体の防災性を強化するため、まちづくりと一体となったスーパー堤防整備を推進します。 

施策コード ７１１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

スーパー堤防とまちづくり 

（北小岩一丁目東部地区） 

建物調査 

換地設計 

建築物等の移転・除却

造成工事 
造成工事 

事業費 ２８２，０００千円 ２，０２３，０００千円 ２４２，０００千円

スーパー堤防とまちづくり 

（篠崎公園地区） 

事業計画検討 

用地買収 
同左 事業計画検討 

事業費 １６，０００千円 ２５，０００千円 ２５，０００千円

 

（４）大規模公園予定地の整備 

７１２ 篠崎公園・宇喜田公園の整備促進 
篠崎公園・宇喜田公園について、周辺道路及び市街地整備と整合を図った整備の促進を都に要請します。 

また、大規模公園の早期整備の推進とともに、高台化についても併せて都に要請していきます。 

施策コード ７１２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

篠崎公園・宇喜田公園 

の整備促進 
整備促進要請 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円
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公園整備にあわせた 

高台化の推進 
要請 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

 

７１３ 江戸川緑地における整備のあり方の検討 
スーパー堤防※事業の機会を捉えて、隣接する篠崎公園の一部や江戸川緑地の一部についても一体的に

高台化する整備を推進していきます。 

※ スーパー堤防：河川後背地の再開発等と併せて堤防背面の盛土を行い、耐震性および親水性の向上を図った堤防。 

施策コード ７１３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

スーパー堤防と一体整備 

による篠崎公園再整備と 

江戸川緑地整備の推進 

用地取得 

関係機関調整 
関係機関調整 同左 

事業費 １３６，０００千円 ０千円 ０千円

 

（５）地域生活圏と中心核の整備 

７１４ 生活圏の個性を活かした魅力あるまちづくり 
区民生活の多様化を踏まえつつ、区内６つの地域（中央、小松川・平井、西、小岩、東部及び鹿骨）がそれ

ぞれ快適性、利便性及び安全性を高め、区民が誇りと愛着をもって生活できるよう、個性的で魅力的なまちづく

りを推進します。 

 
７１５ 地区計画によるまちづくりの誘導  

住民の理解と参加による地域の特性にあった地区計画を策定し、建築物、土地利用等の規制・誘導及び一

部事業の導入によるまちづくりを推進します。なお、東京都が策定した「土地区画整理事業を施行すべき区域

※」見直しガイドラインに基づいた都市計画変更を適宜行います。 

※ 土地区画整理事業を施行すべき区域：戦災復興のもとに市街地の拡大を抑止するために緑地として整備することを指定された

旧緑地地域を指定解除することに伴って、土地区画整理事業により基盤整備水準を上げる予定地域として指定された区域。 

 
 
 

施策コード ７１５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

地
区
計
画
の
策
定 

南小岩七・八丁目地区 素案策定 地区計画決定 運用・実現 

江戸川五丁目付近地区 素案策定 地区計画決定 運用・実現 

東西一丁目付近地区  素案検討 素案策定 

事業費 ３，３５９千円 ３，４００千円 ３，４００千円
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７１６ 自主的なまちづくり活動の支援 

区民の自主的な景観づくり活動を支援するために、必要に応じて専門家の派遣を行います。 

施策コード ７１６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

まちづくり推進コンサルタント

派遣 
１地区程度 同左 同左 

事業費 １００千円 １００千円 １００千円

 
７１７ 区民提案によるルールづくりの推進 

区民提案による地区計画、建築協定※等の地区のルールづくりを推進します。 
※建築協定：土地所有者等の全員の合意によって建築物の敷地、位置、構造、用途、形態、意匠等の基準を定めた協定。 
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２ 利便性の高い道路、交通、情報ネットワークの整備 

【施策の考え方】 

都市計画道路、主要道路、橋梁の整備による道路ネットワーク、公共交通機関、自転車交通等を効果的に整

備・活用し、誰もが安心・快適に移動できるまちづくりを進めます。 

また、高度情報化に対応した情報通信の利便性の高いまちをめざします。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利
便
性
の
高
い
道
路
、
交
通
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備 

７１８ 区民生活を担う道路の整備 

ア． 地域幹線道路の整備促進 

イ． 地域幹線道路の整備の準備 

７１９ 橋梁の整備 

ア． 新中川橋りょう整備の検討 

イ． 上一色中橋架け替え 

ウ． 都県橋の整備 

補助２８６号線・補助１４３ 

放射１６号線 

７２０ 自転車道路のネットワーク形成 

ア． 自転車道ネットワークの形成 

イ． ブルーレーンの整備 

７２１ 歩行者に安全な道路ネットワークの形成 

ア． 歩行性を高める歩道改良 

イ． 路肩のカラー化 

 

７２２ メトロセブンの整備促進 

７２３ 京成線の立体化の検討 

ア．京成本線の連続立体交差事業の推進 

７２４ 鉄道混雑の緩和 

 

７２５ 自転車を利用しやすい環境整備 

ア． 総合自転車対策の推進 

 

７２６ 利便性の高いバス交通の充実 

 

７２７ 誰もが快適に移動できるユニバーサルデザインの推進 
ア． 歩道巻き込み部の段差解消（再掲 427） 

イ． 音声誘導装置の設置 （再掲 427） 

ウ． バス停の整備 （再掲 427） 

エ． 公共施設のバリアフリー化 （再掲 427） 

 

 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成 

鉄
道
の
整
備 

楽
し
く
快
適
に
移
動
で
き
る
交
通 

次ページへ 次ページへ 
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（１）道路ネットワークの形成 

７１８ 区民生活を担う道路の整備 

地域幹線道路となる都市計画道路の整備を推進し円滑な道路交通の確保及び質の高いまちづくりを推進し

ます。併せて、電線類の地中化の推進を図ります。 

施策コード ７１８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

地
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進 

補助第２６４号線 

（北小岩） 

建物調査・算定    

用地買収 

建物調査・算定    

用地買収 道路整備 

建物調査・算定    

用地買収 道路整備 

補助第２８４・２８８号線 

（中央） 

建物調査・算定    

用地買収 道路整備 
 用地買収 道路整備 道路整備 

補助第２８６号線 

（中央） 

建物調査・算定    

用地買収 道路整備 
用地買収 道路整備 道路整備 

補助第２８８号線 

（南篠崎） 

建物調査・算定    

用地買収 道路整備 

建物調査・算定    

用地買収 道路整備 

建物調査・算定    

用地買収 道路整備 

補助第２８８・２９０号線 

（一之江） 

建物調査・算定    

用地買収 

建物調査・算定   

 用地買収 道路整備
用地買収 道路整備 

補助第２８９号線 

（船堀） 
道路整備 道路整備（完成）  

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進 

７２８ 自動車交通の円滑化 

ア． 違法駐車防止活動 

イ． 時間貸し駐車場の利用促進 

 

７２９ 交通安全の推進 

ア． 交通安全の意識啓発・教育の推進 

イ． 交通事故相談 

 

７３０ 通行支障箇所の改善 

ア． 交通安全施設（道路反射鏡、区画線等）の整備 

イ． 交差点の特殊舗装（滑り止め舗装） 

７３１ 情報通信基盤の整備促進 

７３２ 電子区役所への取組み 

ア． 情報処理基盤の運用 

イ． 電子申請サービスの拡大 

ウ． 江戸川区名産品の販売促進 （再掲 601） 

 

７３３ 地域情報ネットワークの構築の検討 

前ページより 前ページより 
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補助第２８９号線 

（春江） 

建物調査・算定    

用地買収 

建物調査・算定    

用地買収 

建物調査・算定    

用地買収 道路整備 

事業費 ２，１０２，０００千円 ２，５２４，０００千円 ２，２３１，０００千円

地
域
幹
線
道
路
の
整
備
の
準
備 

補助第２８８号線 

（上篠崎） 
  事業認可  

補助第２８９号線 

（江戸川） 
 事業認可 

建物調査・算定    

用地買収 

補助第２８９号線 

（東葛西） 
 

 

 
事業認可 

事業費 １９，０００千円 １３７，６００千円

 
７１９ 橋梁の整備 

道路ネットワークの整備・防災避難道路の確保及び老朽した橋梁架け替えという観点から早期橋梁整備を行

っていきます。 

また、新中川橋梁整備基本計画で架け替え対象となっている未整備橋梁（松本橋･鹿本橋・春江橋・瑞江大

橋）について、江戸川区橋梁長寿命化修繕計画との整合を図りながら、地域のまちづくりと一体となった橋梁整

備を検討します。都県橋梁補助２８６号線は、関係機関調整・整備手法の検討を行います。補助１４３・放射１６

号線は、東京都施行の都市計画道路第三次事業化計画優先整備路線に位置付けられていることから東京都・

千葉県に早期整備を強力に要請していきます。 

施策コード ７１９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

新中川橋りょう整備の検討 整備内容・手法の検討 同左 測量・予備設計 

事業費 ０千円 ０千円 ２３，０００千円

上一色中橋架け替え 
橋台・橋脚工事 

上部工製作・架設 

上部仕上げ 

取付道路（完成） 

 

事業費 ３３０，０００千円 ５５０，０００千円

都県境の整備 

補助２８６号線・補助１４３ 

放射１６号線 

関係機関調整・整備手

法の検討、東京都・ 

千葉県へ整備要請 

同左 同左 

事業費     ０千円 ０千円 ０千円
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７２０ 自転車道路のネットワーク形成 
自転車と歩行者の交通事故の削減、自転車利用の促進及び駐輪場利用者の通行環境整備等を目標に自

転車道ネットワークの構築や、交通管理者と協議しブルーレーンの整備を図ります。 

施策コード ７２０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

自転車道ネットワークの形成
自転車交通量調査 

ネットワーク計画案作成

ネットワーク計画作成 

国・東京都へ整備要請
国・東京都へ整備要請

ブルーレーンの整備 西西駅周辺等整備 西駅周辺等整備 
船堀駅・一之江駅周辺

等整備 

事業費 ４０，０００千円 ３６，０００千円 ３６，０００千円

 

７２１ 歩行者に安全な道路ネットワークの形成  
老朽化した歩道及び街路樹の根上がり箇所の補修を実施し、より安全で安心して歩ける歩道の整備に努め

ます。併せて、区内の交通事故減少を図るため、警察と連帯しながら、交通事故多発路線を重点として安全対

策等に取組みます。 

施策コード ７２１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

歩行性を高める歩道改良 ４路線１，５００ｍ 同左 同左 

事業費 １１３，０１３千円 １２０，０００千円 １２０，０００千円

路肩のカラー化 ４，９００ｍ 同左 同左 

事業費 １２，５０２千円 １２，５０２千円 １２，５０２千円

 

（２）鉄道の整備 

７２２ メトロセブンの整備促進 
「今後整備について検討すべき路線」として、平成１２年の運輸政策審議会答申に位置付けられている中、そ

の実現に向けて、膨大な事業費の縮減等諸課題の解決に取組んでいきます。 

 

７２３ 京成線の立体化の検討 
京成本線立体化について、東京都、飾区及び京成電鉄との調整により課題解決を図り、早期に事業化さ

れるよう取組んでいきます。 

施策コード ７２３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

京成本線の連続立体交差 

事業の推進 
京成本線連続立体交差実現に向けて東京都等と調整 

事業費 １，１３４千円 ※※※千円 ※※※千円

 
７２４ 鉄道混雑の緩和 

各路線における通勤・通学の混雑緩和策の検討を、鉄道事業者に要請します。 
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（３）楽しく快適に移動できる交通 

７２５ 自転車を利用しやすい環境整備 
区内の鉄道駅付近の放置自転車ゼロを目指し、①駐輪場の整備 ②放置禁止区域の指定 ③駅別一括業

務委託 ④自転車利用者のマナー向上を 4 本柱とした「総合自転車対策」を実施し、安全安心な地域環境を醸

成していきます。 

 
７２６ 利便性の高いバス交通の充実 

バス交通の利便性向上を図るため、増便や運行ルートの改編、乗継利便性の向上等をバス事業者と協議し、

改善が図れるよう要請していきます。 
 
７２７ 誰もが快適に移動できるユニバーサルデザイン※の推進 

バリアフリー※のまちづくりを進めるために、歩道巻き込み部の段差解消、音声誘導装置の設置、バス停の整

備等を促進するとともに、公共施設の改修事業等に併せて、エレベータ、自動扉の設置等のバリアフリー化を推

進します。 

※ ユニバーサルデザイン：年齢、性別、障害の有無等にかかわりなく、どんな人でも使えるように設計されたデザイン。 

※ バリアフリー：人が生活する上で妨げとなる障害（バリア）が、街、施設、道路、住宅、人々の意識、社会等から取り除かれた状態。 

施策コード ７２７ 年次計画 

計画事業内容  ２４年度  ２５年度  ２６年度 

歩道巻き込み部の段差解消

再掲 427 

道路改修及び占用工

事にあわせて改修 
同左 同左 

事業費 ５０，０００千円 ５０，０００千円 ５０，０００千円

音声誘導装置の設置 

再掲 427 
３基 同左 同左 

事業費 １，９５３千円 １，９５３千円 １，９５３千円

バス停の整備 

再掲 427 
２箇所 同左 同左 

事業費 １０，０８０千円 １０，０８０千円 １０，０８０千円

公共施設のバリアフリー化

再掲 427 

エレベーター設置１施設

手洗所改修１０施設 

エレベーター設置１施設

手洗所改修１１施設 
手洗所改修７施設 

事業費 ５０１,１７９千円 ４８２,０００千円 ２８１,０００千円

 

 

 

 

 

 

施策コード ７２５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

総合自転車対策の推進 

駐輪場運営業務の駅

別一括業務委託 

(１０駅) 

同左 

(１１駅) 
同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円
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７２８ 自動車交通の円滑化 
区民との協働による違法駐車防止キャンペーン、パトロール等を実施し、平成 27 年度には瞬間違法駐車台

数 1，500 台以下の実現を目指します。併せて、「時間貸し駐車場マップ」の作成及び普及に努めるとともに、

（財）東京都道路整備保全公社との連携を図りながら、駐車場整備の支援を行います。 

施策コード ７２８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

違法駐車防止活動 

違法駐車防止キャンペ

ーン、パトロール等の

実施 

同左 同左 

事業費 ８，４４５千円 ８，４４５千円 ８，４４５千円

時間貸し駐車場の利用促進

時間貸し駐車場マップ

の作製・駐車場整備の

支援 

同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

 

７２９ 交通安全の推進 

交通安全運動等の啓発活動、学校等における交通安全教育等を実施し、自転車マナー、ルール等の啓発

活動を強化することにより、平成 27 年度末に交通事故件数 1，500 件以下の実現に努めます。 

また、関係機関等と連携しながら、交通事故当事者が円滑に解決できるよう相談等の支援を行います。 

施策コード ７２９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

交通安全の意識啓発・教育

の推進 

交通安全意識の啓発 同左 同左 

交通安全教室の開催 同左 同左 

事業費 ３０，８４７千円 ３０，８４７千円 ３０，８４７千円

交通事故相談 交通事故相談 同左 同左 

事業費 ４，２６７千円 ４，２６７千円 ４，２６７千円

 

７３０ 通行支障箇所の改善 
誰もが安全に道路を利用できるよう、交通管理者、地域住民と連携を図り、交通環境の向上に努めていきま

す。 

施策コード ７３０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

交通安全施設（道路反射

鏡、区画線等）の整備 
実施 同左 同左 

事業費 １９，４４８千円 ２０，０００千円 ２０，０００千円
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交差点の特殊舗装 

（滑り止め舗装） 
６５箇所 同左 同左 

事業費 ４８，３７４千円 ５０，０００千円 ５０，０００千円

 

（４）情報通信ネットワーク化の推進 

７３１ 情報通信基盤の整備促進 
情報通信基盤を活用することにより、快適な情報提供環境を促進します。 

 
７３２ 電子区役所への取組み 

申請・届出等の各種手続きの電子化の取組みを計画的に促進し、利便性の向上に努めます。 

施策コード ７３２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

情報処理基盤の運用 

e－SHIP の運用 同左 同左 

業務システムの 

構築（改修）・運用 
同左 同左 

事業費 ４，１５１，７６８千円 ４，０００，０００千円 ４，０００，０００千円

電子申請サービスの拡大 
電子化対象手続の 

拡大 
同左 同左 

事業費 ２，９８４千円 ３，０００千円 ３，０００千円

江戸川区名産品の販売促進

再掲 601 

「えどコレ！」の運営 

直営店等での販売 

活動の推進 

同左 同左 

事業費 ９，３６６千円 ９，３６６千円 ９，３６６千円

 

７３３ 地域情報ネットワークの構築の検討 
地域内の情報交流と地域からの情報発信を高めるために、関係機関と連携し、地域情報ネットワークの構築

を検討していきます。また、地域活動ホームページの活用を図り、町会・自治会の活動の透明性の向上及び

加入の促進に努めます。 
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３ 地域の魅力を高めるまちづくり 

【施策の考え方】 

水辺、緑等の様々な都市の資源と魅力を育て、まちづくりに活かします。また、事故、犯罪等を防止した、安

心して暮らせる魅力の高いまちづくりを進めます。 

【施策体系図】 
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域
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７３４ 区民主体の環境づくり 

ア． アダプト制度の推進 （再掲 518） 

イ． 水と緑の区民カレッジ講座の開催 （再掲 518） 

ウ． みんなの家に花いっぱい運動の推進 （再掲 518） 

エ． えどがわ桜守の育成 

７３５ 緑の回廊の形成 

ア． 公共施設の屋上緑化 （再掲 502） 

イ． 民間屋上緑化の促進 （再掲 502） 

ウ． 河川敷の並木づくり （再掲 520） 

エ． 緑の基本計画の改定  

オ． 公園施設長寿命化計画策定 

カ． 民地の緑の保全 

７３６ 水辺空間の整備・充実 

ア． 水辺に親しむ環境学習の場の設置 （再掲 525） 

イ． 新中川の河川敷の整備 

ウ． 水辺のボランティアの育成・支援（再掲 518） 

エ． 新川環境整備（新川千本桜計画）  

７３７ 自然豊かな親水公園・親水緑道づくり 

 

 

７３８ 地域の特性を活かした個性ある景観形成 

      

 

７３９ 電線のない街の実現 

ア． 電線類の地中埋設化 

７４０ 区民・事業者と区の協働による景観づくり 

ア． まちづくり推進コンサルタントの派遣 （再掲 716） 

 

７４１ 総合的な住宅施策の展開 

ア． 総合的な住宅施策の展開 

７４２ 住まいに関する相談や情報の提供の充実 

ア． マンション管理の適正化の促進 

７４３ 多様で良質な住宅の供給支援 

ア． 中古市場の活性化及びリフォーム資金融資 

イ． 良質な居住水準への誘導 （再掲 708） 
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（１）水と緑にあふれる都市環境の充実 

７３４ 区民主体の環境づくり 
アダプト制度※を利用した各ボランティアの活動の展開を図っていきます。 

元気な桜を育てるまちづくりを目標に、区内の桜を守り育て、広める役割を担う人材を育成し、その活動を支

援します。 

また、みんなの家に花いっぱい運動を推進し、四季おりおりの花と緑があふれるまちづくりを進めます。 

７４４ 地域特性を活かした住環境づくり 

ア． 地区計画の策定 （再掲 715） 

イ． 密集住宅市街地整備促進事業 （再掲 707） 

ウ． 土地区画整理事業の推進 （再掲 710） 

エ． 動物の適正飼養についての普及啓発 

オ． 飼い主のいない猫対策事業 

７４５ 安全で健康に配慮した住宅づくりの推進 

ア． 住まいのバリアフリーの普及促進 

イ． 耐震改修の支援  

７４６ 高齢者などの居住支援策の充実 

ア． 高齢者向け賃貸住宅の供給支援 （再掲 408） 

イ． 民間賃貸住宅家賃助成 （再掲 408） 

ウ． 住まいの改造助成 （再掲 408） 

エ． シルバーピア運営 （再掲 408） 

オ． 熟年者の住まい関連ボランティアの活用 （再掲 408） 

７４７ 公営住宅への対応 

ア． 公営住宅の有効活用 

 

７４８ 歩いて楽しめる水と緑の道づくり 

７４９ 魅力あるにぎわいの場づくり 

ア． JR 小岩駅周辺地区の整備 (再掲 703) 

イ． 南小岩七丁目西地区第一種市街地再開発事業 (再掲 703) 

ウ． 京成小岩駅周辺地区の整備 (再掲 703)） 

７５０ 親しまれ、受けつがれる地域の風物詩づくり 

 

７５１ 地域ぐるみの防犯対策 

ア． 防犯活動の推進（犯罪件数の抑制） 

イ． 防犯意識を高める情報や不審者情報の発信 

ウ． 委託警備会社による夜間パトロールの実施 

エ． 防犯カメラの設置支援 

オ． 地域で取組む防犯活動への支援 

カ． 自転車盗ゼロ作戦 
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※ アダプト活動：道路、河川、公園等の公共スペースで実施する清掃等のボランティア活動。 

※ えどがわエコセンター：江戸川区という地域社会を舞台として区民、事業者、行政が連携・協働するという新たなパートナーシッ

プのもと、多くの人々に環境にやさしい生活を広げるため全区的に設立した特定非営利活動法人。 

 

施策コード ７３４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

ア
ダ
プ
ト
制
度
の
推
進 

公園ボランティアの 

育成・支援 

再掲 518 

公園ボランティア 

連絡会の支援等 
同左 同左 

事業費 ７，２１６千円 ７，２１６千円 ７，２１６千円

まちかどボランティアの 

育成・支援 

再掲 518 

活動の支援相談 同左 同左 

事業費 ５１千円 ５１千円 ５１千円

緑のボランティアの 

育成・支援 

再掲 518 

活動の支援相談 同左 同左 

事業費 ３０４千円 ３０４千円 ３０４千円

水辺のボランティアの 

育成・支援 

再掲 518 

水辺の活動交流会等

の支援 
同左 同左 

事業費 １，４９６千円 １，４９６千円 １，４９６千円

水と緑の区民カレッジ 

講座の開催 

再掲 518 

２５講座 同左 同左 

事業費 ２，７９６千円 ２，７９６千円 ２，７９６千円

み
ん
な
の
家
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進 

花鉢アレンジ 

講習会の開催 

再掲 518 

１６会場 同左 同左 

事業費 ４５０千円 ４５０千円 ４５０千円

庭木の手入れ 

講習会の開催 

再掲 518 

講習会 ９会場 同左 同左 

花と緑の相談所 ２３会場 同左 同左 

事業費 １１８千円 １１８千円 １１８千円

ウェルカム・ガーディナー 

の育成 

再掲 518 

５会場 同左 同左 

事業費 １，２７７千円 １，２７７千円 １，２７７千円

えどがわ桜守の育成 桜守活動の支援等 同左 同左 

事業費 １，０２９千円 １，０２９千円 １，０２９千円
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７３５ 緑の回廊※の形成  

河川の堤防天端及び河川敷への桜を主とした植栽を計画的に実施します。 

豊かな水と緑の快適環境都市を推進し、区民と区が一体となって水と緑のまちづくりを進めるため、緑の基本

計画を策定します。 

公園施設の老朽化が進む中で、適切に維持管理を行っていくための長寿命化計画を策定し、計画的な改修

を行うことによって、ライフサイクルコストの縮減を図っていきます。 

宅地開発等により、消滅してしまう可能性のある農地や樹林、名木、古木等については、江戸川区の貴重な

資源として、積極的に維持、保全するための取組みを行っていきます。 

住宅等整備事業における基準等に関する条例※に基づいた屋上緑化を推進することにより、ヒートアイランド

現象の抑制を図り、省エネ住宅の建設を誘導します。 

※ 緑の回廊：公園、河川、学校等の緑の核をなす施設を親水緑道や緑道等、緑豊かな道路で結んだ回遊性のあるﾈｯﾄﾜｰｸ。 
※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅や一定規模以上の土地利用の基準を定めたもの。 
施策コード  ７３５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

公共施設の屋上緑化 
再掲 502 

１施設 ３施設 同左 

事業費 ２１，０００千円 ６３，０００千円 ６３，０００千円

民間屋上緑化の促進 

再掲 502 
促進件数  １００件 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

河川敷の並木づくり 

再掲 520 

新川の桜等  ６３本 

旧中川の桜等 ２０本 
新川の桜等 １５５本 新川の桜等 １５６本 

事業費 １４，８０５千円 ３１，０００千円 ３１，２００千円

緑の基本計画の改定 内容検討・策定   

事業費 ７，７７０千円

公園施設長寿命化計画策定 健全度判定調査 策定  

事業費 ３，６９８千円 ２０，３８２千円

民地の緑の保全 啓発普及・支援 同左 同左 

事業費 ３，８１１千円 ３，８１１千円 ３，８１１千円
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７３６ 水辺空間の整備・充実  
えどがわエコセンターとの連携を図りながら、豊かな水辺空間を活用した環境学習の場づくりを行います。 

「水・緑」の基幹軸として位置づけ、広々とした空間や各河川の個性と沿川の特長を活かした水辺、豊かな水

辺環境を日常生活に活かすとともに、自然と共生するための貴重な空間として、自然環境の保全・創出に努め

ていきます。 

新川については、これまでの整備状況を踏まえて、社会経済状況の変化に対応した新川千本桜計画を推進

するため、一部計画を見直し平成 25 年度末までに全体完成を目指します。 

また、新中川については、東京都の暫定整備の実施状況を踏まえながら、利用の促進を図ります。 

施策コード ７３６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

水辺に親しむ環境学習 

の場の設置 再掲 525 

環境学習の場としての

活用 ３箇所 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

新中川の河川敷の整備 河川敷緑地の管理 同左 同左 

事業費 ２４，００８千円 ２４，００８千円 ２４，００８千円

水辺のボランティアの 

育成・支援 

再掲 5１8 

水辺の活動交流会等

の支援 
同左 同左 

事業費 １，４９６千円 １，４９６千円 １，４９６千円

新
川
環
境
整
備
（新
川
千
本
桜
計
画
）

耐震護岸整備 

（新川橋～新川口橋） 
整備 整備  

人道橋 １橋 ２橋  

船堀ｸﾞﾘﾝｰﾛｰﾄﾞ 地中化工事 修景整備  

緑道整備 整備 整備  

地域交流センター 建設 開設（※※※）  

事業費 ９１１，１６８千円 １，１７２，０００千円

 
７３７ 自然豊かな親水公園・親水緑道づくり 

親水河川空間をネットワーク化し、地域の憩いの場となる利用を促進を図るとともに、生態系に配慮した、より

自然に近い親水緑道の整備を推進します。 
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（２）美しい都市景観づくり 

７３８ 地域の特性を活かした個性ある景観形成 
地域特性に応じた「江戸川らしい」景観をさらに高めるため、景観条例による事前協議・届出制度を活用し、

適正な開発誘導を行うとともに、景観まちづくりワークショップやえどがわ百景実行委員会等、区民主体の景観

まちづくり活動を推進します。 

 
７３９ 電線のない街の実現 

都市計画道路、土地区画整理事業等の整備に併せて、電線類の地下埋設化等を推進し、快適な都市景観

の形成を図ります。 

施策コード ７３９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

電線類の地中埋設化 ５２０ｍ ６２０ｍ ４００ｍ 

事業費 ２６０，０００千円 ３１０，０００千円 ２００，０００千円

 

７４０ 区民・事業者と区の協働による景観づくり 

区民の自主的な景観づくり活動を支援するために、情報提供、専門家の派遣等を行います。 

施策コード ７４０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

まちづくり推進コンサルタント

の派遣  再 716 
１地区程度 同左 同左 

事業費 １００千円 １００千円 １００千円

 

（３）住みよく永住できる居住環境づくり 

７４１ 総合的な住宅施策の展開 

「住まい白書」の課題を踏まえ、施策推進の基本方針を策定しながら、効果的かつ重点的な住宅施策

を推進し、生涯生活都市の実現に努めます。 

施策コード ７４１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

総合的な住宅施策の展開 
住宅施策の基本方針

の作成及び施策推進 
施策推進 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

 

７４２ 住まいに関する相談や情報の提供の充実  

危機管理を含めたマンション管理の総合的な取組みを促進するため、「マンション通信」の発行支援、学習会

等への専門家派遣及びマンション関係団体の連携支援等を行います。また、バブル期に多く供給された民間賃

貸住宅の適正な経営管理及び空室等の有効活用を図るため、関係団体と意見交換を行うとともに、不動産経

営相談等の実施を支援します。 
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施策コード ７４２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の 

 
 

適
正
化
の
促
進 

マンション通信 

発行支援 
年４回 同左 同左 

マンション交流支援 

専門講師の派遣 
年４回 同左 同左 

事業費 ９７６千円 １，０００千円 １，０００千円

 

７４３ 多様で良質な住宅の供給支援 

既存の住宅資源を有効に活用した、老朽化した住宅の改修・建替えを促進するため、改修に係る資金の融

資あっせんを行い、住宅の質及び防災性の向上並びに住宅産業の振興を図ります。併せて、７０㎡以上の土地

の購入に係る資金の貸し付けを行い、敷地規模の拡大を促進し、居住環境の向上と良好な市街地の形成を図

ります。 

また、開発事業者に対しては、江戸川区住宅等整備事業における基準等に関する条例※に基づき、より良好

な共同住宅及び戸建て住宅を供給するよう適確な指導を実施します。 

※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅や一定規模以上の土地利用の基準を定めたもの。 
施策コード ７４３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

中古市場の活性化及び 

リフォーム資金融資 

住宅リフォーム資金の

融資 １７件 
同左 同左 

良質な居住水準への誘導 

再掲 708 

街づくり宅地資金貸付

2 件 
同左 同左 

事業費 １７，６４６千円 １８，０００千円 １８，０００千円

 

７４４ 地域特性を活かした住環境づくり 

コミュニティの機能を活かしながら、住民合意に基づいた地区計画制度を活用するとともに、密集住宅市街地

整備促進事業や土地区画整理事業の推進を図り、魅力ある良好な住環境を形成します。 

また、ペットの適正飼養について推進を図り、人と動物との豊かな共生社会を実現していきます。 

施策コード ７４４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

地区計画の策定  

再掲 715 
３地区 同左 同左 

事業費 ３，３５９千円 ３，４００千円 ３，４００千円

密集住宅市街地整備促進事業

再掲 707 
９地区 同左 同左 

事業費 ４２４，９６９千円 ４３０，０００千円 ４３０，０００千円
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土地区画整理事業の推進 

再掲 710 
２地区 同左 同左 

事業費 ９８，０００千円 ２６０，０００千円 ５０，０００千円

動物の適正飼養についての

普及啓発 

町会回覧や犬のしつけ

方教室等の実施(２回)
同左 同左 

事業費 ５００千円 ５００千円 ５００千円

飼い主のいない猫対策事業

飼い主のいない猫の不

妊・去勢手術費助成 

（８０件） 

同左 同左 

事業費 ２，０００千円 ２，０００千円 ２，０００千円

 

７４５ 安全で健康に配慮した住宅づくりの推進 

建物の新築、増改築に当たっては、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律、東京都高齢

者、身体障害者等が利用しやすい建築物の整備に関する条例及び江戸川区住宅等整備事業における基準等

に関する条例※によるバリアフリー建築を誘導するとともに、「江戸川区住宅改修ガイド」の活用を図り、バリアフリ

ー化の普及を促進します。 

また、江戸川区耐震改修促進計画に基づいた、住宅の耐震対策を支援することにより、災害に強いまちづくり

の形成を図ります。 

※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅や一定規模以上の土地利用の基準を定めたもの。 
施策コード ７４５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

住まいのバリアフリー 

の普及促進 
普及促進 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

耐震改修の支援 
戸建住宅・分譲マンション・緊急輸送道路沿道建築物等に対して 

耐震化促進事業の実施及び普及啓発 

事業費 ３０６，６５８千円 ※※※千円 ※※※千円

 

７４６ 高齢者などの居住支援策の充実  

熟年者が住み慣れた地域にいつまでも安心して住み続けられるよう、その状態に応じた多様な住まいの普

及・整備の促進に努めるとともに、高齢者向け賃貸住宅の供給支援、民間賃貸住宅家賃助成※、シルバーピア

運営等により、熟年者がより安心して住み続けられる住まいの確保・改善等を図ります。 

※ 民間賃貸住宅家賃助成：建物の取り壊し等で家主から転居を迫られた熟年者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる

ように、緊急処置として住み替え家賃の差額を助成する。 

施策コード ７４６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

高齢者向け賃貸住宅の 

供給支援  再掲 408 
事業者募集 同左 同左 

事 業 費 ４７，９９６千円 ※※※千円 ※※※千円



158 
 

民間賃貸住宅家賃助成 

再掲 408 
２８０件 同左 同左 

事 業 費 ９９，９２７千円 １００，０００千円 １００，０００千円

住まいの改造助成 

再掲 408 
１７０件 同左 同左 

事 業 費 ５１，３７３千円 ５１，３７３千円 ５１，３７３千円

シルバーピア運営 

再掲 408 
５０世帯 同左 同左 

事 業 費 ６，３２１千円 ６，３００千円 ６，３００千円

熟年者の住まい関連 

ボランティアの活用 

再掲 408 

ボランティアの活用 同左 同左 

事業費 ２，０８０千円 ２，１００千円 ２，１００千円

 

７４７ 公営住宅への対応  

区営住宅の施設管理及び計画修繕については、指定管理者制度を活用し、効果的かつ効率的な管理・運

営に努めます。 

また、大規模団地の建替えに当たっては、円滑な建替えの実施、効果的な敷地の活用、都営住宅の再編成

と集約等に向けた調整、協議等を行います。 

施策コード ７４７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

公営住宅の有効活用 

区営住宅の管理・修繕

３団地６５戸 
同左 同左 

大規模団地建替え調整 同左 同左 

事業費 １５，３８０千円 ※※※千円 ※※※千円

 

（４）歩いて楽しめる個性あるまち 

７４８ 歩いて楽しめる水と緑の道づくり 

地域の水と緑の資源を活かし、沿道の魅力を高め、ゆったりと過ごせる道空間の創出に努めます。 

 

７４９ 魅力あるにぎわいの場づくり  

主要鉄道駅の周辺は、商業や交通の拠点となる地域中心核にふさわしい高度利用を誘導し、賑わいのある

商業機能、事務所等の業務機能の充実を図ります。特に、JR 小岩駅周辺は、道路・駅広場等の都市施設、及

び地区計画の早期決定と地区別の事業推進を図ります。 

南小岩七丁目西地区第一種市街地再開発事業は、商業施設の誘致による商業活性化と、質の高い住宅供

給による定住人口の回復を図ります。また、京成小岩駅周辺地区は、京成本線連続立体化事業の進捗に合わ

せ、地域協議を進めまちづくり構想の策定を進めるとともに、駅前広場等の基盤整備計画の作成を進めます。 
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施策コード ７４９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

ＪＲ小岩駅周辺地区の整備 

再掲 703 

地区別の事業推進 

都市計画決定協議 

都市施設の決定 

再開発事業の決定 

地区計画の決定 

地区別の事業推進 

都市施設の整備 

再開発事業の推進 

事業費 ４５，７８７千円 ※※※千円 ※※※千円

南小岩七丁目西地区 

第一種市街地再開発事業 

再掲 703 

権利変換計画 

建設工事 
建設工事 同左 

事業費 １，１６３，２８０千円 ７０２，５００千円 ８１２，０００千円

京成小岩駅周辺地区の整備

再掲 703 
まちづくり構想策定 都市計画案の作成 都市計画決定協議 

事業費 ２１８千円 ※※※千円 ※※※千円

 
７５０ 親しまれ、受けつがれる地域の風物詩づくり 

地域のイベント、地域のボランティア活動等を情報提供し、地域住民のふれあいの場づくりを図ります。 

 

（５）安心して生活できるまちづくり 

７５１ 地域ぐるみの防犯対策 

「安全・安心まちづくり運動大綱」に基づき、区民が日々安全で安心して暮らせるまちづくりを実現するため、

区民、警察、区が一体となり、犯罪抑止に向けた取組みを行っていきます。 

具体的には、警察や消防との連携を強化していくとともに、防犯カメラの設置支援や警備会社による夜間パト

ロールの実施、各地域で行われている安全・安心パトロール活動への支援等、総合的な防犯まちづくりを推進

していきます。 

また、身近な犯罪抑止対策として、自転車盗ゼロ作戦の実施、メールニュースによる不審者情報の配信、各

種イベントでの PR や防犯だより・ホームページを活用した啓発活動の実施により、安全で安心して生活できるま

ちづくりを進めていきます。 

施策コード ７５１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

防犯活動の推進 

（犯罪件数の抑制） 

９，５００件 

（犯罪件数） 

９，０００件 

（犯罪件数） 

８，５００件 

（犯罪件数） 

事業費 －千円 －千円 －千円

防犯意識を高める情報や 

不審者情報の発信 

えどがわメールニュー

ス・防犯だより等の 

発行 

同左 同左 

事業費 １，３８１千円 １，３８１千円 １，３８１千円

委託警備会社による 

夜間パトロールの実施 
パトロールの実施 同左 同左 

事業費 ３６，８６９千円 ３６，８６９千円 ３６，８６９千円
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防犯カメラの設置支援 設置支援 同左 同左 

事業費 １２，５００千円 ※※※千円 ※※※千円

地域で取組む 

防犯活動への支援 

安全・安心パトロール

等への活動支援 
同左 同左 

事業費 ４，３４７千円 ４，３４７千円 ４，３４７千円

自転車盗ゼロ作戦 
３，１００件 

（自転車盗件数） 

３，０００件 

（自転車盗件数） 

２，９００件 

（自転車盗件数） 

事業費 １，７３４千円 １，７３４千円 １，７３４千円
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４ 安全で災害に強いまちづくり 

【施策の考え方】 

「自分たちのまちは自分たちで守る」という意識を高め、区民と区の役割を明確にし、区民や関係機関と一体

となった災害に強いまちをつくります。 

また、安心して住み続けられるよう、木造密集市街地の整備等の都市基盤の整備を進め、都市化の進展によ

る都市型水害、ヒートアイランド現象の対応等を推進します。 

【施策体系図】 
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７５２ 災害に強い都市基盤の整備 

ア． 橋梁の耐震対策 

イ． 橋梁の長寿命化修繕計画に基づく橋梁の維持管理 

ウ． マンホール浮上抑制対策 

 

７５３ 防災空間の確保 

 

７５４ 高規格堤防（スーパー堤防）などの整備促進 

ア． スーパー堤防とまちづくり 

北小岩一丁目東部地区、篠崎公園地区（再掲 711） 

７５５ 都市水害への対策 

ア． 雨水貯留施設の整備 

イ． 防災講演会の開催 

７５６ ヒートアイランド現象への対策 

ア． 公共施設の屋上緑化 （再掲 502） 

イ． 民間屋上緑化の促進 （再掲 502） 

 

７５７ 災害対応力の強化 

ア． 避難所開設訓練の充実 

イ． 危機管理体制の充実 

国民保護計画に基づく取組み  

７５８ 災害情報の効果的・効率的な収集と伝達 

ア． 防災行政無線屋外スピーカーの増設 

イ． ＦＭえどがわ緊急放送システムの導入 【新】 

７５９ 連携体制の強化 

ア． 災害協定の充実 

７６０ 救援・救護体制の強化 

ア． 備蓄物資の分散配備 

 

７６１ 自主的な防災の推進 

ア． 防災講演会の開催（再掲 755） 

７６２ 地域における防災コミュニティの確立 

     ア. 自主防災組織の活動支援 

７６３ 実践的な防災教育・防災訓練の充実 
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（１）防災まちづくり    

７５２ 災害に強い都市基盤の整備  

土地区画整理事業の実施、都市計画道路及び木造住宅密集市街地の整備等の都市基盤の整備を着実に

推進します。 

また、大規模地震の被害を最小限に抑え、緊急交通網及び避難路の確保を図るため、橋梁の耐震補強工事

を実施するとともに、江戸川区橋梁長寿命化修繕計画に基づき、計画的かつ効率的に橋梁を良好な状態として

常に維持管理することで、災害時の避難路を確保します。 

施策コード ７５２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

橋梁の耐震対策 瑞江大橋、新椿橋 松江橋、椎橋 花のはし、富士見橋 

事業費 ４７２，５００千円 ※※※千円 ※※※千円

橋梁の長寿命化修繕計画 

に基づく橋梁の維持管理 

西西歩道橋（工事） 

設計委託 

瑞江大橋、新左近橋 

南椿橋、松江橋 

明和橋、さくら橋 

西かもめ橋 

事業費 ２４，５６８千円 ※※※千円 ※※※千円

マンホール浮上抑制対策 設計 
設計 

工事 

設計 

工事 

事業費 ２４，８３３千円 ※※※千円 ※※※千円

 

７５３ 防災空間の確保 

区民及び事業者の理解と協力を得ながら、助成金制度の活用を図りつつ、細街路の拡幅整備を推進します。

また、指定道路図・調書を作成市し、閲覧に供することにより、建築行為全般を円滑に推進するよう図ります。 

 

７５４ 高規格堤防（スーパー堤防）などの整備促進 

区全体の防災性を強化するため、まちづくりと一体となったスーパー堤防整備を推進します。 

施策コード ７５４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

スーパー堤防とまちづくり 

（北小岩一丁目東部地区） 

再掲 711 

建物調査 

換地設計 

建築物等の移転・除却

造成工事 
造成工事 

事業費 ２８２，０００千円 ２，０２３，０００千円 ２４２，０００千円

スーパー堤防とまちづくり 

（篠崎公園地区） 

再掲 711 

事業計画検討 

用地買収 
同左 事業計画検討 

事業費 １６，０００千円 ２５，０００千円 ２５，０００千円
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７５５ 都市水害への対策  

浸水対策として、都市計画道路補助第２８６号線（中央）の街路整備に併せて、道路地下空間に雨水貯留施

設を整備します。 

防災講演会を開催し、自助・共助・公助を基本とした防災意識を高める啓発活動を行います。また、併せて地

震に伴う複合災害に関する被害想定検討結果を踏まえた、減災に繋がる住民の避難計画を提示し、防災に対

する知識・技術の普及啓発に努めていきます。 

施策コード ７５５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

雨水貯留施設の整備 

補助第２８６号線 

（中央） 

９５０㎥ 

同左  

事業費 ０千円 ３４０，２００千円

防災講演会の開催 実施 同左 同左 

事業費 ９，２４０千円 ※※※千円 ※※※千円

 

７５６ ヒートアイランド現象※への対策 

公共施設の屋上緑化を推進するとともに、住宅等整備事業における基準等に関する条例※に基づいた民間

敷地内の緑化、屋上緑化、駐車場設置部分等に透水性舗装※、保水性舗装※を誘導するとともに省エネルギー

機器設置住宅に対する容積率の緩和をすることにより省エネ住宅の建設を促進し、ヒートアイランド現象の抑制

を図ります。 

※ ヒートアイランド現象：都市中心部の都市活動の結果として生じる気温上昇現象。 
※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅や一定規模以上の土地利用の基準を定めたもの。 
※ 透水性舗装：雨水の地中への浸透により、雨水流出抑制、雨天時の歩行性の向上等に効果がある舗装。 
※ 保水性舗装：道路の舗装断面に保水機能をもたせた舗装。雨天時に吸収した水分を晴天時に蒸発させ、気化熱を奪うこと

により路面の温度が下がる効果が期待できる。 

施策コード ７５６ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

公共施設の屋上緑化 
再掲 502 

１施設 ３施設 ３施設 

事業費 ２１,０００千円 ６３，０００千円 ６３，０００千円

民間屋上緑化の促進 

再掲 502 
促進件数 １００件 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円
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（２）防災体制の充実 

７５７ 災害対応力の強化 

夜間・休日等の職員参集体制の強化や円滑な避難所運営に向けて、避難所開設訓練を充実させていきます。

今後の取組みとしては、区職員、学校教職員、地元町会が連携し、より実践的な訓練へと発展させていきます。 

災害時に迅速かつ的確な災害対応を行い、被害の低減を目的に、地域防災計画の着実な推進を図ります。 

このため、庁内危機管理体制の整備及び職員の危機対応能力の向上を図り、区民との協力体制及び関係機

関との連携強化に努めます。 

また、国民保護計画に基づき、必要な取組みを実施していきます。 

施策コード ７５７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

避難所開設訓練の充実 合同訓練の実施 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

危機管理体制の充実 

国民保護計画に基づく 

取組み 

危機管理課題の検討 同左 同左 

危機管理意識の徹底 同左 同左 

事業費 ７４７千円 ※※※千円 ※※※千円

 

７５８ 災害情報の効果的・効率的な収集と伝達 

基本的な情報伝達手段である防災行政無線の難聴地域解消のために、設置個所を増加します。また、ＦＭ

えどがわの放送に区からの緊急放送が割り込みできる装置を導入し、効果的・効率的な災害情報の伝達を図り

ます。 

施策コード ７５８ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

防災行政無線屋外 

スピーカーの増設 
１８基増設 

難聴地域を調査し、 

適宜増設 
同左 

事業費 ８３，８９７千円 ※※※千円 ※※※千円

ＦＭえどがわ緊急放送 

システムの導入 【新】 
装置の導入 

事業費 ９，０３０千円

 

７５９ 連携体制の強化 
災害発生時における各種協定について、自治体や関係機関及び民間事業者との新たな協定締結に努める。

また、協定締結後も定期的な情報交換や合同訓練等を通じて、相互に協力体制を構築していきます。 

施策コード ７５９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

災害協定の充実 適宜締結 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円
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７６０ 救援・救護体制の強化  

一次避難所となる小中学校及び区施設には、備蓄物資の分散配備を行っており、区の防災備蓄倉庫も含め

て備蓄物資の充実を図っていきます。また、流通在庫備蓄も視野に入れ、民間事業者と協定等を締結していき

ます。 

施策コード ７６０ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

備蓄物資の分散配備 実施 同左 同左 

事業費 １２，３３４千円 １２，３３４千円 １２，３３４千円

 

（３）みんなで守るまちづくり 

７６１ 自主的な防災の推進  

防災講演会を開催し、自助・共助・公助を基本とした防災意識を高める啓発活動を行います。また、併せて地

震に伴う複合災害に関する被害想定検討結果を踏まえた、減災に繋がる住民の避難計画を提示し、防災に対

する知識・技術の普及啓発に努めていきます。 

施策コード ７６１ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

防災講演会の開催 

再掲 755 
実施 同左 同左 

事業費 ９，２４０千円 ※※※千円 ※※※千円

 

７６２ 地域における防災コミュニティの確立 

自主防災組織の活動の充実を図るため、防災用資機材及び防災訓練の実施等において支援を行って

いきます。 

施策コード ７６２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

自主防災組織の活動支援 地域防災訓練の充実 同左 同左 

事業費 ３，４４７千円 ３，４４７千円 ３，４４７千円

 

７６３ 実践的な防災教育・防災訓練の充実 
子ども、保護者等が災害発生時に適切な対応がとれるよう、あらゆる機会を通じた、より実践的な防災教育及

び防災訓練の実施に努めます。 
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第３章 計画の実現のために 

 

１ 信頼と協働による推進 

 

２ 区民本位での効率的な行政運営 
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１ 信頼と協働による推進 

ボランティア、民間団体等の活動の支援、情報技術を活用したコミュニケーション体制の整備等を通して、区

民と区の多様で豊かな協働を築くための環境づくりを進めます。 

 

２ 区民本位での効率的な行政運営 

（１）電子区役所への取組み 

現行の情報処理体制が抱える課題の解決を図り、区民サービスの向上及び事務処理の効率化を目的とする

新たな情報処理体制の整備を促進します。併せて、江戸川区情報セキュリティポリシー※に基づいた適切な情

報管理、職員の情報リテラシー※の向上等を図ります。 

※ 情報セキュリティポリシー：江戸川区情報安全管理対策要綱・同対策基準（平成１４年４月１日 区長決定）江戸川区の情報セ

キュリティ対策について総合的、体系的に取りまとめたもの。 

※ 情報リテラシー：コンピュータやネットワークを活用して情報の検索、整理、発信等を行う能力のこと。 

施策コード ８０２ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

情報処理基盤の運用 

再掲 732 

e－SHIP の運用 同左 同左 

業務システムの 

構築（改修）・運用 
同左 同左 

事業費 ４，１５１，７６８千円 ４，０００，０００千円 ４，０００，０００千円

電子申請サービスの拡大 

再掲 732 

電子化対象手続の 

拡大 
同左 同左 

事業費 ２，９８４千円 ３，０００千円 ３，０００千円

情報セキュリティ※対策 

セキュリティ外部診断・

内部点検の実施 
同左 同左 

セキュリティ改善計画に

基づく対策の実施 
同左 同左 

事業費 ６，４０５千円 ７，０００千円 ７，０００千円

職員の情報リテラシー向上 情報化研修等の実施 同左 同左 

事業費 １６，９０５千円 １７，０００千円 １７，０００千円

※ 情報セキュリティ：情報システムとその取扱う情報についての機密の保持及び正確性、完全性の維持並びに業務等で必要な

範囲でシステムの利用可能な状態（可用性）を維持することをいう。 



169 
 

（２）区民への積極的な情報提供 

区民への積極的な情報提供を推進し、より開かれた区政の実現を図ります。 

電子書籍閲覧システム及びデジタルフォトギャラリー閲覧システム導入の検討を図ります。 

施策コード ８０３ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

公式ホームページの拡充 

電子書籍閲覧システム

の検討     
同左 同左 

デジタルフォトギャラリー

閲覧システムの検討 

デジタルフォトギャラリー

閲覧開始 
同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

意見公募手続の適切な運営 運営 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

                                            

 

（３）行政評価のしくみづくり 

施策及び事業がどのように実施されているか等を区民にわかりやすく説明するとともに、施策の有効性、改善

すべき課題、方向性等を明確にし、区民ニーズにあった施策を展開するため、行政評価制度を推進します。 

施策コード ８０４ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

行政評価の適切な運営 実施 同左 同左 

事業費 ４１５千円 ４１５千円 ４１５千円

 

（４）民間活力の導入 

既に指定管理者制度を導入した３２施設及び公園、児童遊園（平成２４年３月３１日現在）に加えて、民間の経

営手法、柔軟な運営体制等を活かすことが可能な公の施設については、指定管理者制度の導入を図ります。 

また、指定管理期間中に、専門家による評価を実施し、さらなる施設ザービスの向上を図ります。 

施策コード ８０５ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

指定管理者制度の導入 福祉作業所及び分室 
希望の家 

中央図書館他６館 
虹の家 

事業費 ※※※千円 ※※※千円

専門家評価 実施 同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

 

（５）職員の能力開発と意識改革 

施策及び事業を区民本位で、効率的に実施していくために、職員の能力開発及び意識改革に努めます。 
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（６）財政基盤の強化 

健全な財政運営を長期的・計画的に行うために、事務事業、執行体制のあり方等を探求するとともに、税収

等の確保に努めます。 

施策コード ８０７ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

債権確保の強化 

弁護士会との連携に

よる私債権の整理徴収

及び強制執行の強化 

同左 同左 

電話催告業務の民間

委託 
同左 同左 

クレジットカード納付

等、納付方法の拡大の

検討 

同左 同左 

事業費 ２５２，５０９千円 ※※※千円 ※※※千円

 

（７）広域的な連携・協力の推進 

災害時の対応、防犯対策、広域交通網の整備、自動車環境汚染対策等区だけでは対応、解決等が困難な

課題について、国及び都に必要な働きかけを行うとともに、周辺自治体と連携・協力してその解決を図ります。 

 

（８）区政運営 

公共施設の老朽化、少子高齢化による公共施設に対するニーズの多様化等へ対応するために施設のあり方

懇談会（仮称）を立ち上げ、公共施設マネジメントの導入を進めます。 

施策コード ８０９ 年次計画 

計画事業内容 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

公共施設マネジメント※ 

の導入 【新】 

施設のあり方懇談会

（仮）の開催 

施設のあり方 

検討 
同左 

事業費 ４３６千円 ※※※千円 ※※※千円

※ 公共施設マネジメント：公共施設の実態を施設面、利用面、運営面、コスト面等から把握し、現状及び将来の自治体を取り巻

く環境に照らした上で、他用途への転用や施設の集約化、統廃合等、公共施設のあり方を総合的に判断し、再構築を行うこ

と。 
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